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　ただ単に退屈だった。

　何がしたいとか、誰だれが嫌いとか、これが望みとか――そんなものは何もなかった。

　暴れているときだけは何も考えずに済むから、周りが望む望まないは抜きにして、気が済むまで私は暴れた。

　どうせ、私が生まれてきた理由なんて、それしかないんだからと思って――

　――私は、周りにあるものを壊し続けた。

　そんな日常が当たり前で、それ以外のものなんて何も求めていなかった頃ころ。

　あの女が私の前に現れた。

　晴れた日の空のように蒼あおい、十字架のネックレスをした女が。



「君が噂うわさのクリスティーナ・ブランシュね。『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』なんて大そうなあだ名がついてるみたいだけど……駄だ目めよ。むやみやたらに力を使うような真ま似ねをしたら。そんなことしてたら、欲しがってるものがますます遠くに行っちゃうわよ」

　そう言ってその女は、馴なれ馴なれしい態度で笑いかけてきた。

　ああ、この女は私に意見してるんだ。

　それを理解すると、無む性しようにむかついてきた。

「なにお前？　ババアに説教されないといけない理由なんてないから、消えるか失うせるか去るかして、さっさとこの場から消えろ。ババア」

　ババアと呼ばれた女は、汚い顔で苦笑していた。

「く、口が悪い子ね。あのね、実際はともかく、私はギリギリ女子高生で通用する見た目なんだから、そうやって吐はき捨すてるようにババアって呼ぶのはやめてくれる」

「ふん。よく喋しやべるババア」

「こ、この子は本当に……いや、駄だ目めね。私は大人おとななんだからこんなことで怒ったら駄目」

　そう自分に言い聞かせると、イラつきを抑おさえるために女は両手を上げて大きく深呼吸をした。深呼吸を終え、さっきと同じような笑顔を浮かべる。ただ、額ひたいには大きな血管マークが浮かんだままだった。

「ま、まあ、子供の戯たわ言ごとってことで、さっきの言葉は忘れてあげるわ。でも、私の言ったことは忘れずに記憶してもらうわよ」

「……何言ってんのババア。何で私がお前の言うことなんて覚えないといけないの？　汚い顔面晒さらしてないで、さっさと消えれば。クソババア」

　吐き捨てるようにそう言うと、女は仕方がないといった様子でため息をついた。

「まったく。しょうがないわね。こういう刺とげ々とげしい子は、まずは叩たたいて棘とげを折ってあげないといけないみたいね」

「……なにそのセリフ？　私に喧けん嘩か売ってるの？」

「喧嘩なんて売らないわよ。私はそんな野や蛮ばん人じんじゃないんだから。ただ、寂さみしそうな顔して暴れてる子供を、しつけてあげるって言ってるだけよ」

「ハハ、ババアは言うことだけは立派なんだ。知らないわよ。私と喧嘩したら、大おお怪け我がするだけじゃ済まないかもしれないから」

「いいわよ。子供に、空の蒼あおさと世界の広さを教えてあげるのは嫌いじゃないから」

　その後のことは、あまりよく覚えていない。

　ただはっきりと記憶しているのは、生まれて初めて、戦って負けたということだった。

　それも、手も足も出ない、圧倒的な負け方で――

「どう？　ババアも結構強いでしょ？」

　倒れ、空を見上げている私に、あの女はそう言った。



　それから何度も、私は蒼い十字架のネックレスをした女に戦いを挑んだ。

　理由はたった一つ。ぶちのめして、あの女を地面に這はい蹲つくばらせてやりたかったからだ。

　だけどただの一度も勝てず、地面に寝転ばされるのは私のほうだった。

　その度に蒼あおい空を見上げさせられ、聞きたくもない説教を聞かされることになった。

　誰だれかが言ってた。あの女は吸血鬼退治のプロで、特別講師として教会の連中が呼び寄せた人間だということを。

　吸血鬼と戦っているという立場上、あの女は教会の人間である私の味方になる。

　でも、そんなことはどうでもよかった。

　独りで、自分の想おもいのままに暴れてきたのだから……

　敵てきとか味方とか、ましてや仲間なんて……考えようとしたこともなかった。

　そんな風に、敵に向けるよりも強い殺意を持って、私はあの女をぶちのめしてやろうとした。だけど結局、ただの一度もあの女に勝つことはできなかった。

　負けては、空を見上げさせられた。

　そして、聞きたくもない説教を――いや、そうじゃなくて――あの女は、私と話をしようとした。

　いつの頃ころからだろう。その話が嫌じゃなくなってきたのは……



　ある日。用事ができたと言って、あの女は自分の国に帰ると言い出した。

　許せなかった。

　勝ち逃げすることが……私の前から、許可なくいなくなろうとしていることが、私には許せなかった。

「覚えてろ。いつか絶対に復ふく讐しゆうしに、お前の国まで行ってやるからな」

　私が別わかれ際ぎわに言ったのは、そんなセリフだった。

　女は、とても寂さみしそうな顔をしていた。

　そして――

「憎しみあって、傷つけあった先に何があるっていうの？　そんなことよりも、笑い合ってたほうが楽しいわよ」

　私に何度も見せた笑顔で、女はそう言った。

「あ、そうだ。出会ったときから思ってたんだけど、君って目つきが最悪に悪いのよね。まあ、そんな性格してたら嫌でもそんな目になっちゃうんだろうけど」

　そんなセリフに続き、女が持っていた手て提さげ鞄かばんを地面に置き、その場で開く。開けると同時に、ギュウギュウに押し込まれていた中の荷物が爆発するように飛び出てきた。

「ババアなんだから、荷物の整理くらいちゃんとしてろ」

　私が呆あきれ顔がおで言うと、女は少し照れた顔で、「整理整頓は苦手なのよ」と答えた。

「ええっと、どこだったかな……おっ。あったあった」

　爆発した荷物に手を突っ込み、そこから女が何かを取り出す。

「これをあげるわ。特別な力があるってわけじゃないけど、気分転換にはなると思うから」

　女が私に差し出したのは、ふちの大きな眼鏡だった。

「なにこれ？　こんなダサい物貰もらって、どこの誰だれが喜ぶっていうの？」

「……最後まで可愛かわいくない子ね。いいじゃない、デザインなんかどんなものでも。君みたいに目つきが凶きよう悪あくな子は、こういう眼鏡でもかけてワンクッション置いたほうがいいのよ。だから、プレゼントってことでありがたく受け取りなさい」

　そう言って、ダサい眼鏡を私に手渡す。

　このまま握にぎりつぶしてやろうかと思ったが、さすがにそれはやめておいた。

「それじゃあここでお別れだけど――忘れないでね。この空の下のどこかに、あなたの友達である私がいるって」

　女は笑った。

　むかつくくらい、きれいな顔で。

「そして友達としてだったら、私はいつでもあなたを歓かん迎げいしてあげるわ。だから、気軽に遊びに来てね。バイバイ、クリスティーナ」

　そしてあの女は、私の前から姿を消した。

　独りになった私は空を見上げた。

　その日の空は、むかつくくらい、蒼あおく澄すんだ空だった。



    

  
    
      
１　「教会の少女」



　どこにでもいそうな普通の少年、相あい崎さき京きよう一いち郎ろうは困っていた。

　場所は、駅の近くにある二階建ての大型ショッピングモール。時間は放課後で、京一郎以外にも、学校帰りと見られる制服姿の学生が多数行き来している。その中には、カップルと思える組み合わせもあり、手を繋つないで仲良さげな様子で歩いていた。

「わぁ。見て見て、京一郎くん。カップルだよ、仲良しさんだよ、手を繋いで歩いてるよ。由ゆ良らたちも負けてられないから、手なんてセコイこと言わないで、腕を絡からめて仲良さそうに歩こうよ」

　そう言ったのは、京一郎の左手側で、満面の笑みを浮かべている少女、時とき村むら由良だった。

　白を基調とした格式高い制服、神じん愛あい学がく園えん選抜校区の制服を着ている高校一年生の少女、時村由良。

　髪には軽いウェーブがかかっており、いかにも今時の女子高生といったオシャレな可愛らしさを感じさせる。彼女と京一郎は幼おさな馴な染じみといった関係で、接してくる態度に遠慮のようなものは一切ない。

　幼い娘が父親に甘えるかのように、由良は満面の笑みで京一郎に腕組みを求めていた。

「あのな、別にどこのカップルに負けても、俺おれは全然気にしないから。そういう、周りの人間が聞いたら誤解するようなことを言うのはやめろ」

「何で？　今日は、初めて京きよう一いち郎ろうくんに抱かれた日から一年経たった記念日なんだよ。由ゆ良らはあの日、荒々しくも優しい京一郎くんのもう一つの顔を知っちゃって……そんな記念日に仲良くしないなんてもったいないよ」

「お前は……警察が取り締まるような白い粉にでも手を出して狂くるったのか？　俺がいつお前にそんなことした？　いつも言ってるだろ。面白半分で、俺を困らせるようなことを言うのはやめろって」

「面白半分なんて……誤解だよ京一郎くん。由良は半分なんて半端な気持ちじゃなくて、全部面白そうだと思って――」

「余計悪いッ」

　天使のような外見に反し、時とき村むら由良の中身は、どうしようもないほどに悪戯いたずら好きな小悪魔だった。

　今のセリフも、京一郎を動揺させるためだけに言ったことで、話の中身は全すべて嘘うそだ。そしてそんな嘘で困った京一郎を見て、由良は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

　くそ。この、性た質ちが悪い小悪魔め。こんなところじゃ大声出して怒ることもできない。しかも周りから見たら、俺が由良と戯たわむれているようにしか見えないだろうし……こいつ、全部計算ずくでやってるな。

　怨おん念ねんを込めた視線を由良に送る。

　受けた由良は、生まれたての赤あかん坊ぼうのような、穢けがれなきピュアな瞳ひとみを返してきた。

　な、なんてきれいな目をしてるんだ、こいつは……あぁ。もしかしたら、今のは全部俺の勘違いで、本当は悪気なく、純粋に俺に甘えてるだけなんじゃ……

　由良の特技、誘惑にやられ、京一郎は混乱してしまいそうになる。ギリギリのところで頭を振り、なんとか正気を保つことができた。

「と、とにかくだ。いいか由良。ここには、俺たち以外にもたくさん人がいるんだ。だから、二人っきりでもない限り――そういうことは絶対に言うな」

　男としての威厳を見せるため、由良にガツンと言ってやる。

「二人っきりだったらいいって言うんですか？　そういうのはおかしくないですか？　恋人でもない人がそういうことを言うのは絶対におかしいんですから、どこで誰だれがいても絶対に言うなって、言うべきじゃないんですか？」

　ガツンと言った言葉に反応したのは、由良ではなくもう一人の少女だった。

　京一郎の頭痛の種は、左手側にいる由良だけではない。

　それよりも厄やつ介かいで面倒なのは、右手側で鬼のような顔をしている少女、鳴なる神かみ菊きくであった。

「あ、鳴神さん。いや、それはちょっとした表現のミスで……俺も、二人っきりでもそんなことは言うなって思ってるけど」

「ふんっ。どうだかわかりませんよ。前から思ってましたけど、京きよう一いち郎ろうさんは女性に対してだらしなさ過ぎるんです。少しいい顔されたらすぐにデレデレして……おかしいじゃないですか。恋人である私の前でそんな顔をするなんて、フェアじゃないです」

　そう言って菊きくは、親の敵かたきを見るような目で京一郎を睨にらんだ。

　見る者の目を奪うばう、可愛かわいらしい赤毛の髪。小さな体格に反した、少し大きめの胸。由ゆ良らとは違う種類の可愛らしさを持った女子高生、鳴なる神かみ菊。

　彼女も、京一郎たちと同じ神じん愛あい学がく園えんの生徒だ。しかし、通っている校区が京一郎や由良とは違う。菊は選抜校区ではなく普通校区に通っている生徒で、それに伴い、着ている制服のデザインも由良とは違っていた。

　神愛学園は、普通の高校ではない。

　同じ学校でありながら、校区によって身に着ける制服が違うのだ。

「あ、あのね鳴神さん。さっき由良にも言ったとおり、ここには俺おれたち以外にもたくさん人がいるんだから、そんな大声で怒るような真ま似ねは――」

「あっ、何ですか？　時とき村むら由良には優しい注意で、私にはお説教ですか？　何なんですか京一郎さんは？　恋人との接し方とか、全然勉強してないんですか？」

「いや、勉強とかそういうのじゃなくて……」

　溜ためていた感情を吐き出すように、菊は京一郎に向かって叫んだ。

　少々一方的――厳密に言えば、菊が京一郎に強制した関係ではあるが、相あい崎さき京一郎と鳴神菊の二人は、恋人という関係にあった。

　菊は京一郎が持っている「ある物」を求め、京一郎に近づいた。そして、その「ある物」を貰もらう見返りとして、菊は恋人になるという約束を京一郎とした。

　その約束に従い、菊は常つね日ひ頃ごろから、京一郎の恋人を自じ称しようしていた。

「そうだよ。京一郎くんは女心に対するお勉強が足りないよ。あの日京一郎くんが言った、女なんて胸が大きければそれでいいってセリフ、由良はまだ忘れてないよ」

　どうしたものかと困っている京一郎をよそに、火種に向かって油をかける少女が一人。

　京一郎のそばで修しゆ羅ら場ばを楽しんでいる由良であった。

「お前は黙ってろ」

　京一郎が真面目まじめに注意すると、由良はいつもの笑顔で「はーい」と、のん気に答えた。

　由良だけでも面倒なのに、それに勝るとも劣らない鳴神さんが一緒だなんて……はぁ、今日一日で俺は、どれだけの気き苦ぐ労ろうをすることになるんだろうなぁ。

　菊と由良、それに加え大勢の目があることを配慮し、京一郎は深いため息をギリギリのところで我慢した。





「はぁ？　赤毛のチビと一緒に出かけたい？　京きよう一いち郎ろう。あなたそれ本気で言ってるの？」

　遡さかのぼること小一時間前。一年にして神じん愛あい学がく園えん・生徒会役員である相あい崎さき京一郎は、学生が使用するには勿もつ体たいないほど立派な生徒会室で、これまた勿体ないほど立派なソファーに腰を下ろしていた。

　テーブルを挟はさんだ反対側のソファーに、腕を組み、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔を見せる少女が座っている。

　彼女の名前は時とき村むら沙さ良ら。京一郎と同じ生徒会役員で、同い年の幼おさな馴な染じみだ。

　時村という名前が示すとおり、沙良と由ゆ良らは同じ血を持つ家族で、双ふた子ごの姉し妹まいという関係だ。沙良のほうが姉で、小悪魔として京一郎を弄もてあそぶ由良のほうが妹であった。

　双子ということで、当然、その容姿は似通っている。だが、二人が間違われるということはほとんどない。理由の一つは髪型で、軽いウェーブがかかった由良と違い、沙良はストレートヘアーを両側で二つに纏まとめている。そのように明らかに見た目が違うため、誰だれでも簡単に二人を見分けることができた。

　しかしそれ以上に、この双子にははっきりと違っている点がある。

　いつもニコニコしている由良と違い、沙良はいつもイライラした態度を見せていた。

　誰が相手でも愛あい嬌きよう全開の顔を見せる由良と違い、沙良は敵てきとみなした人間にはやりすぎなまでに強烈な敵意を向ける。時村の穏おん健けん派はと、時村の過激派。そう周りに揶や揄ゆされるくらい、双子でありながら、沙良と由良の中身は違っていた。

　京一郎は沙良と向かい合い、下を向いて小さくなっている。理由は、沙良に怒られるんじゃないかと思ってビクビクしているからだった。

「ええっと。まあ、結論から言うと本気ってことになるんだけど……」

　語尾をぼかし、警戒しつつ沙良の様子を窺うかがう。

　沙良は、夜の森で出くわした狼おおかみのように怖い目で京一郎を見つめていた。

「前にも話したと思うけど、私たち――時村と鳴なる神かみがどんな関係かってことはわかってるわよね。それがわかってて言ってるってことは――」

　京一郎は、グッとお腹なかに力を入れた。そんな準備をしないといけないくらい、沙良の放つ威圧感は強烈だった。

「京一郎。あなた、私に喧けん嘩か売ってるの？」

　過激派ゆえの一言。

　威圧に耐えた京一郎は、なるべく刺激しないように沙良に言葉を返した。

「ま、まあ、冷静になって話を聞けよ」

「私は冷静よ」

　その言い方がとんでもなく怖い。しかし、京一郎は逃げずに前に進む。

「時とき村むらと鳴なる神かみが仲が悪いっていうのは知ってるよ。でも、だからって喧けん嘩かばっかりしてるわけにもいかないだろ？　そのせいで、周りに迷惑をかけることだってあるかもしれないんだから」

「でも、だからって、京きよう一いち郎ろうがあの赤毛のチビと関係を深めることはないじゃない。あなたは時村が面倒を見てる、時村側の人間なんだから。あんな下品な赤毛の言うことなんて、全部無視すればいいのよ」

「いや、だから、それができたら俺おれも苦労しないんだけど……」

「は？」

「あぁッ……いや、こっちの話だから、気にしないでくれ」

　ある事情により、京一郎は生まれてから今に至るまで、時村家の保護の下もとで生きてきた。それゆえ時村家には恩おん義ぎがあり、京一郎もその点はちゃんと感謝している。

　だが、それにもかかわらず、京一郎は時村と敵対している家系。鳴神家の少女、鳴神菊きくと恋人同士という関係になってしまった。

　そうなってしまった理由は色々あるが、その関係は今も断たれることなく継続している。

　その、恋人である菊に、京一郎はメールで「放課後、たこ焼きを食べに行こう」という誘いを受けた。正直、嫌な予感がしたのだが、断ったら断ったで、激げき情じよう家かの菊がどんな反応を示すかわからない。なので京一郎は、災いを回避するという意味も込め、菊の誘いを受けることにした。

　しかし、菊とデートの約束をしたはいいが、後でそれが沙さ良らにバレたら、冗談抜きで殺されてしまうかもしれない。その危険を少しでも緩かん和わするために京一郎が取った方法。

　それが、事実を隠すのではなく、正直に話すということであった。

　しかし今現在、状況はあまりよくない。自首したにもかかわらず、情じよう状じよう酌しやく量りようの余地なく死刑という判決が下りそうになっている。だが、京一郎にはちゃんとした勝算があった。

　冷たい目つきで無言の攻撃をする沙良に対し、京一郎は冷静な口調で語りかける。

「沙良が鳴神さんのことを嫌ってるのは知ってるよ。だけどそれじゃあ、いつまで経たっても関係が改善することはないだろ？　それに、由ゆ良らのことで鳴神さんには世話になったんだから、そのお礼も兼ねて、俺が彼女と出かけたって問題はないだろ？」

「……」

　鬼が島に住む鬼でさえ「ごめんなさい」って言いそうになるくらい、沙良は怖い目をしている。だが、反論しないところを見ると、それなりに理解しているようだ。

「ま、まあそういうわけで、今日はちょっとあの子と出かけてくるけど……だ、大丈夫だよ。沙良が心配しているようなことは絶対にないから。だから、あの、その……」

「なによ？　言いたいことがあるならはっきり言えばいいじゃない」

　そんな怖い顔してる奴やつに、はっきり言えるかよッ。

　思ってても口に出せないほど、問もん答どう無む用ようで今の沙さ良らは怖かった。

「な、鳴なる神かみさんと、ちょっと出かけてくるから。その辺のことは、よろしくってことで」

　ビクビクしながらそういった自分が、少し情けなかった。

　空気の密度が上がり、室内の重力が増す。無言の緊張で胃が痛くなった頃ころ、沙良はため息混じりに言った。

「……わかったわ。私に言わせれば、あんな下品な赤毛なんて放ほうっておいても何の問題もないと思うけど、確かに、由ゆ良らのことに関しては世話になった部分があるから――」

「じゃ、じゃあ……」

「ただし――条件があるわ。京きよう一いち郎ろうがそれを受け入れるんだったら、特別に赤毛のチビと出かけることを許可してあげる」

「条件？　まあ、常識的な条件だったら別にいいけど」

「そう？　だったら――」



　人通りが多い、雑音だらけのショッピングモール。

　小一時間前のことを思い出し、京一郎は遠い目で適当な方向を見つめ、後こう悔かいしていた。

　まさか、由良を一緒に連れて行けって言うとは思わなかった。鳴神さん一人でも手に余るくらい大変なのに、そこに由良みたいな小悪魔が加わったら……

「内臓が爆発した」とか言って、今日のデートはキャンセルすればよかった。京一郎が何を思ったところで、現状が変わることはない。

　赤毛の鬼と、笑顔の小悪魔。

　二人の少女と、京一郎は向き合わなければいけない運命であった。

「ねえねえ、京一郎くん。お菊きくちゃんが言ってたたこ焼き屋さんってどこにあるの？　由良、早く食べたいよ。フーフーってして、京一郎くんにも食べさせてあげたいよ」

　そう言って、由良は京一郎の左腕を抱きしめた。

「時とき村むらの人間であるあなたが、私のことを気軽にお菊なんて呼ばないでください。それより、京一郎さんから離れてください。そんなことしていいのは、恋人である私だけなんですから」

「まあまあ、お菊ちゃん。京一郎くんにはまだ右腕があるんだから、そっちを抱きしめたらいいと思うよ」

「そういう問題じゃないです。私は、あなたと京一郎さんがくっついてることを怒ってるんですから」

　激怒しつつも、菊は由良に言われたとおり、空いている京一郎の右腕に抱きついてきた。

　腕から胸の感触が伝わってくるのだが、それ以上に、嫉しつ妬とに狂くるった菊の指が肉を抉えぐってきて、痛かった。

　大丈夫だよな？　俺おれ、このまま両腕をもぎ取られたりしないよな？

　菊きくと由ゆ良らの間で、心配に駆られる京きよう一いち郎ろう。そんな京一郎をよそに、菊と由良は競い合うように腕を引っ張り、たこ焼き屋を目指し歩き続けた。



「わあ、さすが人気のたこ焼き屋さんだね。行列ができてて、すぐには買えそうにないや」

　由良が言ったとおり、目的地であるたこ焼き屋には行列ができていた。しかし、買うのをやめたくなるような絶望的大行列ではない。十分少々も待てば、順番が回ってきそうだ。

「ねえ、どうするの京一郎くん。並ぶの？　並ばないの？　それとも由良とキスでもしちゃうの？」

「お前とキスするくらいだったら、生きたタコとキスするとして……どうするの？　鳴なる神かみさん。ここのたこ焼きが食べたいって言ったのは鳴神さんだろ？」

　腕にくっついていた菊が離れる。

「当然、並ぶに決まってるじゃないですか。今日のために、ちゃんとお金も用意してきたんですから。これくらいの行列で諦あきらめるわけないじゃないですか」

「そう。じゃあ、並ぶってことで全然構かまわないけど……」

　ちゃんとお金を用意してきた。

　菊が口にした、当たり前すぎるほど当たり前の一言が、逆に京一郎を不安にさせた。



    

  
    
      



    

  
    
      「鳴なる神かみさん。具体的にいくら持ってきたの？」

「むっ。私のお金にたかるつもりですか？　男性なんだから、自分で食べる分のお金くらい自分で――」

「いや、そうじゃなくて、何でわざわざお金を持ってきたなんてことを言ったのかなって思って」

「そんなの決まってるじゃないですか。昨日の夜に、今日の分のお金を用意したからです。普段は、必要な分だけしか学校には持っていかないようにしてるんですけど、今日はいつもよりもちょっと多めにいるかなって思って……そ、それに、私はともかくとして、京きよう一いち郎ろうさんが……もっと、他ほかに行きたい所があるとか言い出すんじゃないかなって思って……わ、私は全然、他にどこかに行きたいとかは思ってないんですよ。でも、京一郎さんが言うんだったら……し、仕方なくですけど、こ、恋人としてお付き合いしてあげないといけないかなって思って……ちょ、ちょっとだけ多めにお金を持ってきたんです」

　後半のセリフを口にする菊きくは、顔を赤らめ、とても恥ずかしそうだった。

　そんな菊を、京一郎が愛いとしいと思う――ようなことはなく、ますます不安になってきた。

「そう。で、詳しく聞いて悪いんだけど、その金額ってのはいくらくらいなの？」

「むうっ。何度も聞くなんてしつこいですよ。いいですよ。そこまで言うんだったら、実際にお財布に入ってるお金を見せてあげて――」

　制服のポケットに手を入れ、自分の財布を探す菊。最初は意い気き揚よう々ようと探していたのだが、しばらくすると焦あせった顔で体中のポケットに手を突っ込みだした。

　そして、この世の終わりのような顔で落ち込みだした。

「わ……忘れてきちゃいました」

　菊はそっぽを向いて、拗すねた態度でそう言った。

　……やっぱり。気合を入れたら絶対に空回りするんだよな、この子は。前日に用意したなんて言うから、まさかと思ったけど。

　そんな京一郎の心中を察したのか。先制攻撃として、菊が京一郎に吼ほえる。

「な、何ですか？　仕方ないじゃないですか。普段しないことをしたら、誰だれだって失敗しますよ。今日は、ちょっと、たまたま……お財布にお金を入れて、家に置き忘れてきちゃっただけなんですから……………そ、そんな目で見ないでください。いじわるですよ」

　責める気は全然ないんだけどな。

　京一郎にしてみれば、菊がドジって失敗するなどいつものことであった。

　白ご飯しかない弁当を用意してくれたり、待ち合わせの場所を間違えたり。生まれ持った属性として、菊はいろんな場面でもれなくドジな失敗を犯おかしてしまう。

　それが鳴神菊だと理解しているので、今更京一郎が彼女を責めることはない。

「大丈夫だよお菊ちゃん」

　京きよう一いち郎ろうがフォローするよりも早く、由ゆ良らが落ち込んでいる菊きくを励はげまそうと声をかける。

　背せ筋すじが凍こおるくらい――嫌な予感がした。

「デートのときお財布を持っていかないなんて、女の子にとったら常識だよ。だって、男の子には、男の子のプライドがあるんだから。デートのとき、女の子には一円も払わせたくないって思ってるに決まってるよ。だから女の子は、涙を呑のんで一円も払ったらいけないんだよ」

　おいおい、何言ってんだ由良の奴やつ。涙を流してもいいから、少しくらいはお金を払ってくれたほうがいいに……

「そうなんですか？」

　落ち込んでいる菊が、救いを求めるような目で京一郎を見つめる。

「そうだよね？　京一郎くん。男の中の男の京一郎くんが、たこ焼き代をケチるなんて、セコイこと言わないよね」

　期待で瞳ひとみを輝かせ、由良も京一郎を見つめてきた。

「え？　いや、それは、その……………」

　二人の少女の期待を、裏切ることはできなかった。

「ま、まあ別にたこ焼き代くらいだったら、俺おれが出すから。鳴なる神かみさんはそんなに落ち込まないでいいよ」

「京一郎さん……そ、そうですか。だったらわかりました。男の人の顔を立てるという意味で、私は京一郎さんのお金でたこ焼きを買ってあげます」

　どうして一言、「ありがとう」と言えないんだ？　この子は。

「でも、普通に奢おごられるだけだったら、フェアじゃないです。私は京一郎さんと、五分と五分の関係でいたいですから。お金をいただく代わりとして、私があの行列に並んで、たこ焼きを買ってきてあげます。なので京一郎さん、二人分のお金を私に――」

　チラッと、菊が由良の様子を窺うかがう。

　由良のことを邪魔者としか思っていない菊だが、露ろ骨こつに存在を無視するのは、少し抵抗があるようだ。

　そんな菊に、由良は天使のような微笑ほほえみを向ける。

「うん。由良は大丈夫だよ、お菊ちゃん。元々、二人でお出かけするはずだったんだよね。だったら由良は、こんなところで二人の邪魔なんてしないよ」

「と、時とき村むら由良……」

　健けな気げな姿を見せる由良に、菊は少し感動していた。

　だが――

「それに、京一郎くんが由良を見捨てるなんてことはありえないから……京一郎くんの分のたこ焼きを、由良は二人で仲良く食べることに――」

「三人分のお金をくださいッッ」

　計算高い由ゆ良らの本ほん性しようを知ると、菊きくは怒った態度で京きよう一いち郎ろうにお金を要求してきた。

　八つ当たりで出費を多くするのはやめてくれないかな。これじゃあ、恐きよう喝かつとあまり変わらないような気が……

　納得できないが、今はこれしか選択肢がない。

　京一郎は渋しぶ々しぶ、菊に三人分の代金を渡すことにした。

「じゃあ、私はたこ焼きを買ってくるので、京一郎さんはその辺に座って待っててください。いいですか？　私がいないからって、変なことしたら絶対に許しませんよ」

　そう言って京一郎に釘くぎを刺すと、菊はたこ焼き屋の行列へと向かっていった。

　近くに休憩所を見つけ、京一郎と由良はそこに場所を移す。

　数十人は休憩できそうな広い空間。人通り自体は多いが、休憩所で休んでいる人間はほとんどいなかった。

　適当に腰を下ろす京一郎。由良はその隣に座った。

「今日はありがとう、京一郎くん」

「ありがとうって、何が？」

「由良をお出かけに誘ってくれてだよ。由良、こんな風に友達と一緒に遊びに行くことなんてほとんどなかったから、ずっと憧あこがれてたんだ。放課後、みんなで一緒に遊びに行って、何か食べたりして……一度でいいから、やってみたいなって思ってたんだ」

　その顔と、その気持ちに嘘うそはない。

　事実、由良はこんな風に、放課後に遊びに行くということがほとんど許されない境遇の下もとで育ってきた。

　時とき村むら家。

　世界的に見ても屈くつ指しの大富豪で、京一郎たちが通っている学校『神じん愛あい学がく園えん』も、時村家の財力によって建てられた学校である。

　時村が『神愛学園』を創設したのには、「ある事情」があった。

　そしてその事情の影響をもっとも色濃く受けているのが、他ほかならぬ時村家の人間で――その事情のせいで、由良は普通の少女のように、自由に遊ぶということが許されなかった。

「今の由良があるのも、京一郎くんとお菊ちゃんのおかげだし……由良、二人には感謝しても、し足りないよ」

　少し前。背負っていた宿命のせいで、由良は事件を起こしかけた。

　それを助けたのが菊と京一郎で、そのおかげで、由良は今普通の少女として過ごすことができている。

「え、いや。そういうのは、俺おれじゃなくて鳴なる神かみさんに――」

「うん。お菊ちゃんにもいっぱい感謝してるよ。だから、今日をきっかけに、お菊ちゃんとは友達になりたいなぁ」

　笑顔を浮かべる由ゆ良らは、とても楽しそうだった。

　沙さ良らの奴やつ。これを計算して、由良を連れて行けって言ったのかな？　だったら、沙良の要求は、あながち無む茶ちやってわけでもなかったんだな。

　由良に対する沙良の気持ちを考えると、京きよう一いち郎ろうの心が自然と温まっていった。

　その後、時間にして十分程度。二人は静かに菊きくの帰りを待っていた。

　しかし、そんな風に大人おとなしくしているのに飽きたのか。何の脈みやく絡らくもなく、由良が体を寄せてきた。

「二人っきりだね、お兄ちゃん」

　そしてキラキラした瞳ひとみで、小悪魔由良の攻撃が始まった。

「……お、俺おれには、お前みたいな妹はいないぞ」

「え？　そんなこと言わないでよ、お兄ちゃん。由良、お兄ちゃんがいないと寂さみしくて生きていけないのに……」

　ちゃんとわかっていた。

　これは、由良が得意としている悪質なお遊びだと。

　だが、由良の演技はお遊びの域を超え、異常なほど上う手まく――嫌でも引き込まれていく。

「由良、知ってるよ。お兄ちゃん、彼女ができたんだよね。うん……由良とお兄ちゃんは血が繋つながった兄妹だから、由良も、それでいいと思うよ……でも、由良はね、お兄ちゃん抜きの人生なんて、考えられないんだよ……」

　肩を落とし、落ち込む由良の姿は、紛れもなく一人の恋する乙女であった。

「由良も、大好きなお兄ちゃんのことを忘れようと思って……努力したんだよ。でも、駄だ目めなんだ。お兄ちゃんのことを考えると、ドキドキがとまらなくて……お兄ちゃんが相手だったら、どんなことされてもいいって思っちゃって……由良、お遊びでもいいよ。お兄ちゃん好みの、ペットみたいな女の子になるよ。だからお願いお兄ちゃん。由良のこと……捨てたり、しないでほしいよ……」

　最後まで無視しようと思ったが、さすがに度が過ぎてきた。これ以上悪わる乗のりが酷ひどくなる前に、京一郎は正面切って由良に注意してやろうと思った。

「お、お前な。いつも言ってるだろ。こういう場所でそういうことは、言うな……って…」

　由良の顔を直視したのが悪かった。

　完かん璧ぺきに演技をこなす由良は、文句のつけようがない『実の兄を愛してしまった、健けな気げで純情な妹』の顔をしていた。

　火ほ照てった顔。潤うるんだ瞳。抱きしめたくなる雰囲気。簡単に壊れてしまいそうな儚はかなさ。

　小悪魔の魔法で、京一郎は強制的に勘違いしてしまう。

『あ、この子、間違いなく俺に惚ほれてる』と。

「は……はが、ほが、ふが……あ、あのな、由ゆ良ら。俺おれたちは、あの……」

　京きよう一いち郎ろうの動揺を察し、由良の攻勢が強まる。

「お兄ちゃん……由良、お兄ちゃんにだったら、何されてもいいと思ってるんだよ。お兄ちゃん……由良に、色んなことしたいって思わないの？　由良、女の子として、魅力ないのかなぁ」

「み、魅力とか、ミミズとか……そ、そういう問題じゃなくて」

「お兄ちゃん」

　由良が顔を寄せてくる。大混乱している京一郎は、どうすることもできなかった。

　耳元で、吐息のような声で由良が囁ささやく。

「今日はみんな出かけてるから、家には、由良とお兄ちゃん二人だけだよ。一緒にお風ふ呂ろに入ってあげるし、エプロン姿でご飯も作ってあげるから……由良。朝までいっぱい、お兄ちゃんと一緒に……誰だれにも言えない秘密のお遊びをしたいなぁ」

「モ、モノポリーくらいしか、徹夜でできるゲームはないけど……」

　空想の世界でもがき苦しむ京一郎の隣で、小悪魔がニヤリと邪悪な笑みを浮かべた。

「えいっ。隙すきありだよ京一郎くん」

　突然いつもの調子に戻ると、由良は親犬にじゃれつく子犬のような気軽さで、京一郎の耳たぶを噛かんだ。

「あーッ。こらッ。何してんだよ？　お兄ちゃんはお前をそんな風に育てた覚えは――」

　ニコニコではなく、ニヤニヤしている由良を見て、京一郎はやっと正気に戻った。

「ふっふっふ。駄だ目めだよ京一郎くん。妹相手に萌もえすぎだよ。そんなことじゃあ、女の子にもてないよ」

「も、もてるとか、もてないじゃなくて……どこで覚えた？　こんな凶きよう悪あくな遊び」

「『小悪魔通信』っていう情報誌だよ。どんな仲良しカップルにも倦けん怠たい期きっていうものがあるから、たまにはこうやって新しい刺激を求めたほうがいいって書いてあったんだ」

　くそ。またあの本か。男を苦しめる悪魔の経典め。もしも俺が世界制服するようなことがあったら、即刻発禁本にしてやる。

「『ピュアな妹』編のほかに、『大人おとなな女教師』編とか『わがままお姉ちゃん』編とかがあるけど……どうする？　京一郎くん。由良はいつでも、準備万端だよ」

『頭がおかしくない幼おさな馴な染じみ』編はないのか？　こんな人通りがある場所で、そんなお遊びに付き合ってられるか。

　小悪魔に対抗するため、京一郎はギュッと奥歯を噛み、気合を入れた。

　そして文句を言ってやろうと思った刹せつ那な――

　手にたこ焼きを持ち、鬼みたいな顔でこちらを見ている赤毛の少女に気づいた。

　な、なぜ？　何でこんな最悪のタイミングで……

　力強い歩調で近づくと、菊きくは近くのテーブルに三人分のたこ焼きを置いた。

「な、鳴なる神かみさん。何で怒ってるのかは大体わかるけど、誤解だからそんな顔するのは――ぎゃんッ」

　突き上げるようなアッパーが、京きよう一いち郎ろうの顎あごに炸さく裂れつした。そしてそのまま、菊は怒った顔で行き先も告げず、どこかへと行ってしまった。

　アッパーを喰くらった京一郎は、妙に冷静な顔で、顎の調子を確認していた。

「京一郎くん……相手がアッパーで来たときは、一歩引いて打ち下ろしの右を――」

「誰だれがそんなアドバイスしろって言ったッ。誰のせいで殴られたと思ってるんだ？　お前のせいだぞ。それがわかってるんだったら、お前も少しは申し訳なさそうな顔を――」

「京一郎くん……」

　ショックを受けた顔を見せる由ゆ良ら。ちょっと強く言い過ぎたかと思って反省していると、

「京一郎くんのおバカッ」

　というセリフと共に、顎にパンチを貰もらった。

「な、何をする……」

「京一郎くんのおバカ。今はそんなことより、お菊ちゃんのことを追いかけてあげないと駄だ目めだよ。じゃないと、じゃないと……もう捕まえられなくなっちゃうよ」

「い、いや、全すべての原因はお前であって、俺おれは――」

　京一郎が反論しても効果はなく、逆に由良に怒られ、仲直りするために追いかけろと促うながされるだけであった。

　納得できない気持ちが多分にあったが、京一郎は由良をその場に残し、菊を追いかけていくことにした。



　菊がいたのは、階段と関係者専用出入り口があるだけで他ほかには何もない、人ひと気けがない静かな廊下の突き当たりであった。

　菊は壁のほうを向いたまま、近づきにくい雰囲気を放ち、立ち尽くしている。

「ええっと、鳴神さん。とりあえず、話を聞いてほしいんだけど」

　腫はれ物ものに触るように慎重に、京一郎が声をかけると、菊はツンとしたきつい目つきを向けてきた。

「……ふん。聞かされるような話なんてないですよ。時とき村むら由良にキスされてデレデレして……ふんっ。京一郎さんみたいな女ったらし、早く地獄に落ちたらいいんです」

「いや、あれは別にキスされたわけじゃなくて、耳を噛かまれただけで――」

「何が違うっていうんですかッ？　キスじゃなくて噛まれただけだなんて言い訳、本気で通用すると思ってるんですか？」

　そりゃ……通用するわけないよな。唇くちびるが触れたってことはどっちも同じだし、むしろ、噛かまれたっていうほうが問題なような気が――

　早くも言い訳が尽きた京きよう一いち郎ろうに、菊きくの猛攻は続く。

「そもそも、今日は……私と京一郎さん、二人だけっていう約束だったのに。あんな、お邪魔虫みたいな人を連れてきて……色々準備してた私が、バカみたいじゃないですか。ちゃんとお金を用意して、色んな人に美お味いしいたこ焼き屋さんのことを聞いて……こんなの、フェアじゃないです。私だけ楽しみにしてたみたいで……馬ば鹿かみたいじゃないですか」

　セリフと共に落ち込んでいく菊を見ていると、京一郎は一気に申し訳ない気持ちになっていった。

「鳴なる神かみさん。確かに、その点は申し訳ないと思うよ。だけどこっちにも、鳴神さんみたいに理由があるんだ。俺おれは、時とき村むら相手に強く出られる立場じゃないから、鳴神さんと出かけるのにも色々と神経を使わないといけないし。そもそも、鳴神さんが思ってるほど時村家は悪い存在じゃないんだ。だから俺としても、できれば二つの家には仲良くしてほしいと思ってるし、由ゆ良らの奴やつも……できれば鳴神さんと友達になりたいって言ってるし」

　全く信用していない目で、菊は京一郎を見つめた。

「それは、京一郎さんの持っている『血』を、時村が利用しようと思っているからです。時村なんて家、ろくでもない悪い家に決まってます。もしも京一郎さんが『赤の極点クリムゾンブラツド』なんて特殊な血を持っていなかったら、相手にされなかったに決まってるんですから」

「俺の血目当てで近づいてきたのは、鳴神さんも一緒だろ？」

「うぐっ。そ、それはその、あれですけど……も、もうっ。いじわる言わないでください」

　動揺を収おさめ仕切りなおすと、菊は強い意思をもって京一郎に告げた。

「とにかく、京一郎さんが何と言おうと、私はあの家の人間と仲良くする気はありませんから。時村なんて自分勝手な家は、早く滅びちゃえばいいんです。そ、それに……人の恋人に、キスするような最低な人……わ、私は絶対に許しませんから。時村由良がどう思おうが私には関係ありません。時村家は敵てきだから、私は永遠に戦い続けます」

　菊の表情を見る限り、決心は固いようだ。多少の意い地じは入っているだろうが、ここまで強固になられると、どうしていいのかわからない。

「京一郎さん。あなたにも立場があるでしょうから、死んでも私に協力しろなんて無む茶ちやなことは言いません。だけどいいですか？　仮とはいえ、私とあなたは恋人なわけなんですから……せめて、私が尽くした分は返してもらわないと、フェアじゃないです」

　尽くした分って……俺、お金取られてアッパー喰くらっただけなんだけど。

「だ、だから……と、時村由良があなたを噛んだって言うんだったら、わ、私も……あの、その、ええっと……………へ、変な勘違いとかはナシですよ。わ、私とあなたは恋人であると同時に、血を吸う、吸われるの関係にあるんですから……あの、その……ちょ、ちょっと、いざというときのための練習をしておいたほうがいいと思いますから……」

　怒って赤くなっていた顔が、見る見るうちに、恥ずかしさで赤くなっている顔に変わる。

　何が言いたいのかを察した京きよう一いち郎ろうは、直接それを口にしてみた。

「俺おれを噛かみたいの？」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために、菊きくは一気にテンションを上げて叫んだ。

「だ、誰だれがそんなこと言ったんですかッ？　わ、私はただ、いざというときの練習をしたいって言ってるだけで……それ以上の意味なんて、これっぽっちもないんですからね。一度噛んだときの感覚が忘れられないから、また噛みたいと思ってるとか……変な勘違いは絶対にしないでくだみゃなッわにゃぶ……………」

　最終的に、見事にセリフを噛んだ菊だった。

　……結局、鳴なる神かみさんは意い地じっ張ぱりなんだよな。だから、由ゆ良らっていうか、時とき村むらに負けたくないってだけで、意地を張っちゃって。まあ、悪戯いたずらとはいえ、俺が由良に噛まれたっていうのも事実だし。そこを処理しない限り、鳴神さんはずっと怒ったままだろうな。

　しかし逆に言えば、そこをうまく処理すれば、菊の怒りが静まるということでもある。

　菊の攻撃力を殺そぐという意味もあり、京一郎は、菊の望みを叶かなえてあげることにした。

「いいよ。どこでも好きなとこ噛んでいいから、噛みたい場所があるんだったら言いなよ」

　京一郎の申し出を受け、菊はピタリと動きを止めてしまった。

「か、噛みたいなんて言ってないじゃないですか。私はただ、ちょっと噛む練習をしたいって言ってるだけで……それに、『言いなよ』なんて言い方が偉えらそうです。私とあなたは、仮とはいえ恋人なんですから、もう少し優しい言い方を――」

「じゃあどうするの？　やめる？」

「ぶ、ぶう。いじわるな言い方、しないでください……」

　若干大人おとなしくなると、菊は恥ずかしげに「指でいいです」と言った。

　望みどおり人差し指を差し出すと、菊は緊張した顔で京一郎の手を握にぎり締めた。

「わかってると思うけど、噛むだけで血は――」

「わかってます。噛むだけで、あなたの血は吸いません」

　そんなやり取りをし、菊は京一郎の指をそっと噛んだ。

　軽く優しく、二、三度前歯で、京一郎の指を挟はさむ。

　噛む時間に比例して、菊の頬ほおはどんどん赤みを増していき、瞳ひとみは潤うるんでいった。

「かむ、はむ……はぁ……かぷ……………」

　菊は夢中で指を噛み続けた。甘く蕩とろけた顔で指を噛み続ける菊を見つめる。その視線に気づくと、菊は顔を赤くしたまま恥ずかしそうに、潤んだ瞳を逸そらした。

「だ、だめです……そんな、みないでください…はずかしい、です……」

　言われた京一郎は、「あ、ごめん」と一言返し、適当な方向に視線を向けた。

　遠くで、人通りが発する雑音が聞こえる。だけどここには誰もおらず、小さな赤毛の少女が、興奮した様子で指を噛かみ続ける音がするだけだった。

　や、やばい……これは、時間が経たてば経つほど、恥ずかしくなってくる。

　京きよう一いち郎ろうの緊張がピークに達した頃ころ、やっとのことで菊きくは噛むのをやめてくれた。

「あ、よかった。やっと終わっ――」

　余よ韻いんを愉たのしみ、ぼうっとしている菊は、魂が抜けたかのような顔をしていた。

「鳴なる神かみさん。大丈夫？　アホみたいな顔してるけど」

　普段の菊ならば、アホだと言われたら烈火のごとく怒り出す。しかし、今の状態の菊に言葉は届かず、甘く蕩とろけ惚ほうけた顔で、虚こ空くうを見つめていた。

「もしもーし。鳴神さん。大丈夫かって聞いてるんだけど？」

　気付けのため、菊の頬ほおを軽く叩たたく。やっと話せるようになった菊は、なぜか京一郎に向かって頭を下げた。

「あ。ど、どうも……ごちそう、さまでした。おいしかったです。ふぁ……」

　そしてまた惚けた顔で、あさっての方向を見つめだした。

　……駄だ目めだこりゃ。

　菊が正気を取り戻したのは、それから数分後のこと。京一郎にとっては長く、無益に思える数分であったのは、いうまでもないことであった。



「いいですか。私が先に戻りますから、京一郎さんは何事もなかったような顔をして、後から遅れて戻ってきてくださいよ。そうでないと、あの時とき村むら由ゆ良らのことですから、私たちが二人で変なことをしてたと決めつけるに決まってます。べ、別に知られたって、特に問題はないんですけど……ま、まあ、秘密にしておいたほうがいいと思いますので、さっきのことは秘密にしてくださいよ。私たちはここで会ってませんし、ま、ましてや……か、噛んだりなんか……してませんから……とにかく、そういうことだから、京一郎さんは遅れて戻ってきてください。わかりましたか？」

　正気に戻った菊は一方的にそう言って、さっきまでいた休憩所に戻っていった。

　嫌というほど釘くぎを刺された京一郎は、菊の命令どおり適当に時間を潰つぶす。そしてそのまま何も起こらず、アリバイ作りに充分な時間が経過した。

　はぁ……まあ、わかってたことで、最初から覚悟はしてたんだけど。あの二人は、俺おれの手に負える相手じゃないよ。

　またあの二人と合流するのかと思ったら、深く淀よどんだため息がこぼれた。

　計算高いわがまま小悪魔の由良と、激情型ドジっ子の鳴神さん。駄目だ。いつまでもあの二人の相手をしてたら、俺の体が持たない。せめてどっちかが、草食系って呼べるくらい大人おとなしい子じゃないと……俺はいつか心労で死ぬ。

　京一郎は我が身の不幸を呪のろいつつ、重い足を動かし続けた。



　この場に似つかわしくない、奇き抜ばつな服装が視界に入り、京きよう一いち郎ろうの足が止まった。



　制服姿の学生や私服姿の若者たちの中、その格かつ好こうは特殊で目立っていた。

　典型的な修道服。わかりやすくいえば、教会にいそうなシスターの格好をした少女が、特に何をするわけでもなく、ゲームショップの前に突っ立っていた。

　出入り口のすぐ横。画面が店外を向いているモニターには、最新ゲームのデモ画面が延々と流れている。

　少女は棒立ちでその画面を見つめ続けていた。

　たまに、ゲーム上の演出に合わせ、小さく体を動かす。だがそれは、本当に注意して見なければわからないくらい、小さな一瞬の反応であった。

　あの格好、確か、聖シルバーナ学園とかいう学校の制服だったような……

　確信と呼べるほどの自信は無いが、確かそうだったと思う。

　制服が示すとおり教会が母体になっている学校で、名前は聖シルバーナ学園。全校合わせて学生が二百数十人程度しかいない小さな女子校であるにもかかわらず、学園の敷地内には大聖堂と呼ばれる施設があると聞いたことがある。

　聖シルバーナ学園と、京一郎が通っている神じん愛あい学がく園えんとの交流はほとんどない。だが、その存在だけは嫌でも頭に入っていた。

　あの学校って確か、うちの学校から徒歩で三十分程度っていう近場にあったよな。だから、別にこの辺で見かけても不思議じゃないけど。

　正直、少女の動向に興味があった。だが、こちらから話しかけるような理由は無く、京一郎は黙ってその場を立ち去ることにした。

　視線を逸そらした瞬間、柔らかくて鈍い音が聞こえた。音がしたほうを見ると、ゲームショップから出てきた男性が、あの少女とぶつかっていた。

　男性は何も言わず、早足でその場を立ち去る。少女は声をあげるどころか大した反応も見せず、オタオタと後ろに歩き、尻しり餅もちをついてしまった。

　そこから、素早く立ち上がるようなことはない。

　何事もなかったかのように、床にお尻しりをつけたまま、少女はゲーム画面を見つめていた。

　――ったく。マナーの悪い人だな。

　少女を倒した男性に呆あきれつつ、京一郎は手を貸すために少女に近づいた。

「大丈夫？」

　正面に回ったことで、少女の顔が見える。

　長めの髪。基本色は金だが、所々に黒が交じっている。髪型は三みつ編あみで、オシャレな髪型とは程遠い。体形は菊きくと同じくらいで、平均的なものよりも少々小柄。顔も体形と同じように小さく、瞳ひとみの色は青かった。

　小さな顔に眼鏡をかけているのだが、学園での規則が厳しいせいか、お世辞にもセンスが良いとはいえない。髪型が三みつ編あみということもあり、京きよう一いち郎ろうの第一印象は、もの凄すごく地じ味みで大人おとなしそうな子だというものであった。

「……」

　助け起こすために手を差し出した京一郎を、少女が見つめる。

　正面から見つめる少女の瞳には、驚くくらい覇は気きがなかった。

　……ぺこり。

　だが、無感情というわけではないようだ。無表情で無気力な顔のままだが、感謝の気持ちを表すために頭を下げ、京一郎の手を掴つかんだ。

「あ……神じん愛あいの、制服」

　立ち上がった少女は京一郎の制服を見て、そんなことを呟つぶやいた。

「え？　ああ、確かにこれは神愛の制服だけど、普通じゃなくて選抜のほうの制服で……よくわかったね。他校の生徒が選抜の制服なんて、滅めつ多たに見かけることないのに」

　少女の知識を褒ほめるが、これといった反応は返ってこない。ただ、穴が開くくらい延々と、少女は京一郎の顔を見つめ続けた。

「あ、あの……何か、俺おれの顔におかしなところでもある？」



    

  
    
      



    

  
    
      「別に」

　一言で片付けると、少女はまたしても無言で京きよう一いち郎ろうの顔を見つめだした。

　や、やりにくい子だな。由ゆ良らや鳴なる神かみさんと違って草食系なんだろうけど、ここまで反応が悪いと、逆に気を使うなぁ。

　しかしそれでも、ガンガン前に出てくるあの二人よりは、間違いなくやりやすかった。

「キミ、その制服、聖シルバーナの制服でしょ？　こんな所にいるなんて珍しいけど、何か用事でもあるの？」

「別に。何もない」

　またしても、一言で片付ける。だが今度は、間かん髪ぱつをいれずに首を横に振った。

「ううん。違った。何かあった」

「え？　そうなんだ。で、それってどんな用事なの？　一人でやるのが大変なんだったら、俺おれも手伝ってあげるけど」

「いい。いらない」

　明確にしてハッキリとした、少女なりの『結構です』であった。

　大人おとなしそうな顔しているけど、意思は強いみたいだな。それとも……俺のこと不審者だと思ってるのかな。

　だとすれば、後で通報するために京一郎の顔を見つめているという理由が成立する。

　軽い女性不信の気けがある京一郎は、本音の見えない少女を警戒し始めていた。

「似てる……………」

　ふと、少女がそんなことを呟つぶやいた。

　似てると言われた京一郎は、「どうせ変な動物とかに似てるって言うんだろうな」と、一人で勝手に想像し、落ち込みかけていた。

「ううん。やっぱり似てない。でも、やっぱり似てる。だけど……あれ？　なんだっけ？」

　覇は気きがない顔のまま、少女は首を横に傾けた。よくわからないが、色々と混乱しないといけない理由があるようだ。

　京一郎の中にある、対たい女の子用の警報器。それが、この辺で立ち去ったほうがいいと京一郎に警告している。

　これ以上この子にかかわったら、きっと面倒なことが起こる。それに加えて、お前を待っている肉食系の女が二人もいるんだぞ。ここで立ち止まるな。早く――前に進めッ。

　警戒警報の声を聞いた京一郎は、その指示を素直に受け入れ、従うことに決めた。

「じゃ、じゃあ悪いけど、あっちで人を待たせてるから、俺は行くね。キミも、また人にぶつからないように気をつけて――」

　立ち去ろうとする京一郎の腕を、少女が両手でギュッと掴つかむ。

　京一郎の態度が不満なのだろうか。少女は小さくて可愛かわいい口を、アヒルのように尖とがらせていた。

　あ、何か……拗すねた顔が、子供っぽくて可愛かわいい……

　少女が持つピュアで無邪気な可愛さに見み惚ほれてしまいそうになる。だが、そんな意識はすぐに消えてなくなってしまった。

　京きよう一いち郎ろうの腕を掴つかむ少女の両手。その力が、異常としか表現できないほど強い。

　え？　何この力……こんな小さい子が、なんで？

　戸惑う京一郎の顔を、覇は気きと邪気がない、少女の瞳ひとみが捉とらえる。

　警戒を超え、ビビリ出した京一郎に少女は尋たずねた。

「……名前。なに？」

「へ？　名前って、俺おれの？」

　こくり。と、修道服の少女が頷うなずく。

「名前だったら、相あい崎さき京一郎だけど……」

　名乗ったところで、少女の態度は変わらない。覇気と生せい気きが、あまり感じられない表情をしている。

　だけどほんの少しだけ、京一郎に対する興味はあるようだった。

「アイサキ……………ふーん。やっぱり、違う……でも、やっぱり、似てる」

　依然として、京一郎には何のことだかわからなかった。

　それより、血管が詰まるほど強く握にぎり締められている腕が気になる。しばらくすると、見たこともないような色になってきて、京一郎は焦あせった。

「あああ、あのさ、キミ。話があるんだったらちゃんと聞くから、できれば、強く握ってる手を放してほし――」

　言い切るよりも早く、少女は京一郎の腕を放した。そして、一歩後ろに下がる。

「話は、別にない。名前を聞きたかっただけ。それだけ」

　だったら最初からそう言えばいいのに……

　無事に戻ってきた自分の腕を見て、京一郎はホッとする。文句を言いたくなったが、ピュアな顔を見ていると、そんな気持ちが消きえ失うせていった。

「サヨナラ」

　用件が終わったからか？　京一郎に対する興味を失くしたからか？

　少女は、愛あい想そなく背中を向けて立ち去っていこうとする。

「あ、あのさ、キミ」

　対たい女の子用の警戒警報が鳴っていたが、京一郎は構かまわず少女に声をかけた。

「キミは、なんて名前なの？」

　せめて名前ぐらいは知っておきたい。

　それは、自分の腕を握り潰つぶそうとした少女に対する、京一郎のささやかな意い地じであった。

　勿もつ体たいつけることなく――そして、特に抑揚のない声で少女は答えた。

「クリスティーナ。クリスティーナ・ブランシュ。周りは、クリスって呼んでる」

「そう。じゃあ、さよなら。クリ――」

　別れの挨あい拶さつを聞くことなく、修道服を着て眼鏡をかけた金髪三みつ編あみの少女クリスは京きよう一いち郎ろうに背中を向け、立ち去っていった。

　理由はないが、京一郎はその背中を見つめ続けた。

　なぜだろう――

　遠ざかっていくクリスの背中が、京一郎には寂さみしげに見えた。





「今日は楽しかったよ。ありがとうお菊きくちゃん。今度は由ゆ良らが、おいしいクレープ屋さんとかに連れて行ってあげたいな」

「ふん。そんなのいいです。そもそも、今日はあなたなんか連れてくる気はなかったんですから。今度、私と京一郎さんが一緒に出かけるようなことがあったとしても、あなたはついてこないでください。邪魔なだけですから」

　たこ焼きデートを終えた京一郎たちは、ショッピングモールを出て、駅までの道のりを並んで歩いていた。

　京一郎の前を、菊と由良、ピチピチの女子高生二人が歩いている。

　積極的に話しかけ、関係を深めようとする由良に対し、菊は目を合わせることも嫌がり、そっけなく冷たい対応をしていた。

「もう。お菊ちゃんってば、そうやってツンツンした顔も可愛かわいいね」

「か、可愛いとか言われても、私は……って、いきなり顔にキスとかしないでくださいッ」

　何度冷たくされても由良は懲こりず、馴なれ馴なれしいほど友好的に菊にアプローチをかける。ついには、菊の隙すきを突いてほっぺにキスまでしてしまった。

　しかし、そんなことで、時とき村むら家を毛嫌いしている菊の態度が軟化することはない。菊は由良にキスされた頬ほおを、手の甲でこれでもかというほど強く何度も擦こすっていた。

　うーん。やっぱり、直接対決になったら由良のほうが優勢みたいだな。まあ、由良は元からあんな性格で、鳴なる神かみさんと友達になりたいと思ってるだけみたいだから……喧けん嘩かするっていう関係が成立しないんだよな。

　安全な距離から二人を眺ながめていた京一郎は、そんなことを思った。

　心と体。二つの距離を縮めようと、由良が菊に近づく。だが、そんなことは全く望んでない菊は、強くはっきりとした態度で、近づいてくる由良のことを拒絶し続けるだけであった。

　駅に向かう途中。近道だということで、京一郎たちは大通りから裏道へと道順を変えた。大きなマンションが近くに立っているが、ビルが立ち並んでいる大通りよりは見通しがいい。平日の放課後という条件もあり、京きよう一いち郎ろうたち以外の人影は一切ない――

「おい。お前たち」

　と思っていたら、後ろから声をかけられた。

　女性の声で、露ろ骨こつではないが命令的な口調。声をかけられたタイミングから察するに、こうやって他人の目がなくなるのを待っていたのかもしれない。

　京一郎が振り返った先にいたのは、二人の少女。

　今日二度目の、修道服。

　聖シルバーナ学園の制服を着た二人の少女が、京一郎たちに声をかけてきた。

　一人はショートカットで、先端をきれいに切きり揃そろえている。瞳ひとみの力がとても強く、融ゆう通づうが利かずプライドが高いという性格を想像させる。

　そして不ふ釣つり合あいなほど大きくて力強い、黒いブーツを履はいていた。

　もう一人はロングヘアーで、前髪の先端だけをきれいに切り揃えている。表情はおっとりしており、雰囲気自体はとても優しい。

　そして不釣合いなほど大きくて派手な、日傘のような傘を持っていた。

　二人に関する記憶を探るが、どこにも見当たらない。

　それは、菊きくと由ゆ良らも同じようだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「はい？　何か、用でも？」

　無視するわけにもいかないので、三人を代表して京きよう一いち郎ろうが用件を尋たずねる。答えたのはショートカットでプライドの高そうな少女だった。

「男であるお前に用はない。用があるのはそっちだ。神じん愛あい学がく園えん選抜校区の白い制服を着た女――吸血鬼ヴアンパイアとして人間に害を及ぼす、そっちの女のほうだ」

　勘違いがないよう、ショートカットの少女は指ではっきりと相手を指し示した。

　指の先にいるのは、神愛学園選抜校区の白い制服を着た――時とき村むら由ゆ良らであった。

「え？　え？　いきなり、そんなこと言われても……京一郎くん。どうしよう？」

　由良がチョンチョンと、京一郎の制服を引っ張る。頼られたということもあり、京一郎は由良を庇かばうように一歩前に出た。

「神愛学園選抜校区の人間っていうことだったら、俺おれも同じですけど……何の用なんですか？　説明してくれないとわからないですよ」

　男である京一郎が前に出てきても、二人の少女は怯ひるんだ様子を見せない。それどころか、大して気にすることもなく、淡々と話を続けた。

「男であるお前に用はない。用があるのは、吸血鬼であるそっちの女だけだ」

「だ、だから、いきなり現れてそんなこと言われても、何のことだか意味が――」

「神愛学園選抜校区に通っている人間――その大多数は女。お前のように、男も少しはいるようだが……今はそんなことどうでもいい。私が問題としているのは、その女ども全すべてが『吸血鬼』だということだ」

「――」

　断言されたことで、京一郎は反論することができなくなった。

　彼女が言ったことは真実であり――それこそが、神愛学園選抜校区が抱える、最大の秘密であった。

　そもそも神愛学園というのは、吸血鬼のために世界的大富豪である時村が創設した学校で、国中から多数の吸血鬼が集められた学校であった。

　時村がそんな学校を創設したのには二つの理由がある。一つは、吸血鬼が普通の人間よりも、体力・学力など、全ての面において優れているということ。そういった人間を学園で育て、自分たちの息のかかった世界に送り込むことで、時村は安定して高い成果を出すことができ、世界的大富豪という自らの地位を安あん泰たいなものにしていた。

　そしてもう一つの理由は、時村家の人間自体が、吸血鬼であるためだった。

　社会的に、吸血鬼という存在は認知されていない。もしもそれが公おおやけになり、世界中に知られることとなったら、どんな迫害や差別を受けるかわからない。それを防ぐために吸血鬼のコミュニティーを作り、自身と――他ほかの吸血鬼たちを守るために、時村は吸血鬼が通うための学校を造ったのであった。

　さすがに、神じん愛あい学がく園えんに通う全すべての人間が吸血鬼というわけではない。

　吸血鬼としての体質を持っているのは、選抜校区に通う少女だけで、普通校区に通っている大部分の人間は普通の人間と何も変わらない。

　その点をわかりやすくするという意味もあり、神愛学園では、選抜校区と普通校区の制服のデザインを変えていたのであった。

「……それを知ってるんだったら、隠しても仕方ないですけど。それがどうしたっていうんですか？　教会の人間だっていうのはその格かつ好こうを見たらわかりますけど、それと彼女が吸血鬼だっていうのに、何の関係があるっていうんですか？」

「お前はバカか？　教会が吸血鬼を敵視する。それの何がおかしいというのだ？」

「おほほほほ。そうでございますわ。政治家が隠れてお金を貰もらうくらい、やって当然のことでごぜえますわ」

　相あい槌づちを打ったのは、もう一人のロングヘアーの少女であった。

　バカみたいに能天気で明るい、声と顔。使い方が完全におかしい敬語は、むしろ相手をバカにしているようでもあった。

「マリアベル。お前は黙ってろ」

　ショートカットの少女は、ロングヘアーの少女のことをマリアベルと呼んだ。

「おほほほほ。申し訳ありませんでございますわ、アリスティアさん。わたくしではなく政治が悪いのですから、文句は政治家に言ってほしいでございますわ」

　能天気な顔で笑っている少女は、プライドの高そうな少女のことをアリスティアと呼んだ。

　アリスティアとマリアベル。

　それが、二人の名前のようだった。

「……敵視するのが当然ってことは、そういう用件で声をかけたってことですか？」

「無論、そういうことだ。お前たちの事情などはどうでもいい。こんなところで吸血鬼を見かけて、放ほうっておけるわけがないだろう」

　アリスティアが明確な敵意を送ってくる。

　それに反応して、由ゆ良らが京きよう一いち郎ろうの服をギュッと掴つかむ。表情には、ありありと不安の色が浮かんでいた。相手が由良だからと言うわけではなく、男として、一緒にいる女の子にそんな顔はさせたくない。

「そんな勝手なこと言われても、俺おれたちには関係ないんだ。だから放っておいて――」

「何ですか？　つまりは文句があるということですか？　だったら受けてたちますよ。私には、やましいことなんて何もないんですから」

　様子を窺うかがいながら対応する京一郎とは対照的に、菊きくはやる気満々の言葉を返した。被害が出ないように警戒している京一郎の気持ちなど、微み塵じんも考えていないようだ。

「そっちのチビは関係ない。聞いていただろう？　用があるのは、白い制服の女のほうだ」

　相手にされていないことで、菊きくのテンションが更に上がる。

「私にだって関係あります。私だって、この、時とき村むら由ゆ良らと同じ吸血鬼なんですから。教会だか何だか知りませんけど、私たちの学校に通っている吸血鬼の管理は、私――鳴なる神かみ菊がするんですから。余計なことは、一切しないでください」

　そう言って、真正面から反抗する菊の言葉に嘘うそはなかった。

　菊が言ったとおり、彼女も吸血鬼だ。しかし、彼女は吸血鬼でありながら、選抜校区には通っていない。着ている制服が示すとおり、菊は普通校区に所属している。

　吸血鬼でありながら、菊が選抜校区の生徒でない理由。

　それは、鳴神家と時村家が対立しているからという、至極単純なものであった。

「吸血鬼？　お前が？　そうは見えないがな」

「だったら試してみますか？」

「ふっ。まあいい。お前たち吸血鬼は、こんな日の当たる場所で生きていてはいけないということを教えてやる」

　軽い歩調。前のめりの姿勢から、襲い掛かってくるということがわかった。

「あら、あらら。アリスティアさん。そういうことは、勝手にやらないほうが――」

　わずかに呼び止めるマリアベルを無視して、アリスティアは菊に向かってきた。

　間合いに入った瞬間。アリスティアが菊の顔めがけて回まわし蹴げりを放つ。しかし本気ではないようで、素人の京きよう一いち郎ろうが見てもわかるほど、その蹴り足は鈍い。

　さすがにそんな蹴りをまともに喰くらうことはなく、菊は腕でしっかりとガードした。

　その腕には――さっきまで存在しなかった、赤い羽は衣ごろものような物があった。

「ほう。『血の共鳴ブラッドシンパシー』か……なるほど。適当なことを言ったというわけではないようだな」

「当然です。わかったら今すぐこの場から消えてください。吸血鬼に関する問題があるとしたら、こちらでどうにかします。だから、余計なお世話とかはしないでください」

　蹴り足を収おさめると、アリスティアは無言で距離をとった。

『血の共鳴』。

　吸血鬼が使える特殊能力の総称で、内容は、自分が思い描いた幻を相手にも見せるというもの。脳ではなく、血を介して体中に幻を見せるため、実在しないにもかかわらず、実在しているのと同じだけの効果を相手に与えることができる。

　菊はその力を使って赤い羽衣を創つくり、アリスティアの蹴りを防いだ。

　そして『血の共鳴』を使用したことが、菊が吸血鬼であるということの証あかしになった。

「神じん愛あい学がく園えんの吸血鬼どもは、『血の共鳴』が使えるほどの力を持っているということか。だったら、ますます放ほうっておくわけにはいかないな」

「言ってもわからないんだったら、受けてたちますよ。教会とか時村とか、何を考えているのかわからない人たちは、大ッ嫌いですから」

「だ、駄だ目めだよお菊きくちゃん。そんな、喧けん嘩かなんてしたら――」

　悲ひ愴そう感かん漂ただよう由ゆ良らの声を無視して、菊がアリスティアに向かっていく。

　腕を振る菊の動きに合わせ、赤い羽は衣ごろもが鞭むちのようにアリスティアの体を襲った。

「ふんっ。『血の共鳴ブラッドシンパシー』が使えるくらいで調子に乗るな。お前たち吸血鬼など、私たちにとったら害虫と何も変わらないということを自覚しろ」

　アリスティアは菊をあざ笑いながら、羽衣ごと彼女の腕を蹴けり上げた。

「あっ……」

　体から腕が離れ、菊を守る物が無くなる。居い合あい術のように素早く蹴り足を収おさめたアリスティアは、無防備になった菊の体めがけて強烈な蹴りを放った。

「鳴なる神かみさ―――――」

　まずいと思い、声を上げた京きよう一いち郎ろうの後ろから、何者かが走り出す。

　ウェーブのかかった髪の毛を揺らし、由良は素早く菊たちの間に入った。両腕を使い、アリスティアの蹴りを受け止めている。

　黒く大きなブーツと接している箇所には、小さなナイフがあった。

　吸血鬼を支配する一族、時とき村むら。

　吸血鬼としての血は色濃く強く――その戦闘能力は、何者にも劣らない。

「だ、駄目だよ喧嘩は。仲良くしないと、危ないよ……ねっ」

　二人の間で、由良が休戦を促うながす。しかしそれを拒否したのは他ほかならぬ菊で、憎にく々にくしい顔で助けてくれた由良を突き飛ばした。

「だ、誰だれが助けてくれなんて言ったんですかッ。いいですか？　何度も言ってますけど、私が一番信用してないのは時村なんです。だから、余計なことはしないでください」

「お、お菊ちゃん……」

　突き飛ばされた由良は、悲しげな顔で突き飛ばした少女の名前を呟つぶやいた。

　そんな二人の経緯など何も知らないアリスティアは、冷静に状況を見つめている。

「仲間割れか？　ふっ。吸血鬼どもにはお似合いの展開だな。だが――」

　アリスティアの視線が、菊から由良に移る。

「やはり、白い制服の女は油断できないようだな。こっちの赤毛とは動きが全く違う。多少とはいえ、警戒しないといけないようだな」

　もはやアリスティアの視界に、菊は映っていなかった。単純に実力不足として、見限られたのだ。

「な……なんですかッ。戦ってるのは、私とあなたなんですよ。時村由良は関係ないんです。だから、私のほうを――」

「マリアベル。お前はそっちの弱いほうを足止めしていろ。その間に、私がこっちの白い制服のほうをどうにかしておく」

「なッ―――――ふ、ふざけないでくださいッ」

　屈くつ辱じよく的な言葉が逆げき鱗りんに触れ、菊きくが怒声を上げる。だが、アリスティアが菊のほうを見ることはなかった。

　一方で、足止めを命令されたマリアベルは、

「やっだぴょーん。わたくし、今日は喧けん嘩かとかするテンションじゃございませんざます」

　と言って、悪ふざけ全開の態度で、アリスティアの言葉を受け流した。

　アリスティアが、氷よりも冷たい視線を向ける。「おほほほほ」と笑うと、マリアベルは案外素直に菊のほうに体を向けた。

「わかりましたでございますよ。少しだけですが、相手をしておくでございますわ」

　戦闘用のスイッチを入れたマリアベルは、持っていた傘を構かまえ、菊と向き合った。

　どうやら、アリスティアはブーツを、マリアベルは傘を武器とするようだ。

「……」

　誰だれも言葉を発することなく、四人の緊張感が高まっていく。

　止められるのは俺おれしかいない――

　そう判断した京きよう一いち郎ろうは、怪け我がする覚悟で間に割って入ろうとした。

　それとほぼ同じタイミングで。

　もう一人――修道服の少女が現れた。

「あ、クリス様」

　それは、先ほど出会った少女、クリスティーナであった。

　クリスの姿を見つけ、血けつ気き盛さかんだったアリスティアが大人おとなしくなる。そして何事も無かったかのように、クリスのそばに駆け寄っていく。それに続き、マリアベルもクリスに近づいていった。

「クリス様。もう、ご用件は済んだのですか？」

「うん。なんか適当に、選んで決めた」

　そう言ったクリスの顔には、やっぱり覇は気きがなかった。

「そうですか。でしたら、学園のほうに戻りましょう。こんな穢けがれた所にいても、いいことなどは何もないですから」

　アリスティアに促うながされ、クリスたち三人がこの場から立ち去ろうとする。それに噛かみついたのは、この場で一番熱くなっている菊だった。

「ど、どこに行くつもりですかッ？　喧嘩を売ってきたのはそっちですよ」

　代表して答えたのはアリスティア。

「ふっ。今日はたまたま神じん愛あい学がく園えんの制服を見かけたから、少し相手をしてやっただけだ。それよりも大事な用があれば、そちらを優先するに決まっているだろう。それに近々、私たちは正式な形でお前ら吸血鬼の巣に行くことになる。文句があるんだったら、そのときに聞いてやる」

　完全に見み下くだした態度で、アリスティアはそう告げた。

　帰ろうとする教会の少女たち。背中を向ける際、クリスと視線が合った。

「あ、さっきの男」といった感じの目をしたが、結局、クリスが京きよう一いち郎ろうに何か言うことはなかった。

　三人がいなくなり、その場に沈黙が訪れる。

　菊きくはうつむき、悔くやしそうに奥歯を噛かんで拳こぶしを握にぎり締めていた。

「わ、私は、弱くなんか―――――」

　意い地じっ張ぱりの菊は、弱いからという理由で相手にされなかったことを、悔しがっていた。

「だ、大丈夫だった？　お菊ちゃん。怪け我ががなくてよかったね。駄だ目めだよ。ああいう、知らない人と喧けん嘩かなんかしたら」

　優しい言葉をかけながら、由ゆ良らが菊に近づいていく。

　元気づけるために肩に手をおくが――菊は、その手を思いっきり払いのけた。

「ど、同情なんかしないでください。どうせ、あなただって心の中では、私のことを笑ってるんですよ。鳴なる神かみなんて偉えらそうな顔してるくせして、弱い私を……………あなただって笑ってるに決まってるんです。ほっといてください。私は、時とき村むらなんか絶対に信用しないんですから」

「あっ……そ、そっか。ごめんね、お菊ちゃん……」

　誇りを傷つけられたこと以上に、無力だった自分に対し、菊は怒っていた。

　時村だからという理由だけで拒絶された由良は、寂さみしそうな顔をしていた。

　二人の少女が沈黙する。

　かける言葉を探すが、京一郎は見つけることができなかった。

　聖シルバーナ学園。吸血鬼を敵視する、教会の女の子たちか……参ったな。そう遠くないいつか、あの人たちとはもう一度会うことになるんだろうな。

　そのとき、俺おれに何ができるんだろう？

　京一郎は、それを自分自身の血に訊きいた。

　なぜか――クリスティーナの寂しげな背中が、頭から離れなかった。



    

  
    
      
２　「空を見上げる少女」



「はぁーあ。めんどくさ。何であたしが休みなのに学校に行かないといけないのよ」

　雲一つない青空の下。誰だれに聞かせるわけでもなく、四し方ほう堂どう翼つばさは呟つぶやいた。

　長く艶つややかな黒髪が特徴的で、モデルのように見事な体形をしている。雰囲気は大人おとなびており、見る者によっては二十歳を超えているように見えるかもしれない。

　神じん愛あい学がく園えん選抜校区所属の三年生。例の白い制服を身に纏まとった少女――四方堂翼は、友人であり生徒会長でもある古こ城じよう葵あおいに頼まれ、休日にもかかわらず学校に向かっていた。

　もちろん、選抜校区所属の女子であるため、彼女も吸血鬼であった。

　平日と変わらない時間での登校。翼にしてみれば面倒以外の何物でもない。だけどノコノコ学校に向かっているのは、家にいても何もやることがなかったからであった。

「はぁ。いいのかしらね。あたしみたいな美人が、こうやって一日を無駄に過ごすようなことしちゃって。世の中の男性に申し訳ないような気がするんだけど」

　翼が歩いているのは、神愛学園に向かうために絶対に通ることになる、海かい浜ひん公園の中だ。

　神愛学園の立地は変わっており、海上に造られた人工島の上に立っている。そこに向かうには数百メートルに及ぶ鉄橋を渡らなければならず、また、その橋に向かうためには、隣接しているこの公園を通らなければいけなかった。

　平日であれば、翼と同じように神愛学園の制服を着た生徒（主に普通校区の生徒）が大勢いるのだが、休日ということもあり、今日は翼しかいなかった。

　しかし、全く人ひと気けがないというわけではない。

　スポーツが好きなカップルであろうか？　公園内のランニングコースを、楽しそうに並んで走っているのが目に入った。

　あらあら。こんな早くから公園でランニングしながらデートって……ったく、せっかくの休日なのに、他ほかにやることはないのかしらね。わざわざ仲の良さを見せびらかすようなことしちゃって、全く本当に……………………羨うらやましいなッ。こんちくしょうッッ。

　カップルに気づかれないように、根深い恨うらみ節ぶしをぶつける翼であった。

　ったくッ。どうなってんのよ、最近の男たちは。何であたしみたいな美人に彼氏がいないの？　意味がわからない、間違ってる。あぁもうちくしょう……世界中の幸せなカップル全部が、ドロドロした愛あい憎ぞう劇げきの挙あげ句くに別れちゃえばいいのに……

　表には一切出すことなく、心の中だけで翼は激しく妬ねたみ狂くるった。

　美人かと問われれば、翼は間違いなく美人に分類される女性である。しかし、肝心の男性経験についてはほぼ皆かい無むといってもよく、手を繋つなぐどころか、まともに会話をした経験すら少ない。

　そんな翼つばさなのだが、好奇心と煩ぼん悩のうだけは人一倍ある。それが消化されずに歳としを重ね、嫉しつ妬とと妄想を繰り返してきた結果――もの凄すごく男性に興味があるくせに男性恐怖症という、変な女が出来上がってしまった。

　そんな変な女である翼が、幸せそうなカップルを前にしてできることといえば、表面上は何事もないような顔をして、激しく嫉妬するということだけであった。

　もう。なんでこんな朝っぱらから、こんな不ふ愉ゆ快かいなもん見ないといけないのよ。せっかくの休日登校なんだから、何か一つくらいはいいことがあっても……

　ふと、茂みのほうに目をやった。そこには、どこにでもある透明なケースに入った、謎なぞのＣＤがあった。ラベルには何も書かれていない。怪しげな雰囲気が滲にじみ出でている。

　……公園に落ちている正体不明のＣＤ。何も書いてないってことは、普通の音楽ＣＤってわけじゃなさそうね。まあ、こんな所に落ちてるってことは、大切に保管するほどじゃないけど、人に見られたら困るって類たぐいの物であって……………

　翼の頭の中が、煩悩で一杯になった。

　ま、まあ、仕方ないわね。こういうのも社会勉強……じゃなくて、落とした人が困ってるかもしれないから。名前が書いてないんだから、やっぱり、中身は確認しなくちゃいけないわよね。それで、まあ、もしも……中身が大人おとなな内容だとしても……あ、あたしは悪くないわ。善意でやったんだから、むしろ褒ほめられるべきことであって……

　そそくさと近づくと、翼は凄まじい速さで、落ちていたＣＤを制服の内側に隠した。

　ま、まあせっかくの休日登校なんだから、こんな事故が起こっても仕方が――

　人には見せられない下品な笑みがこぼれそうになった瞬間、

「おい。そこのお前」

　矢が刺さったような衝撃が、体を貫つらぬいた。

「ななななななな、何よッ。落ちてたもん拾っただけで何が悪いっていうのよ？　文句があるんだったら警察でも何でも――」

　やましい気持ち丸出しで振り向いた先にいたのは、聖シルバーナ学園の制服を着た三人の少女だった。

　一人はプライドの高そうな顔をしており、声をかけてきたのは多分この少女だ。

　もう一人はそのそばで、能天気な顔をして笑っている。

　もう一人は――こちらを気にすることなく、覇は気きのない顔で適当な方向を見つめていた。

「シルバーナの制服？　何よ？　こんなところで見かけるなんて珍しいじゃない」

　どうやらＣＤは関係ないようだ。ホッとすると同時に、翼の態度が偉えらそうになった。

「何か用？　悪いんだけど、こっちはこれから学校に行くところなの。だから、あんまり知らない人の相手をしてる時間はないのよね」

　プライドの高そうな少女が、高圧的に答える。

「ふっ。そんなこと、私たちには関係ない。お前、選抜校区の人間で吸血鬼なのだろう。ならばそれだけで充分だ。吸血鬼ごときが、こんな時間に偉えらそうな顔でこの場を歩くな」

　挑発的な言葉にカチンときた翼つばさは、イラついた態度のまま、自らの髪をかきあげた。

「何よその言い方？　人を害虫みたいに扱っちゃって。吸血鬼とかそういうのは別にして、教会じゃあ口の利き方とかは教えてないわけ？　シルバーナの人間が世間知らずで頭おかしいってのはよく知ってるけど、ここまで露ろ骨こつに喧けん嘩かを売られたのは初めてよ」

「お前の初めてなど私が知るか。それより、私たちのことを知っているのなら話が早い。今すぐ家に帰って大人おとなしくしていろ。そうするのであれば、この場は見逃してやる」

　その高圧的な言い方が、翼をイラつかせる。

「カッチーン。ふーん。そういう態度でくるんだったら、あたしだって黙ってないわよ。最近はシルバーナの人間と喧嘩してないけど、久しぶりに常識ってものを教えて――」

　動こうとして、腹に異物があることを思い出した。

　最悪だ。今動いたら、絶対に例の物が太陽の下したに飛び出してくる。

「ふっ。吸血鬼風ふ情ぜいが偉そうに。いいだろう。黙って家に帰りたくなるようにしてやる」

「あっ。やっぱり、ちょっと待ってほしいんだけど……」

　自分の身を犠牲にしてでも守りたい物……といえば聞こえはいいが、中身がエッチなものと決め付けているＣＤを守るため、翼はお腹なかを押さえながら、プライドの高そうな少女――アリスティアとの距離を取った。

　だが、そんな逃げ方が通用する相手ではなく、黒いブーツによる前まえ蹴げりが炸さく裂れつする。

　不幸中の幸いとして、腹を狙ねらわれたことにより、ＣＤを守ろうとした腕がクッションになった。翼は致命的なダメージを受けることなく、後方へと蹴り飛ばされる。

「ふぎゃっ」

　歩道の脇わきにある植え込みに、お尻しりから突っ込む。わりと深い植え込みだったため、翼はお尻が抜けず、動けなくなってしまった。

「これでわかっただろう？　わかったら休みの日くらい、吸血鬼は家の中にいろ。いいな？　次に見かけたら、この程度では済まないからな」

「おほほほほ。乱暴な連れが失礼いたしました。でも、ウロウロしているそちら様も悪いですので、これからは気をつけてくださいでございますね」

　能天気な顔で笑っている少女――マリアベルが不ふ愉ゆ快かいなフォローをする。三人はそれ以上翼の相手をすることなく、どこかへと去っていった。

　向かったのは、神じん愛あい学がく園えんのほうだった。

　植え込みにお尻が突き刺さった状態の翼。溺おぼれているかのようにモガいた末、やっとのことで脱出することができた。

　脱出の途中、ビリリという布が裂ける音がする。またそれと同じタイミングで、足元でベキッという音がした。

「だぁーッもうッ。何よ今の奴やつらは。何で休日に公園歩いてたくらいで蹴けられなきゃいけないのよ」

　怒り心頭の翼つばさだが、まだ頂点には達していない。なぜなら、そんなことよりも気になることが一つあるからだ。

「ちっ。しょうがないわね。今はそれどころじゃないから、仕返しとかはナシにしてあげるけど、次に会ったときは本当にもう……………あーぁ。枝に引っかかったせいで、スカートも破けちゃったし。こりゃ、家に帰って着替えないと駄だ目めね」

　ビリリという音は、枝に引っかかったスカートが破れた音であった。致命的なほどの損傷ではないが、動くとチラチラと下着が見えてしまう。言ったとおり、家に帰って着替えないと満足に動き回れそうにない。

　しかしそれでも、翼は激怒していなければ悲観もしていなかった。一度家に戻るということは、家で例のＣＤの中身を確認できるということでもある。

　それを思えば、今起こった事件など些さ細さいなことであった。

　ま、まあ、しょうがないわね。落とした人が困ってるかもしれないから、やらしい意味じゃなくて中身の確認という意味で、中身を見ないと……………

　お腹なかに手をやる。しかし、そこに例の物はなかった。

　あれ？　どこいっ……………た……

　身を犠牲にして守った例の物は、翼の足元にあった。そしてそれは、翼自身の足で踏ふみ潰つぶされたため、ケースごとバラバラに砕くだけていた。

　ビリリという音に続き聞こえた、ベキッという音。

　それは、植え込みに刺さった拍子にお腹から落ちたＣＤを、がむしゃらに立ち上がった翼が踏み潰した音であった。

「………………………………」

　全すべてを理解し、翼の心が無になった。

　そして数秒後――限界を超えた怒りが爆発した。

「だぁぁッッ。どこいったぁッ？　さっきの小娘どもはぁッッッ」

　翼の咆ほう哮こうがこだまする。だが、それに反応する者は誰だれもいなかった。





「やぁん。もう、駄目ですよ相あい崎さきくん。そんなところに顔を埋うずめてフーフーしちゃって。通りすがりの人にでも見られたらどうするつもりですか？　私たちの関係が、誤解されちゃいますよ」

　耳元で、先輩である古こ城じよう葵あおいの声が響いた。

「ちょっ。会長。そんな言い方しないでくださいよ。そもそも、こんな状態になってるのだって、会長がこうしないと話してあげないって言うから仕方なく……」

「ふふ。そんなの私は知りませんよ。ほらほら相あい崎さきくん。先輩である私が、耳みみ掻かきをしてあげてるんですから、わがまま言って暴れたら駄だ目めですよ」

「だ、だからそれは、会長が……」

　何を言っても効果はなさそうだ。

　京きよう一いち郎ろうは半分諦あきらめ、この状況に身を任せることにした。

　廊下の窓から、青く澄すんだ空が見える。

　休日の早い時間。ほぼ、平日の登校時刻と変わらない時間帯。

　京一郎は、神じん愛あい学がく園えん選抜校区内の校舎。平日でもほとんど人通りがない廊下の片かた隅すみにある階段で、先輩であり生徒会長でもある古こ城じよう葵あおいに、膝ひざ枕まくらで耳掻きをしてもらっていた。

　むろん、女性不信の気けがある京一郎が、望んでやってもらっているわけではない。

　耳掻きをしながらでないと、知りたがってることを教えてあげないと葵が言ったので、京一郎は半分強引に耳掃除をされていたのだった。

「もう、本当に相崎くんは甘えん坊さんなんですね。いいですよ。私は全部その望みを叶かなえてあげますからね。だから、お姉さんに甘えた後は、一生懸命頑張るんですよ」

　甘い言葉をかけた後、葵は京一郎の耳に吐息を吹きかけた。その感覚に体がゾクッとして、京一郎は思わず身震いをしてしまった。

　神愛学園三年、生徒会会長。古城葵。

　ロングヘアーを真ん中で分けており、浮かべている表情はいつも温和でのんびりとしている。通っている女生徒、ほぼ全すべてが吸血鬼である選抜校区にあって、葵は例外的に吸血鬼ではない。その理由を聞いたことはないが、そういった例外的な存在なだけあって、その能力と知識は非凡なものであった。

　葵の傍かたわらには、いつも大きな体をしたデブ猫がいる。今は、葵に膝枕で耳掻きをされてる京一郎の上で、ベッタリと横になっていた。

「……で、会長。言われたとおり耳掻きをさせてあげてるんですから、俺おれが言ってたこと教えてくださいよ」

「私のスリーサイズですか？　ふふ。相崎くん。そんなこと聞いてどうするんですか？」

「だ、誰だれがそんなことを……」

「ふふ、冗談ですよ。駄目ですよ相崎くん。あなたはこの学校にハーレムをつくる人なんですから、女性の冗談くらい軽くいなしてくれないと」

　戸惑う京一郎を見て、面白がる葵であった。

　ちなみに、今の葵の頭には、猫耳がついたカチューシャが装着されている。「なぜそんな物を？」と尋たずねると、「全国の青少年が、私のこの姿を望んでいるような気がするから」と答えられた。

　京きよう一いち郎ろうの周りには色んな女の子がいるが、この人が一番奥深くて不思議な人であった。

「相あい崎さきくんが言ってたこととなると、聖シルバーナ学園のことですね。いいですよ。私も関係者ではないので、詳しいことはよく知りませんが、知ってる限りでよければ、お話してあげますよ」

　聖シルバーナ学園という名前が出たことで、京一郎の体に緊張が走る。

　前日の、クリスたちとの出会いから、京一郎はその存在が気になっていた。しかし、普通に調べる限りでは、誰だれでも知っているような普通のことしかわからなかった。

　もっと詳しいことを知ろうと思ったら、もっと詳しい人に聞くしかない。そうして白羽の矢を立てたのが、生徒会長である葵あおいであった。

　その見返りとして、耳みみ掻かきを要求されたのは予想外であったが……

「服装から見てわかるとおり、聖シルバーナ学園の母体となっているのは教会ですね。それも、遡さかのぼっていけば世界で一番有名な教会にたどり着くという、由緒正しき正統な血筋の教会ですよ」

「それは、間違いないんですか？」

「はい。もちろんですよ。この程度のことは誰でも知ってることなので、わざわざ私が話すようなことでもないと思いますよ」

「でも、あの人たちはこっちの秘密を――選抜校区に通ってる吸血鬼のことを知ってましたけど。それは何でなんですか？」

「そのことですか？　そうですねぇ。それについては、教会の歴史から話すことになりますけど、ちゃんと聞いてくれますか？」

「はい。もちろんちゃんと聞きます」

「そうですか？　じゃあ、ちゃんと聞こえるように耳にフゥーッと」

　温かくてむず痒がゆい吐息が届けられる。京一郎の体が反応したのを見て、葵はクスッと小さく笑った。

「そもそも、全世界的に教会があそこまで大きくなったのは、なぜだと思います？」

「それは、神様に対する信仰心で……って、ことなんじゃないですか？」

「ブー。それだと、半分しか正解とは言えませんね。確かに、多数の信者たちによる熱心な信仰に頼る部分は大きいですけど、それだけでは世界的に大きな権力を持つことはできません。答えは簡単です。政治的に大きな力を持ったから、国レベルで大きくなることができたんですよ」

「政治的にですか？」

「はい。どんな組織でも、政治を敵てきにして拡大してくことは不可能ですからね。教会は政治――あの頃ころの言い方で言えば王族を利用して大きくなっていったんです。もちろん、王族が教会を利用していたというのもありますけどね。ともかくそうして、教会は大きくなっていきました。ですがここで問題が起こります。それは、教会が権力を持つことを、王族側が嫌い始めたということなんです。こうなったら、教会は圧倒的に不利になっちゃうんですよ。何でだと思いますか？」

「それは……ええっと、よくわからないです」

「ふふ。正直でよろしいですよ。そんな子、お姉さんは好きですからね。よし。でしたら、そんな相あい崎さきくんのために答えを教えてあげましょう。それは、武力を持っていないからなんですよ」

「武力、ですか？」

「はい。どんな正義を振りかざそうが、そこに力がなければ、負まけ惜おしみでしかないんです。どんな無む茶ちやでも、力があれば押し通すことができますからね。悲しいですけど、それが現実なんです。それで、教会は実質的な武力がないから、劣れつ勢せいにたたされました。そこで考えたのが、対異教徒、もしくは吸血鬼といった異能力者と戦うための騎士団を作るという名目で、武力を持つことでした。その、作った騎士団――確か、『親衛騎士団インペリアルガード』という名前だったと思いますけど、『親衛騎士団』によって、吸血鬼などから王族を守る。そういう大義名分を掲げたから、王族としてもむやみに手を出すということができなくなったんですよ。そして実質的武力を手に入れた教会は、権力とくっついたまま、潰つぶされることなく規模を広げていったというわけなんです」

「……なるほど。理屈はわかりました。でも、実際にそんなことができるんですか？　騎士団を作るなんて、教会のイメージと合わないんですけど」

「イメージと合わないことなんて、世の中にはたくさんありますよ。教会なんて、まだマシなほうです。教会とは違う組織ですけど、暗殺教団なんてものを抱えてる宗派だってあるくらいなんですから。神様だって仰おつしやっているんですよ。奇き麗れい事ごとを口にするだけでは、誰だれも救うことはできないと」

　人を救うために必要なものは武力。

　のんびり顔の葵あおいが口にすると、違和感のある言葉であった。

「それで、その『親衛騎士団』と聖シルバーナ学園が、どういう風に結びつくんですか？」

「そう。そこなんですけど……」

　物もの憂うげな雰囲気で、葵がため息をつく。どうやら京きよう一いち郎ろうとは別の理由で、面倒な思いを経験したことがあるようだ。

「教会の中でも、色々と内部抗争的なことがあるんですよ。それで、教会内の権力を握にぎっている者としては、『親衛騎士団』の存在は最高のカードになるんです。言ったとおり、実質的武力を持っている側は、多少の無茶でも押し通すことができますからね。ですから教会自身も、いつしか、騎士団の存在ナシでは成立しなくなっていったんですよ。そこで必要となるのが――」

「敵てき役やく……って、ことですか？」

「おっ。さすがは相あい崎さきくん、賢いですね。良いい子こ良い子してあげますね」

　葵あおいに頭を撫なでられる。高校生にもなってそんなことをされるのは、さすがに照れた。

「そうなんですよ。騎士団の存在を確固たるものにするために、敵役の存在は必要不可欠なものでした。そこで教会が目をつけたのが、吸血鬼です。こちらでは、吸血鬼というのは病気という風に理解し、それ相応の権利を与えていますが、あちらはそんなことは思っていません。神に敵対する邪悪なる者として、徹底的に敵視し、毛嫌いしているんです」

　アリスティアという名前の、プライドの高そうな目をした少女を思い出す。葵が言うとおり、彼女は吸血鬼の存在を毛嫌いしており、それを実際の行動で表していた。

「そこで、比較的吸血鬼が出現しやすいと言われている場所に、教会は学校を建てることにしました。そうして吸血鬼を監視すると共に、将来騎士団員となる人材の育成をしているんです」

「なるほど。それで聖シルバーナ学園は、うちから歩いて三十分程度っていう近場に建ってるわけですね」

「そういうことです。時とき村むらが造りだした、吸血鬼のための学校。教会としては、絶対に無視することができない存在ですからね」

「でも、時村って世界的な大富豪じゃないですか。だったら、口利きくらいできそうな気がしますけど？」

「それはやってると思いますよ。むしろ、それを時村がやっているから、表立って学校同士が争うということがないんですよ。でも、それが生徒レベルでとなると、また別の話になってきて……あの学園の人たちは、吸血鬼の存在自体が悪だと思ってますからね。個人で勝手に動いて喧けん嘩かになるということが、よくあったんですよ」

「昔から、ですか？」

「はい。私が一年の頃ころはそれがピークで……今思い出しても、大変だったんですよ」

「そうなんですか？　それで、そのときはどうやって解決を――」

　なぜか、頭に猫耳を乗せた生徒会長は遠い目をしていた。どうやら、葵にとって素晴らしい出来事ではないようだ。

「まあ、よくある方法ですよ。喧嘩してわかりあって、お互いに干渉しないという約束を交わした。そういうところです」

「そうだったんですか。じゃあ……何で今更、聖シルバーナ学園の生徒が――」

　ポンと、葵が京きよう一いち郎ろうの肩を叩たたく。それは、耳みみ掻かきと話が終わったという合図でもあった。

「その理由は、本人たちに直接聞きましょう。そろそろ、向こうの方かたたちが学校に到着する時刻ですから」

　わずかに間を置いて、京きよう一いち郎ろうは「はい」と答えた。

　休日であるにもかかわらず、京一郎たちが学校に来ている理由。

　それは、聖シルバーナ学園の生徒三名が――話をするために学校を訪れるからであった。

　その応対のために、京一郎を含む、生徒会役員が集められ、その前の時間を利用して、京一郎は葵あおいに聖シルバーナ学園のことを聞いたのであった。

　時刻はもう少しで九時になる。

　約束の時間がすぐそばに迫っていた。



　三人と聞いたときから、何となく予想はできていた。

　出迎えのため、京一郎たちは校舎のエントランスに足を運んだ。そこにいたのは前日に出会った二人――アリスティアとマリアベルであった。

　黒く大きなブーツと装飾が施ほどこされた傘も、あのときのままだった。

　選抜校区の校舎は、これでもかというほど豪華で美しい造りをしている。一流ホテルの受付を連想させる見事な内装を、マリアベルは感動した様子で見回していた。

「おほほほほ。すごい造りでございますわ、アリスティアさん。わたくしたちの学校とはまるで違ってて……こんな格差が生まれるなんて、政治が悪いんでございますわ。備品の一つくらい、盗んで帰っても罰ばちは当たりませんでございませんわ」

「勝手にしろ」

　観光客のようにはしゃぐマリアベルとは対照的に、アリスティアは内装に対して一切興味を示そうとはしない。いつもどおり、プライドの高そうな瞳ひとみで、こちら側の責任者である葵を見つめていた。

「聖シルバーナからやってきたアリスティアだ。こっちは、マリアベル。呼び名などはないから、お前たちの呼びたいように呼べばいい」

　生徒会長である葵が、その挨あい拶さつに応こたえる。

「ご挨拶のほう、わざわざありがとうございます。私は、神じん愛あい学がく園えんで生徒会長をやらせていただいている古こ城じよう葵です。一部では猫耳生徒会長と呼ばれ、マニアックな人気を獲得していますが……初対面の人に言っても意味がわかりませんよね。まあ、こちらのことも、好きなように呼んでくれて結構ですよ。あ、ちなみにこちらは猫のシュナイダーです。一部では若き皇帝と呼ばれている猫ですので、私と併せてよろしくお願いします」

　律りち儀ぎにも、そばにいるデブ猫の紹介も加え、葵が挨拶を返す。猫耳生徒会長という単語に対し、訝いぶかしげな顔をするアリスティアだったが、深くは気にしない。

　自己紹介を終えた後は、黙って葵の出方を窺うかがっていた。

　ちなみに、当然の礼儀として、今の葵は猫耳をつけていない。

「こんなところで応対するのは失礼ですので、よろしければ生徒会室のほうへと、ご案内したいのですが？」

「どこでも構かまわん。そっちが生徒会室にしたいというのであれば、好きにすればいい」

　常識として、下した手てに出る葵あおいとは対照的に、アリスティアは過剰なまでに上から目線だ。

　すぐに熱くなる沙さ良らがこの場にいなくて良かったと、京きよう一いち郎ろうは思った。だが、生徒会室で留守番をしているだけで、校内にいないわけではない。

　この後、生徒会室で沙良とアリスティアが顔を合わせると思ったら、不安で仕方ない。

「うん？　お前は……」

　不意に、アリスティアと目が合った。前日のことをちゃんと覚えているようで、視線が重なると、アリスティアは見み下くだすように小さく笑った。

「そうか。お前は生徒会の人間だったのか。だったら、吸血鬼くらいちゃんと監視していろ。どうせ、男であるお前には、それくらいのことしかできないんだろう？」

　挑発的な言葉に混じる侮ぶ蔑べつの色。しかし、京一郎が熱くなることはない。

　熱くなる前に――

「がッ――」

　マリアベルにより傘の持ち手で足をかけられ、アリスティアはものの見事に転んでしまった。

「あらあら。傘を使ってそんなことしたら、危ないですよ」

　葵がのん気な感想をもらす。

　アリスティアは顔を赤くし素早く立ち上がると、黒いブーツでマリアベルのお尻しりを思いっきり蹴けり上げた。

「何をするッ。お前は――遊んでいるのだったら今からでも帰らせるぞッ」

「おほ、おほほほほ。お、お茶ちや目めでございますわ。わたくしが悪いんじゃないでございますわ。政治が悪いんでございます。そんなことより、お尻がいたーい」

　思いっきり蹴られたお尻を押さえ、マリアベルは弁解しながら飛び回っていた。

「まったく。お前はいつもいつも……………」

　壊れてしまったものを元に戻すべく、アリスティアが再び空気を作り出す。

「すまなかったな。連れの悪ふざけだ。異論はないから、生徒会室とやらに案内してくれ」

　アリスティアがシリアスに決めようとする。しかし――

「いたーいっ。いたーいっ。お尻が真っ二つに割れたように痛いでございますわ」

「黙れマリアベルッ。行くぞ」

「そんな、そっちが蹴っておきながら黙れなんて……ひどいでございますわ」

　その後ろでマリアベルが騒いでいるせいで、どうにもいい感じに決まってくれなかった。

　……ううん、何やってんだ？　この二人は。真剣な話をしに来たのか、ふざけに来たのか。まだよくわからないけど、こっちのマリアベルって名前の子は、真面目まじめにやるつもりはないみたいだな。その点が、何となくうちの会長に似てるけど。

　のんびりとした顔で、葵あおいは二人のやり取りを眺ながめている。心配事などは、何にもないような顔だ。

　何の話で来たのか知らないけど、このメンバーで大丈夫かな？　どれだけ間抜けな二人組みだとしても、この子たちは吸血鬼と敵対する教会の人間なんだから。会長も、こんな風に楽観視してる場合じゃ――

　そのとき、校舎の外に三人目の人影を発見した。

　黒が交じった金髪に、お世辞にもオシャレとはいえない眼鏡。体中から無気力な気配を放ちつつ――クリスティーナは、蒼あおく澄すんだ空を見上げていた。

　……やっぱり、あの子も来てたのか。あんなところで空を見上げて、何してるんだ？

　無む性しようにそれが気になった京きよう一いち郎ろうは、騒いでいる二人に気づかれない程度の小声で、葵に話しかけた。

「会長。ちょっとお願いがあるんですけど」

「え？　こんなところで膝ひざ枕まくらですか？　もう、駄だ目めですよ相あい崎さきくん。そんなお願いだったらいつでも聞いてあげますから、今はとりあえず人がいなくなるまで待って――」

「違いますっ。そんなこと言うわけないじゃないですか。そうじゃなくて……ちょっと、外にいる子と話がしたいんです。だから、この場を抜けさせてもらいたいんですけど」

「外にいる子ですか？　はいはい、あの黒髪が交じった金髪の子ですね。なるほど、さすがは相崎くん。目についた女の子はとりあえず自分のハーレムに――」

「違いますっ。そうじゃなくて、あの子とは、話をしないといけないような気がして……」

　なぜかはわからないが、そんな気がした。

　蒼い空を見上げている一人の少女は、迎えが来てくれるのをずっと待っている。

　京一郎には、そんな風に見えた。

「……そうですか。まあ、相崎くんがそう言うのでしたら、好きにしたらいいと思いますよ。こちらのことは、私と沙さ良らさんでどうにかしておきますから。用件が済んだら、ちゃんとこちらに合流してくださいね」

　許可を貰もらった京一郎は気配を殺し、アリスティアたちに気づかれないように、そっと外へと向かった。援護として、葵が二人に移動を促うながす。最初から京一郎に興味がなかった二人は、促されるまま、素直に葵についていった。

　外に出た京一郎は、クリスと同じように空を見上げた。そこには雲一つなく、透き通るような蒼さしかなかった。

「何か、見えるの？」

　そっと近づき、話しかける。

　一度だけ京一郎に視線を送ると、クリスは再び空を見上げた。

「別に。何も……ない」

「そう？　それにしては、真剣に見上げてるみたいだけど」

　クリスは何も答えない。まるで探し物でもしているかのように、空を見ているだけだ。

「クリスは、あの二人と一緒じゃなくていいの？」

「……うん。興味、ないから」

「そう。だったらいいけど」

　京きよう一いち郎ろうが相あい槌づちを打つと同時に、クリスはその場に座り込んだ。選抜校区の敷地は全面芝生ばりなので、座ったところで服が汚れるなどの問題はない。

　自分だけ立っているのも不自然だと思い、京一郎もすぐそばに腰を下ろした。

　芝生に座っても、クリスは変わらずに空を見ている。空を見上げたままという姿勢で首が痛くなったか。突如としてクリスは、仰あお向むけになって寝転んだ。

「アイサキ」

「うん？　なに？」

「空の下には……何があるの？」

「空の下に何があるって、そんな哲学的なこと聞かれても……」

　明確な答えが浮かばない京一郎は、思ったことを素直に口にした。

「俺おれたちがいる……それくらいのことなんじゃないかな」

「ふーん。そんなもんか」

　呟つぶやく顔に、感情のようなものはなかった。

　寝転がっていたクリスが、芝生を這はい蹲つくばりながら京一郎に近づいてくる。何をするつもりかと様子を窺うかがっていると、何も言わず、クリスは京一郎の脚に頭を乗せてきた。

「あ、こら。いきなり人の脚を枕まくら代わりに――」

「……………」

　京一郎が注意すると、クリスは唇くちびるを尖とがらせて拗すねてしまった。

　よく見ないと気づかないが、このアヒル口が、クリス最大の自己主張のようだ。

「……わかったよ。ちょっとだけだからな。人が来たら、頭をどけるんだぞ」

　そう言うと、クリスの機き嫌げんとアヒル口は、元に戻った。

　……変な子だな。この子。やる気とか元気とか、そんなものはまったく感じさせない顔してるくせして、妙に我の強さだけは感じさせて。なんていうか、自分からスイッチをオフにしてるって感じだな。

　京一郎の脚を枕にして空を見上げたまま、クリスは退屈そうにアクビをした。

　でも、放ほうっておけないタイプなのは間違いないんだよな。初めて会ったときから思ってたんだけど、この子、一人にしてたら危なっかしいんだよな。だから、意味もなく気になっちゃうんだけど……

　しかし、それだけではない何かを感じるような気もする。

　運命というものがあるのであれば、この子とは、何らかの形で繋つながっていると思う。

　もちろん、京きよう一いち郎ろうの勘違いであるという可能性が高い話ではあるが……

「不思議。アイサキと一緒だと、フワフワした感じになる。こんなの、あのときしか感じたことないのに」

「あのとき？　それって――」

「よく覚えてない。ただ、昔こんなことがあったような気がするっていうだけ」

　空を見上げ、ぼうっとしているクリスを見ていると、京一郎は何も言えなくなってしまった。元々、聞きたいことがあってクリスに近づいたわけではない。

　妙に心地いい感覚を共有しながら。

　二人は時間が許す限り、芝生の上でぼうっとしていた。



「クリス様。どこに行かれたのですか？　話が済んだので、もう帰り――」

　声を発しながら姿を現したのは、アリスティアであった。

　京一郎がクリスの枕まくらになってから、結構な時間が経過していた。

　どうやら、話し合いは終わったようだ。

「お前……クリス様に触れるなッッ。汚けがらわしいッ」

　激情を隠すことなく、激しい口調でアリスティアが叫ぶ。高圧的で見み下くだした態度を取る普段のアリスティアからは、想像もできない姿だ。

「え？　いや、これは俺おれが望んだことじゃなくて、クリスのほうが頭を乗せてきて……」

「黙れッ。汚らわしい吸血鬼の飼い犬風ふ情ぜいがッ。クリス様がお前のような男に、体を許すはずがないだろうがッッ」

　汚らわしい吸血鬼の飼い犬って……酷ひどい言い方だな。でも、何だか本気で怒ってるみたいだし、口より先に足が出る性格の子みたいだから――

　黒いブーツを履はいた足に、力が込められていくのがわかる。ここで変なことを言ったら、間違いなくサッカーボールのように顔面を蹴けられる。

　やばい。どうしよう？　クリスが脚に乗ってるから下へ手たに動くことができない。かといって、下手に動いたところであっさりと捕まって蹴り飛ばされるだけだろうし……

　一歩、アリスティアが近づく。蹴り飛ばされた際の被害を想像し、京一郎は少しパニックになってきた。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。話せばわかる……そんな顔には見えないし。

　京一郎が身を固くすると同時に、脚に乗っていた小さな頭が動き出した。

　起き上がったクリスは、特にこれといった反応を見せることなく、アリスティアの横を通り過ぎていった。

「あ、クリス様」

「帰る。もう、用は終わったんでしょ？」

「はい。そのことでしたら、もうすでに終わっています。それよりいいのですか？　クリス様を汚けがしたこの男に、それ相応の罰を与えなくても」

「いい。別に興味ない」

　本当に、興味なしといった感じのまま、クリスはこの場から立ち去っていってしまった。

　さっきまで時間を共有していたことを思うと、その態度はあまりにも素そっ気けない。ただ、そのおかげで命拾いしたのは間違いないようだ。

「ふっ。そういうことなら今日は見逃してやる。クリス様に感謝するんだな」

　捨すて台詞ぜりふを残し、アリスティアもクリスに続く。遅れてやってきたマリアベルと合流すると、三人は並んで選抜校区を後にしていった。

　アリスティアとマリアベル。

　この二人を引き連れ、先頭を歩いているのは――紛れもなくクリスであった。

　あの三人の中で一番強いのはクリスなのか。何だか、不思議な光景だな。

　立ち去っていく三人を見つめながら、京きよう一いち郎ろうはそう思った。



「どこいってたのよ京一郎ッ。あなたがいなくても特に問題はなかったけど……あなたも生徒会の人間でしょッ。だったら、こういうときはちゃんとこの場にいないといけないんじゃないの？」

　生徒会室に戻ると、烈火のごとく沙さ良らに問い詰められた。イラついた顔はいつものことだが、今の沙良はいつにもまして機き嫌げんが悪い。

　察するに、アリスティアたちとの話し合いが、相当面白くなかったようだ。

「ま、まあまあ。とりあえず落ち着けよ。何があったのか知らないけど、そんなに怒ってたら体に悪いから」

「はあ？　誰だれがッ、いつッ、どこで誰に向かって怒ってるっていうのよッ。あんまりふざけたこと言わないでよッ。京一郎ッ」

　あなたが、今、ここで、僕に向かって怒ってますけど。

　言ったら、もっと怒られる。普段の経験からそれを感じ取った京一郎は、沙良の相手をせず葵あおいに状況を尋たずねることにした。

「あの、会長。話し合いは終わったんですよね。それで、どんな内容だったんですか？」

　生徒会長専用の豪華な席に腰を下ろし、葵は疲れた表情でため息をついた。だが、それなりに余裕はあるようで、頭にはお遊びの証あかしである、猫耳が装着されていた。

「あら、おかえりなさい相あい崎さきくん。話の内容ですか？　それだったら、あんまりいい内容ではありませんでしたよ」

「そうですか。で、具体的には何を――」

「吸血鬼に関する情報を隠さず提供し、問題が起こったら逐ちく一いちこちらに報告しろですって。ッたく。ふざけるんじゃないわよッ。そんなことしたら、私たちが――時とき村むらが、教会に全面降伏したのと同じじゃない。そんな無む茶ちやな要求、のめるわけないじゃない」

　興奮した沙さ良らは、怒りに任せて近くにあったテーブルを思いっきり叩たたいた。しかしさすがに痛かったようで、叩いた直後は切なそうな顔をしていた。

「『情報を提供して、問題が起こったら報告しろ』。それって、完全にこっちのことを信用してないってことですよね？」

「はい。相あい崎さきくんの言うとおりです。要は、『俺おれのいうことを聞け。じゃねえとぶっ飛ばすぞ。わかったか、のび太』と、ジャイアンに言われた感じですね」

「はあ、なるほど。それはわかりやすいたとえですけど。何でこのタイミングで、教会がそんなことを？　今までは、そんなことは言わなかったんでしょ？」

「そうですね。そこがよくわからないから、私としても返事を保留してるんですけど」

　京きよう一いち郎ろうを払いのけ、沙良が葵あおいに詰め寄る。

「会長ッ。相手の真意なんてどうでもいいじゃないですか。こっちは喧けん嘩かを売られたんです。だったら買ってやりましょうよ」

　時村の過激派に相応ふさわしい、前向きな意見であった。

「駄だ目めですよ、沙良さん。そんな簡単に挑発に乗るようなことを言っては。もしも、そうやって全面対決になることが、相手の望みだったらどうするんですか？　沙良さん自身が、相手を助けることになっちゃいますよ」

「ぐ、ぐう」

　正論でねじ伏せられた沙良は、ぐうの音を出し沈黙してしまった。

　こういうときの葵の手腕は、本当に見事だと思う。

「まあ、とにかく。まずは相手の本音を知ることから始めましょう。そうでなければ、最善の方法を見つけることができませんからね」

　京一郎としても、葵の提案に異論はない。

　ただ、あの三人――特にアリスティアの喧けん嘩かっ早ぱやさは、憂ゆう慮りよしなくてはいけない。

「でも、会長。そうやって答えを保留している間に、こっちの生徒が襲われるってこともあるんじゃないですか？」

「そうですね。そこも考えておかないといけませんね。でも、今すぐ心配する必要はないですよ」

「どうしてですか？」

「狙ねらわれているのは、選抜校区の制服を着た女生徒だけですからね。とりあえず問題が解決するまでは、制服姿で街をうろつかないように、と言っておけば大丈夫でしょう。それに、普通校区のほうでは風紀委員さんが目を光らせていますから、問題ないでしょう」

「風紀委員……そうですか。それだったら、大丈夫なような気がしますけど……うん？　風紀委員？」

　一人、風紀委員所属で、聖シルバーナの人間と因いん縁ねんがある、吸血鬼を知っている。

　京きよう一いち郎ろうの推測が正しければ、あの子が泣なき寝ね入いりするとは思えない。

「か、会長っ。まさかとは思いますけど、今日のこと、風紀委員の人たちも？」

「はい。普通校区の生徒に被害が及ばないように、今日のことは風紀委員の方たちにも知らせてありますけど……それが何か？」

　思い浮かぶのは赤い髪の毛。負けず嫌いで意い地じっ張ぱりの、あの吸血鬼だ。

「まずい……」

　嫌な予感に背中を押され、京一郎は生徒会室を飛び出していった。



　その頃ころ。クリスたち三人の前に、一人の少女が姿を現した。

「……なんだ。またお前か。あのとき言ったことを、ちゃんと理解していなかったのか？」

　先頭にいたクリスを守るように、アリスティアが前に出る。

　その姿と態度に呼応するように。

　赤毛の吸血鬼――鳴なる神かみ菊きくは、自身の武器である赤い羽は衣ごろもを創つくりだした。

「そんなの関係ありません。私は、悪い人に好き勝手やられたまま、黙ってるような性格じゃないんです。相手が教会であろうが何であろうが、意味もなく人を傷つけるような人は、絶対に許しません」

　そして敵意もあらわに、教会の少女たちに向かってそう言った。



    

  
    
      
３　「月狂いの獅子ルナテイツクレオ」



　神じん愛あい学がく園えんは、海上に造られた人工島の上に立っている特殊な学校だ。島と陸地は大きな橋で繋つながっており、そこを通る以外に往来する手段はない。

　ゆえに、待ち伏せしようと思えば簡単にできる。

　選抜校区から正門へと向かう並木道で、鳴なる神かみ菊きくは因いん縁ねんがある少女たちを待っていた。

　吸血鬼としての力を使い、創つくりだした赤い羽は衣ごろもを纏まとい、菊は少女たちと相あい対たいする。待ち伏せされていた三人の少女は、誰だれ一ひと人りとして焦あせった表情を見せることはなかった。

「ふっ。やる気だというのなら、相手になってやってもいいが……それなら前のように、手加減してやるつもりはないぞ」

　一人だけ前に出ているアリスティアが、三人の代表として警告をする。

　残った二人の少女――クリスは適当な方向を見つめぼうっとし、マリアベルは状況を見守りながら能天気に笑っていた。

「いいですよ。私だって、手加減するつもりなんてありませんから。そもそも、吸血鬼のことで、あなたたちに文句を言われる理由なんてないんですから、そんな偉えらそうな顔しないでください」

「吸血鬼ごときが偉そうに吼ほえるな。いいだろう。お前たち吸血鬼は、教会の許可があってこそ生きていける存在だということを教えてやる」

「偉そうな顔しないでくださいって、言ったじゃないですかッ」

　やる気満々で前に出る菊に応こたえ、アリスティアも一歩踏み出す。その後ろで、マリアベルも小さく動いた。

「マリアベル……なんだ？　お前もやる気か？」

「まあまあ、お堅いことはナシと、お願いしますでござんす。アリスティアさん一人だとやりすぎちゃう可能性がありますので、二人で力を合わせてやり過ぎないようにチャチャッと終わらせちゃいましょうでございますわ」

「ふっ。好きにしろ。ただし、邪魔だけはするなよ」

「わかっておりますでごんす」

　まるで刀を持つように、マリアベルは下段で傘を構かまえた。

　覚悟はしていた。が、まさか最初から二人がかりでくるとは、予想していなかった。

「二人でなんて卑ひ怯きようじゃないですか？　それでも、神様に仕える人間なんですか？」

「ほざけ。吸血鬼ごときが退治される方法を選べると思うな。それに、卑怯なのは、他人の血を吸って力を増すお前たち吸血鬼のほうだろうが――」

　上う手まく切り返されたことで、菊は反論する言葉を失った。

　その隙すきを突くように、アリスティアが間合いを詰めて蹴けりを放つ。体を回して威力を高めた上段蹴りが、菊きくの顔に向かって放たれる。

　腕に纏まとった赤い羽は衣ごろもで受け止めるが、全すべての衝撃を打ち消すことはできない。

　蹴りを受け止めた菊を狙ねらい、今度は傘を持ったマリアベルが接近してくる。射程内に入ると、マリアベルは子供の喧けん嘩かのように、持っている傘で菊を叩たたいた。

「くっ。卑ひ怯きようですよ」

　羽衣で身を守り、被害を最小限に抑おさえる。しかし、最小とはいえ、被害を受けたことに変わりはない。

「卑怯なのはわかっておりますが、これがあなたのためでございますわ。変な意い地じを張らず、早くごめんなさいって言ったほうがいいでございますよ。じゃないと、アリスティアさんが頑張って、弱い者いじめに励はげむことになっちゃうでございますよ」

「勝手なことを言うな、マリアベル。吸血鬼など、どれだけ傷つけたところでいじめになどならん」

　マリアベルに気を取られた隙に、アリスティアが菊の側面にポジションを移す。そこから打ち出される横蹴りを、菊は両腕でしっかりと受け止めた。

　押し出される衝撃に従い、菊の体が横に飛ぶ。着地と同時に反撃しようとするが、何かが視界をふさぎ菊の動きが止まってしまった。

「明日は雨でございましょうか？」

　それは、広げられたマリアベルの傘であった。目の前で傘を広げられたことにより、菊の視界が一気に限定される。

「じゃ……邪魔です」

　手を使い、目の前の傘を払いのける。

　傘を払われると同時に、マリアベルは後ろに跳んだ。それと入れ替わるように前に出てきたアリスティアが、サッカーボールを蹴るように菊の体を強烈に蹴り飛ばした。

「きゃッ」

　小さな悲鳴をあげ、後方に吹き飛ばされる。

　羽衣で身を守らなければ、確実に失神させられていた。それほど強烈な一撃だった。

　立てなくなるほどのダメージではない。しかし、当然軽いというわけでもなく、菊はその場に肩かた膝ひざをついてしまった。

「威勢がよかったわりには大したことないんだな、お前。まあいい。所しよ詮せん、吸血鬼などその程度のものだ。他人の血を吸わなければ何もできない寄生虫のような存在なのだから、ここで私に踏ふみ潰つぶされろ」

「――」

　悔くやしい気持ちを瞳ひとみに込め、菊はアリスティアを睨にらみつけた。返ってくるのは、侮ぶ蔑べつ交じりの見み下くだすような視線だけだった。

　悔くやしい……京きよう一いち郎ろうさんの血を吸っていれば、こんな人たちには負けないのに……

　この場にいない少年の顔を思い出し、菊きくは奥歯を噛かんだ。

　悔しいが今の自分では歯が立たない。一人でも厳しいのに、二人がかりとなれば絶望的だ。

　それに加え二人のコンビネーションにも隙すきがないとなると、戦意を保たもつことすら難しい。

　でも、たとえ勝てないとしても、私は……こんな風に、吸血鬼だというだけで、見下した態度を取るこの人たちが許せないから……

　意い地じだけを身の支えにして、菊は立ち上がった。

　心にあるのは、ただ、相手を憎む気持ちだけだった。

「ふっ。マリアベルの言うとおり、素直に謝れば、それなりに手加減してやろうと思ったが……気が変わった。お前のような吸血鬼は、徹底的に潰つぶしておいてやる」

「まあまあ、アリスティアさん。そこは、大人おとなの対応でございますよ」

　……くる。

　戦意を消さない菊を叩たたき潰そうと、黒いブーツを履はいたアリスティアが歩み寄る。

　息を呑のんで呼吸を計り、菊は、絶望的に成功率が低いカウンターを狙ねらうつもりだった。

「そのまま寝ていろ」

　終幕となる蹴けりが放たれた瞬間――

　白い制服を着た少女が、菊を庇かばうように抱きついてきた。

「ほう。今度はお前か」

　横から押し倒されたことで、何とかアリスティアの蹴りをかわすことができた。

　菊を庇い、助けに入った少女は――時とき村むら由ゆ良らであった。

「と、時村由良っ。どうしてあなたがここに？」

　目が合うと、由良は照れた顔でにこりと笑った。

「良かった。無事だったんだね、お菊ちゃん。ええっと……今日、生徒会の用事で、京一郎くんと沙さ良らちゃんが学校に来てて、由良も、それについてきたんだ。それで、今日はお休みで人が少ないから、学校の中を散歩してたんだけど……だ、駄だ目めだよお菊ちゃん。こんなところで、喧けん嘩かなんかしてたら」

　菊が無事だったとわかると、由良は心の底からホッとしたような笑顔を見せた。それだけで、本当に心配してくれていたことがわかる。だけど、意い地じっ張ぱりな性格をしていて、時村を敵視している菊は――その気持ちを正面から突き返した。

「だ、誰だれが助けてほしいなんて言ったんですかっ？　これは私の問題で、あなたには関係なくて……そもそも、私は時村なんて全然信用してないんです。だから、こんな風に余計なことしないでください」

「お、お菊きくちゃん……」

　敵視している時とき村むらに助けられた。菊にしてみれば、それはただの屈くつ辱じよくでしかない。

　冷たく由ゆ良らを突き放すと、今までよりも強く虚勢を張り、アリスティアに立ち向かった。

「まだ、私の戦いは終わってませんから」

　二人のやり取りを見ていたアリスティアが、菊の虚勢を鼻で笑う。

「ふっ。吸血鬼の仲間割れか。見苦しいものだな。それよりいいのか、お前一人で？　お前のほうが弱いんだろう？」

「よ、弱くなんかありません。私は鳴なる神かみ菊なんです。あなたたちみたいに、間違った人間なんかには絶対に負けませんから」

「あ、駄だ目めだよお菊ちゃん」

　アリスティアに向かっていく菊の服を、由良は細い指先で捕まえようとした。しかし捕まえることはできず、それは指先から逃げるように遠ざかっていく。

　羽は衣ごろもを纏まとった腕を振り、アリスティアに手しゆ刀とうを放とうとする。アリスティアはほんの少しだけ後ろに下がり、菊の腕に蹴けりを叩たたき込んだ。

「ッぅ――」

　腕を蹴られた菊の顔が苦痛で歪ゆがむ。

　アリスティアはためらうことなく、追撃の蹴りを放ってきた。それをきっちりガードするが、勢いのせいで体勢が崩れる。無防備な菊の状態につけ込み、傘を構かまえたマリアベルが駆け寄ってくる。

　絶好の間合い。マリアベルは、持っている傘を振り上げた。

「……あらら。見事にしっかりと、受け止められたでございますわ」

　マリアベルの一刀を受けたのは、菊ではなく由良だった。

　手には、『血の共鳴ブラッドシンパシー』で創つくり出されたナイフが握にぎられている。それを持ち、不本意ながら参戦してきた由良の表情は、どうしようもなく悲しげだった。

「やはりな……マリアベル。こっちの赤毛はともかく、そっちのナイフの吸血鬼には気をつけろ。甘く見ていたら痛い目を見るぞ」

「そのようでございますわ」

　由良のことを警戒し、アリスティアたちは距離を取った。

　自分ではなく由良を見据えたその態度が、菊は気に入らなかった。

「そ、そっちの人は関係ありません。戦ってるのは私なんですから。狙ねらうのなら私を――」

　次に由良が取った行動に驚いたのは、菊だけではなかった。アリスティアとマリアベルも、菊と同じように言葉を失った。

「あの……事情はよく知りませんけど、何か、いけないことをしたんだったら謝ります。だから、もう許してください。こういう、喧けん嘩かで解決するのは駄目だと思います」

　由ゆ良らが取った行動は謝罪だった。

　アリスティアたちに対し、由良は深々と頭を下げた。その行動で、戦闘中にもかかわらず、空白の時間が生まれた。

「な、何をしてるんですか？　時とき村むら由良。どうしてあなたが頭を下げる必要があるんですか？　悪いのはあっちなんですから、謝られることがあっても、謝ることなんて何もないんですよ」

「でも、やっぱり、喧けん嘩かは駄だ目めだよお菊きくちゃん。それに、お菊ちゃんが怪け我がをするかもって思ったら、由良、心配で……」

「そ、それこそあなたには関係ない話です。私が怪我をしたらどうだっていうんですか？　鳴なる神かみと時村はいがみ合ってるんですよ。だったら、怪我どころか……私が死んじゃったほうが、あなたにとったら都合がよくて――」

「そんなこと言わないでよお菊ちゃんッッ」

　大声で叫ぶ由良に、菊は戸惑った。

「時村とか、鳴神とか、そんなの関係ないよ。由良は……お菊ちゃんが怪我したら悲しいんだよ。だって、だって……由良はお菊ちゃんのこと、友達だと思ってるもんっ。だから、怪我なんかしてほしくないよ」

「な、何を言ってるんですか？　あなたは……友達なんて。そんなの、私は――」

　誰だれも気づいていなかった。

　近くで行われている戦闘に一切興味を示さなかったクリスが、「友達」という言葉にだけ、小さく反応したのを。

　その場にいる誰も、気づいていなかった。

　本気の声と態度を見せる由良を前に、菊は動揺することしかできない。

　友達――

　時村を憎しみの対象としか思っていない菊は、由良が口にした言葉の意味を理解することができなかった。

「そんなの、嘘うそです。だって、だって……時村は、自分のことしか考えてない一族で……」

　菊には、大切な人を時村家の人間に奪うばわれたという過去がある。だから時村家の人間を信じていないし、信じようとしたこともない。

　心を許してはいけない相手だと思い、ずっと、憎しみの対象としてきた。

　でも……

　だけど……

　この子は、時村由良は――鳴神菊から何も奪っていない。

　その事実が、菊の気持ちを激しく惑わせる。

「私は、私は……」

　由ゆ良らの気持ちに触れてしまったせいで、菊きくの心が混乱し始めた。

　もちろん、そんな隙すきを黙って見逃してくれるアリスティアたちではない。

「ふっ。仲間割れなら後にするんだな。マリアベル。少しでいいから、そっちの足止めをしていろ。こっちの赤毛は――今すぐ終わらせてやる」

　由良を警戒する相手と認めたからだろう。

　アリスティアは戦況を有利にするために、各固撃破しやすい菊のことを狙ねらってきた。その動きに合わせ、マリアベルが由良の前で傘を広げる。

「お菊ちゃんっ」

「あ……………」

　分断され、孤立した菊を狙って――見み惚ほれてしまうほど、強烈で美しい蹴けりが放たれた。

　迫ってくる黒いブーツを見つめながら、菊は強烈に後こう悔かいしていた。だが、もうどうすることもできない。

　当たったら、もうそこで終わり。

　そんなことを考えていた。

　蹴り足が少女の頭を捉とらえる。しかし、それは狙っていた人物ではなく――

　菊を助けるためにその身を捧ささげた――時とき村むら由良の頭だった。

　傘で視界を遮さえぎられたため、助けに入るのが遅れた。その遅れを取り戻すためにできることは、由良自身の体を捧げることだけであった。

「あっ。と、時村由良……」

　由良に庇かばわれたことを理解した瞬間――菊の頭は真っ白になった。

「な、何で……あなたが私を庇って……どうしてですか？　意味が、わからない……」

　泣きそうな顔をしている菊に、由良は力なく答えた。

「はは……お菊ちゃん。喧けん嘩かは、駄だ目めだよ」

　できる限りの、精一杯の笑顔でそう言って――由良はそのまま気を失ってしまった。

　残された菊にできることは、由良の手を、力いっぱい握にぎり締めてあげることだけだった。

　だから力いっぱい、菊は由良の手を握り締めてあげた。



　現実になってほしくない想像を胸に、京きよう一いち郎ろうは走っていた。

　とりあえずクリスたちに追いつく。そうすれば、菊が現れたとしても何とかすることができる。そう思い、並木通りを駆ける京一郎のすぐ後ろを、ツインテールを揺らしながら沙さ良らが追走している。

　彼女の目的は、自分についてきた妹――由良の安否を確認することであった。

「ねえ、京一郎。あの赤毛のチビが、あの三人を狙ってるって本当なの？」

「ああ。多分、あの子の性格だったら、無む茶ちやだってわかってても一人で行くはずだから」

　菊きくが話題に上ったことで、沙さ良らは露ろ骨こつに面白くなさそうな顔をした。

「ふん。別に、あの赤毛がどうなろうが、私の知ったことじゃないけど……由ゆ良らも学校に来てるのよ。由良は優しい子だから、もしも、あの赤毛を助けようとして巻き込まれてたりなんかしたら……あいつら、絶対に許さないんだから」

　その可能性は大いにあった。一人で戦っている菊を見たら、由良は絶対に助けに入る。

　小悪魔な性格をしていても、由良は根が優しいのだ。

　だからこそ――菊と同じように――由良のことも心配せずにはいられない。

　並木通りをしばらく走ると、数名の少女の姿が見えてきた。

　目的どおり、クリスたちに追いつくことができた。だが、理想とは程遠いタイミングだったようで――

　目に入ったのは、倒れている由良の手を、菊が握にぎり締めているという光景だった。

　その光景から詳しい事情を読み解くことはできない。だが、最悪の展開になっているということは、簡単に予想できた。

　由良……大丈夫なのか？　怪け我がとか、してるんじゃ――――――――ッ。

　心配で押し潰つぶされそうだった心を支配したのは、戦せん慄りつだった。

　原因は、すぐ後ろにいる少女。

　最愛の妹を傷つけられ、怒りに震える時とき村むら沙良が発する気配だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……何してるのよ、あなたたち………………」

　ゾッとするくらい冷たい声に反応したのは、京きよう一いち郎ろうだけではない。アリスティアとマリアベル、それに加えクリスまでもが、沙さ良らが発する冷たい気配に反応している。

「……答えなさいよ………………」

　冷たい声と共に、世界に剣が突き刺さっていく。

「何してるのって……………聞いてんのよッ」

　あたり一面に、細身の剣が突き刺さっている。沙良は、最もそばにあった剣を手に取ると、弾はじかれたようにアリスティアたちに向かっていった。

「沙良ッ」

　その速度は、爪つめや牙きばを持った獣でなければ出せないほどの強烈な速さであった。

　神速を保たもったまま、傘を持ったマリアベルに襲い掛かる。マリアベルは傘を横に構かまえ、振り下ろされる剣を受け止めた。

「あら？　何だかとっても厄やつ介かいな感じの展開でございますわ。アリスティアさん」

「ちっ。どうやらそのようだな」

　横から割って入ったアリスティアが、沙良の胴体めがけて蹴けりを放つ。沙良は剣の柄つかの部分を使い、迫ってくる黒いブーツを殴り落とした。

「くッ。吸血鬼の分際で……」

　常に高圧的だったアリスティアの顔に、初めて焦あせりの色が浮かぶ。

　続いてマリアベルが傘を振るが、沙良の体には届かない。沙良は腕を掴つかんで攻撃を制止すると、そのまま、何の工夫もなく手の平でマリアベルの体を思いっきり突き飛ばした。

「あじゃぱー」

　アホの子みたいな悲鳴を上げ、マリアベルが数メートルほど突き飛ばされる。

　沙良は動きを止めることなく、残ったアリスティアの顔に蹴りを放った。蹴り技を得意としているアリスティアのような、洗練された華か麗れいさは欠片かけらもない。ただ自分のスペックに任せて、力いっぱい蹴ったという動きだ。

「チッ――」

　だが、洗練されていなくても、威力のほうは充分だったようだ。腕で顔を守ったアリスティアだが、踏ん張ることができず、マリアベルと同じように数メートルほど吹き飛ばされてしまった。

　すげえ……沙良の奴やつ、あんなに強いんだ。

　一面に突き刺さった剣に目をやる。

　吸血鬼を支配する一族、時とき村むらだからこそできる、圧倒的な血の幻術。

　その力を目まの当あたりにして、あらためて京一郎の体に寒さむ気けが走った。

　……剣やナイフとか、物を創つくるのが『血の共鳴ブラッドシンパシー』って力の全すべてだと思ってたけど、どうやら少し違うみたいだな。あの、沙さ良らの圧倒的な体の動き。運動神経が凄すごいってことだけじゃ片付けられない。幻を見せる力で武器を創つくると同時に、自分自身に、自分の身体能力は凄いっていう幻を見せてるんだ。要約すると、自己催眠で全能力を高めてるってことなんだろうけど……それにしても、強烈だな。

　少し離れた位置から戦いを見つめることで、冷静に戦力を分析することができた。

　それが「何の役に立つ？」と言われればそれまでだが、見ることしかできない京きよう一いち郎ろうはできる限り冷静に、この場での出来事を観察していた。

　目もつ下かの障害を排除した沙良は、その足で、倒れている最愛の妹の下もとに向かった。

　由ゆ良らの手を握にぎっている菊きくは、近づいてくる沙良に気づいていないようだった。

「邪魔よッ。赤毛ッ」

　沙良が菊を突き飛ばす。こんなことをされて、普段の菊だったら絶対に黙っていない。しかし今回は何も言わず、困った顔で由良と距離を取った。

　菊と入れ替わるように、沙良が倒れている由良の体を抱きかかえる。

「由良……ごめんね。私が護まもってあげられなくて。でも、大丈夫よ。あなたを傷つける人間は全部、私がやっつけてあげるから」

　宝物に触れるように、沙良は由良の体を抱きしめた。

　そのまま数秒間、大切な妹を慈しみ続ける。

　再び立ち上がったとき、沙良の瞳ひとみには覚悟が宿っていた。

「京一郎ッ」

「な、なに？」

「責任を持って、あなたが由良のことを護ってなさいッ。いい？　命に代えても絶対に、これ以上由良を傷つけさせるんじゃないわよ」

「あ、ああ。わかったよ。で、沙良はどうするつもりなんだ？」

「決まってるじゃない。私は――」

　持っている剣の切っ先を、教会の少女たちに向けた。

「この女たちをぶっ潰つぶすのよッ」

　宣言すると同時に、沙良は再びアリスティアたちに向かっていった。

　こうなったら、もう誰だれにも止めることはできない。由良の安否が心配だった京一郎は、沙良の命令どおり、倒れている由良のそばに駆け寄った。

「由良。大丈夫か？」

　膝ひざをつき、由良の状態を確認する。特に目立った外傷はなく、どうやら、気を失っているだけのようだ。

　良かった。失神してるだけみたいだ……ったく。いつもいつも、俺おれに迷惑ばっかりかけやがって。もっと酷ひどい怪け我がしてたら、どうするつもりだったんだよ。由良……迷惑だったら、いくらでも我慢してやるから……頼むから、心配させるのだけは、やめてくれよ――

　手を握にぎり肩に手をやり、双ふた子ごの姉である沙さ良らと同じように、京きよう一いち郎ろうは由ゆ良らのことを優しく慈しんだ。

　どれだけ厄やつ介かいな性格をしていたとしても、幼おさな馴な染じみなのだ。

　こんなとき、胸が張り裂けそうなほど、心配しないわけがなかった。

　でも、良かった。失神してるだけなんだよな。だったら、このまま安静にしてたほうがいいと思うけど……それよりも――

　由良の状態を確認し、安心した京一郎が次に気にしたのは、すぐそばで呆ぼう然ぜんとしている菊きくであった。

　この場の状況から、ここでアリスティアたちとやりあったのは間違いない。だが、何があったのかがどうしても想像できない。

　どうして菊が、あんなにも敵視していた由良の手を握っていたのだろう？

　知りたかったが、今の菊では、聞いても答えてくれそうになかった。

「あっちょんぷりけ～」

　この場の緊張に相応ふさわしくない、バカみたいな叫び声。声の主ぬしはもちろん、マリアベルであった。

　後方に吹き飛ばされる勢いのまま、マリアベルはボールのように地面を転がっていた。

　アリスティアが飛び上がり、わずかな無駄も見当たらない洗練された蹴けりを放つ。沙良は避よけることなく、剣を使って真正面から蹴りを受け止めた。そしてそこからアリスティアの足を掴つかむと、地面に叩たたきつけるようにして思いっきり投げ飛ばした。

「なッ――」

　マリアベルに続きアリスティアも、ボールのように地面を跳ねる。しかし受身はちゃんと取っていたようで、片かた膝ひざをつくだけで、戦意のほうは消えていなかった。

「もう駄だ目めでございますわ～。あの人はちょっとレベルが高い吸血鬼で、私たちではちょっと敵かないそうにないでございますわ～」

　見ているだけの京一郎ですら「情けない声を出すな」と注意したくなるくらい、マリアベルは桁けた外はずれに情けない声を出した。

　いつもならばアリスティアがツッコむのだが、今回は何も言わない。沙良の力量を前にして、マリアベルの相手をする余裕がないようだ。

「アリスティアさ～ん。もう尻尾しつぽ巻いて逃げましょうよ？」

「うるさい黙ってろ……………そうか。この女が、この辺りの吸血鬼を束ねているというトキムラの吸血鬼か。持っている力がずば抜けて強いと、教会も警戒していたが……ちっ。少々面倒だな」

「少々面倒なんて格かつ好こつけてる場合じゃございませんわ。このままだとボッコボコにされて、レベルアップのための経験値にされるだけでございますわ。だから、さっさと逃げましょうよ～」

「ふざけるなッ。私たちは、誇り高き『親衛騎士団インペリアルガード』なんだぞ。少々力が強いからといって、こんなところで吸血鬼ごときに背中を向けられるわけが―――――」

　ほんのわずかな気配を発し沙さ良らに近づいたのは、眼鏡をかけたクリスだった。

　今まで、目の前でどんなことが起ころうが全く興味を示さなかったクリスが、引き寄せられるようにゆっくりと、沙良に近づいていく。

「ク、クリス様……………そ、そんな、勿もつ体たいないです。その程度の吸血鬼、クリス様の手を煩わずらわせることもなく……」

　沙良に受けたダメージが残っているのだろう。肩を押さえたままアリスティアが立ち上がる。心配――いや、遠慮する感じで声をかけるが、肝心のクリスはそれに答えない。

「何よ？　あなた？」

「……」

　沙良の射程内に足を踏み入れるクリス。彼女にすれば、そこは紛れもない危険地帯であるにもかかわらず、いつものように――覇は気きがないぼうっとした顔をしていた。

「……何か用って聞いてるんだけど？　その服装、あなたもあいつらと同じ教会の人間でしょ？　いいわよ。文句があるんだったら、あなたもかかって来なさいよ」

「……」

　沙良の怒気を受けても、クリスの顔つきは変わらなかった。

　ただ黙って、沙良のことを見つめていた。

「バカがッ。やめろ。お前の相手は私たちだろう？　クリス様には手を出すな。どうなっても知らんぞ」

　アリスティアの必死の警告。だが、沙良はそんなことに耳を貸したりはしない。

「黙ってたらわからないでしょ？　邪魔する気がないんだったら、今すぐそこをどけって言ってるのよ」

　だけどクリスは答えない。

　静かに――不気味なほど静かに、敵てきである沙良のことを見つめていた。

「ッ―――――どけって言ってるのよッ」

　その、無言の挑発が沙良の逆げき鱗りんに触れた。

　意図的にではなく、思わず手が出てしまったという感じで、沙良はクリスの頬ほおを――眼鏡ごと、強く叩たたいてしまった。

　クリスの眼鏡が飛ばされる。それに続きナヨナヨとした動きでふらつき、クリスは地面に倒れてしまった。

「沙良っ。何やってんだよ。その子は関係ないだろ？」

　人じん畜ちく無む害がいに見えるクリスに手を出したことで、京きよう一いち郎ろうは思わず声を上げてしまった。

　その点は沙さ良らも後こう悔かいしているようで、叩たたいた後、露ろ骨こつに「しまった」という顔を見せた。

「しょ、しょうがないじゃない。こんなときに割り込んでくるこの女が悪いんだから」

　言こと葉ば遣づかいから、突き刺すような刺とげ々とげしさが消えている。どうやらクリスを叩いたことで、熱くなっていた沙良の温度が少し下がったようだ。

　まさか、クリスの奴やつ。体を張ってこの戦いを止めようとしたんじゃ……

　今の沙良の姿を見て、京一郎はそう思った。

　だが、すぐにそれは勘違いだということを知った。

　戦いを止めるつもりなど――クリスにはなかったのだ。

　倒れたクリスが顔を上げる。その仕草から、眼鏡を捜しているということがわかった。

　そしてクリスは眼鏡を見つけた。

　地面に転がり、傷ついている自分の眼鏡を。

「……………………………バカが。警告はしたからな」

「あわわわわわ。えらいこっちゃでございますわ」

　アリスティアは、なぜか小さく笑っていた。

　マリアベルは、これから起こることを激しく恐れていた。

　何だ？　あの二人、何であんなに極端な反応を見せて―――――――――

　そんな疑問が湧わいたが、すぐに、強烈な暴力の予感によって消し飛ばされてしまった。



「あは、あは、あははははははははははははははははははははははは」



　笑っていたのは、クリスだった。

　倒れたまま額ひたいに手をやり、狂くるったかのように笑い出した。

「はは……この感じ、久しぶり。今日はこのまま、この世の人間全すべてが壊せそうな気分」

　うっとりした声でそう呟つぶやくと、眼鏡を失ったまま、クリスは立ち上がった。

「だ、誰だれだ？　この子……」

　思わず、京一郎がそう言ってしまったのも無理はない。

　三みつ編あみを振りほどき――

　立ち上がったクリスの容姿は、別人のように変わってしまっていた。

　黒が交じっていた金髪は、月の光を集めて作ったかのような鮮やかで完かん璧ぺきな金色へ。

　覇は気きと生せい気きが感じられなかった顔は、殺気と狂気を感じさせる顔へ。

　小柄だった体は、豊満で美しい女の体へ。

　それぞれ、姿を変えた。

「マリアベルッッ」

　身震いしそうなほど強烈な声で、クリスが叫ぶ。

「へいっ。でございますわ」

　ふざけつつも萎い縮しゆくして、マリアベルは呼び声に応こたえる。

「私のあれを出しなさい。当然、持ってきているんでしょう？」

「へい。それでしたら、私がいつも携帯しておりますでございます」

　そう言うと、マリアベルは背中から、円盤状になっている何かを取り出した。

　早足で駆け寄り、マリアベルは円盤状になっている物をクリスに手渡す。それをクリスが手に取ったことで、本来の形状が明らかになった。

　ムチ……か？　あれは？

　大きく長く、しなやかに形を変化させるそれは、紛れもなく鞭むちであった。

　乗馬用の物などとは桁けたが違う。猛獣使いが使う、れっきとした武器である鞭だ。

「アリスティアッッ」

　次にアリスティアの名前を呼ぶ。呼ばれたアリスティアは、マリアベルよりも早足で、クリスに近づいた。

「何か切る物。持ってるでしょ？　出しなさい」

「はい。裁縫用の小さなハサミでしたら、持ち歩いていますが」

「何でもいいわ。出しなさい」

　女王のように優雅で威圧的な、クリスの声音。プライドが高いアリスティアも、その声の前では、借りてきた猫のように素直で大人おとなしかった。

「はい。どうぞ。クリス様」

　小さなハサミを受け取ったクリスは、迷うことなくそのハサミで、スカートと胸元に切り目を入れた。その切り目を、手を使って思いっきり広げる。

　そして、清せい楚そな魅力を持った修道服は、あっという間に露出が多い野や蛮ばんな服へと変わってしまった。

「よし。もういいわ二人とも。邪魔だからどっかいってなさい」

「はい」と、アリスティアは素直に立ち去る。マリアベルは、少しだけ引き下がった。

「あ、あの、クリスさん。ここは、教会の統治下じゃないのでございますから、あんまりやりすぎるようなことは……」

「なーに、マリアベル。躾しつけてほしいの？　だったら、回りくどい言い方しないで、素直にそう言えばいいじゃない」

「ノンノンノンノンノン。そんなつもり、全くございませんわ。おほほほほ。応援しておりますから、頑張ってほしいでございますわーん」

「そう？　わかればいいの。それより、この眼鏡を預かっておきなさい。これに何かあったら、あなたを一晩中躾けてやるから」

「おほほほほ。了解しましたでございますわ」

　マリアベルは命令どおり眼鏡を受け取り、逃げていった。そんなマリアベルを一いち瞥べつした後、クリスの視線はこちらを向いた。

　何が起こったのか必死になって考えるが、持っている情報では答えにたどり着くことができない。

　はっきりしていることは、沙さ良らを敵てきと認識しているということだけだった。

「アハハ。どの程度か知らないけど、少しは遊べるんでしょ？　そうでなくても、少しハシャいでたみたいだから――」

　持っている長い鞭むちを、クリスは頭の上で構かまえた。

「たっぷり、躾しつけてあげる」

　静かに、優しく。深く透き通っている、狂気交じりの妖あやしい声。

　何気なく振った鞭を引き戻す際、鼓膜を破壊するような炸さく裂れつ音おんが生まれた。

　それは、クリスが世界に悲鳴を上げさせた音だった。

「……何よあなた？　黙って見てたと思ったら、いきなり姿を変えて……何のつもりか知らないけど、結局は相手になるっていうことでしょ？　だったら、相手してあげるわよ」

　片手に剣を構え、沙良が雄々しく告げる。

　クリスは愉たのしそうに、一笑に付した。



    

  
    
      



    

  
    
      「いいわよ、私は別に何でも。理由とか、相手なんてのはどうでもいいの。気が済むまで暴れさせてもらうから――いい声で哭なきなさいよ。メスブタ」

「誰だれがメスブタよッ」

　やり取りが終わると同時に、沙さ良らが弾はじかれたように駆け出した。

　上段に鞭むちを構かまえ、クリスは愉ゆ悦えつ交じりの笑みを浮かべている。駆け寄ってくる沙良の足を狙ねらい、鞭を振るった。

　発生する。

　言葉では言い表せない――強烈で凶きよう悪あくな炸さく裂れつ音おん。

　沙良は素早く横に跳び、クリスの一撃を回避する。クリスの動きに合わせ、鞭が沙良の体を追いかける。だが捉とらえきることができない。

　飛んでいる虫を払うように、クリスが無造作に腕を振る。沙良はその腕を簡単にかわし、最も攻撃に適している距離まで近づいた。

　沙良の攻撃がクリスを捉える。見ている者は誰もがそう思ったはずだ。

　だが、そうなることはなかった。

　間合いに入った刹せつ那な。

　クリスは持っている鞭をあっさりと手放し、両手で沙良の肩と頭を押さえた。

　そして――一瞬の迷いも見せず、沙良の首に噛かみついた。

「なっ――――」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは京きよう一いち郎ろうだった。

　吸血鬼相手に、教会の人間が噛みつくって……どんな神経してんだよ。

　京一郎が感じたとおり、それは掟おきて破りの行動であった。

　それをしてしまっては、人間に害をなす吸血鬼を倒すために戦っているという、教会の大義名分が成り立たなくなってしまう。

　後方に控える、アリスティアとマリアベルの様子を窺うかがう。二人は特に反応することなく、目の前で起こっていることを傍ぼう観かんしていた。

　あの二人にとったら普通のことってわけか。アリスティアって子は吸血鬼を敵視してて、教会の教えに従順な人間って思ってたけど……そうでもないのか。教会よりも、クリスを尊重してるってことか。

　噛みつかれた痛みで、沙良は顔を歪ゆがめる。

　引き離すために力いっぱい体を押すと、案外あっさりとクリスは離れた。

「あはっ。まっずい肉。メスブタなんだから、もっと上質な味してなさいよ」

　言って、唇くちびるを拭ぬぐうと、クリスは手放した鞭を再び手に取った。

　沙良は首筋を押さえ、クリスを睨にらみつけている。吸血鬼を噛むという無む茶ちやをしたクリスを、推おし量はかりきれていないようだ。

「……何よ、何なのよあなた？　吸血鬼を噛かむって……それでも教会の人間なの？」

　笑みを浮かべるクリスの顔は、明らかに最初よりも愉たのしそうだった。

「どうでもいいじゃない、そんなの。それより、ブタのくせしてチョロチョロ跳び回らないでよ。それじゃあ、ハエと一緒じゃない」

「うるっさいわね。それこそ、どうでもいいことじゃない。私の戦いなんだから、何をしようが私の勝手でしょ」

「アハ。そうね。そうだったわね。だからこそ、躾しつけてあげるんだったわね。じゃあいいわ。それならそうで、こっちも勝手にやらしてもらうから」

　何気ない仕草で、クリスは鞭むちを振るった。鞭が捉とらえた物は、並木通りに設置されているベンチだった。

　鞭がベンチに絡からみつく。それをそのまま、クリスは力任せに引っぺがした。

　鞭の先端には、数人が座れるベンチがくっついている。

　攻撃力と攻撃範囲が格段に上がった鞭を、クリスは笑いながら振り回していた。

「あはははは。ほら。さっきみたいに逃げなさいよ。逃げるブタを、グチャッて潰つぶしてやるから。あはははははははははは」

　吹き荒れる嵐あらしのように、無差別で強烈な攻撃が始まる。

　身の危険を感じた京きよう一いち郎ろうは、大切な幼おさな馴な染じみを護まもるため、その場から離れることにした。

　そして避難するのは、協会側の人間も一緒だ。

「クリス様。何て勇ましくてお美しいお姿」

　うっとりした顔で呟つぶやくアリスティアを、マリアベルは焦あせった顔で引っ張っていた。

「そそそそそ、そんなこと言ってる場合じゃございませんわっ。離れてないと、わたくしたちにも被害が―――――ぎゃふんッ」

　地面に当たって砕くだけたベンチの欠片かけらが、マリアベルの頭を直撃した。

　マリアベル……詳しくは知らないけど、何て幸が薄い子なんだ。

「いたいよ～」と、頭を押さえているマリアベルを見て、京一郎は思わず同情してしまった。

　だが、危険ということであれば、こちらも条件は一緒だ。

　こんな状況になったにもかかわらず、混乱した顔で佇たたずんでいる菊きくに声をかける。

「鳴なる神かみさん。ここは危険だから、とりあえず俺おれたちも離れて―――――鳴神さんッ」

　強く名前を呼んだことで、やっと菊は反応した。

「あ、京一郎さん。何で、あなたがここに……」

　完全に場違いな質問。

　どうやら京一郎がこの場にいることすら、菊は気づいていなかったようだ。

「今更何言ってんだよッ。とにかく危ないから、早くこの場から離れて」

　菊の手を取り、由ゆ良らを背負い、京一郎は危険地帯から脱出した。

「京きよう一いち郎ろうさん。どうなってるんですか？　それより、あの金髪の女性はいったい……」

「詳しい話はあと。とりあえず今は身を守ることに集中して」

　京一郎の指示を受け、菊きくは素直に身を守りだす。どことなく、背中にいる由ゆ良らを気にしているようだった。

　鳴なる神かみさんと由良。俺おれが知らないところで何があったんだ？　普段の鳴神さんとは打って変わって、しおらしい顔をしているけど――

　何かが砕くだけ散る音が響く。

　視線を戻した先にあったのは、バラバラに砕け散ったベンチと、振り回されたベンチによって作られた無数の穴だった。

　ベンチを完全に破壊し、愉ゆ悦えつの表情を浮かべるクリスの前に、沙さ良らは無傷のまま立っている。全すべてではないだろうが、危険な攻撃はちゃんと回避したようだ。

「無む茶ちや苦く茶ちやするのね、あなた。チマチマやられるより、こっちのほうがわかりやすくて好きだけど……ちょっと、やりすぎじゃない」

「黙りなさいメスブタ。話していいなんて、私は許可してないわよ」

「あっそ。だったら、続きをやらしてもらうわ」

　凶きよう悪あくな乱撃が終了したことで、沙良は再び攻撃へと移った。間合いを詰める沙良を狙ねらい、クリスが鞭むちを振るうが、捉とらえきることができない。

　噛かみつかれないよう慎重に間合いを保たもったまま、沙良はクリスの体に剣を振り下ろした。

　――避よけないのか？

　沙良の剣に対し、クリスは引き下がることなく前に出た。

『血の共鳴ブラッドシンパシー』で創つくりだした幻とはいえ、あの剣には実際に人を殺傷することができるだけの力がある。

　それに対して前に向かっていくなど、正気の行為だとは思えなかった。

　沙良の剣がクリスの体に触れる。

　クリスの体が引き裂かれると思ったが――そうなることはなかった。

　まさしく幻のごとく、沙良の剣はクリスの体を通り抜けてしまった。

「な、何で？　鳴神さん、あれって実際に人を傷つけることもできるんじゃ――」

　そばにいた菊に真相を尋たずねる。聞かれた菊も、わからないといった表情で、首を横に振るだけだった。

　剣による攻撃を無視したクリスは、そのまま沙良を間合いに捉えた。

　喉のど元もとを掴つかみ、そのまま沙良の体を持ち上げる。沙良の足が地面から離れる。沙良は持っていた剣を手放し、クリスの腕を掴んだ。

「かッ……は、放しなさいよ。バカ……」

　苦しそうに訴える沙良を、クリスは愉たのしげに見つめている。

「あはは。ブタなんだから、そこはもっと醜い声で命いのち乞ごいしなさいよ。じゃないと、私がゾクゾクしないじゃない。ブタにはそれくらいしかできないんだから、もっと私を悦よろこばせるために、醜く汚く足あ掻がいて、無ぶ様ざまな姿を見せなさいよ」

「な、なにいってんのよ……この、変態ッ」

　適当に蹴けり上げた足が、運良くクリスの顎あごに当たった。

　クリスの呪じゆ縛ばくが解けた沙さ良らは、握にぎり締められていた喉のどを押さえ、呼吸を整えていた。

「アハ。いいじゃない。それでいいのよ。もっともっと――狂くるったように遊びましょう」

　何の脈みやく絡らくもなく、クリスは自分の腕を噛かんだ。

　深く強く、クリスの歯がクリスの腕に喰くい込む。肉が裂けて血があふれ出したことで、クリスはやっと口を離した。

　血が流れ落ちる腕を、クリスは嬉うれしそうな顔で沙良に見せつけた。

「このときだけ――相手に血を流させて自分が血を流しているときだけ、私は何も考えないで済むの。ねえ、わかる？　渇かわきも退屈もない……満たされてるこの感覚が、あなたに？」

「ふざけないでッ。変態の言うことなんか、わかるわけないじゃない」

「そうね。それでいいわ……そうやって生なま意い気きなことを言うブタを躾しつけるのが、最高に愉たのしいんだから」

　クリスは、愉ゆ悦えつ交じりの狂気じみた笑みを浮かべた。

　そして笑みを浮かべたまま、沙良に接近していく。

「くっ――」

　向かってくるクリスに対し、沙良は拳こぶしを放った。だが、その程度の攻撃でクリスの足が止まるわけはなかった。

　腕を盾のように使い、クリスはしっかりと攻撃をガードした。

「……」

　それは、戦闘中のなんでもない光景だった。だが、京きよう一いち郎ろうには印象的なものに見えた。

　剣は無視したのに、あんな何でもないパンチはちゃんとガードするのか……どういうことだ？　相手の攻撃は気にしないってのが、クリスの戦い方じゃないのか？

　それはささやかな疑問だった。だが、今はそんなことを考えている時間はない。

　攻撃を軽くあしらったクリスは、そのまま沙良に近づき、彼女の服を鷲わし掴づかみにした。そこから、ベンチを持ち上げたのと同じ要領で、沙良の体を思いっきりぶん投げる。

　まるで野球のボールのように、沙良の体全体が宙を舞った。

　沙良の体はこちらに向かって飛んできている。受け止めようと思った京一郎は、背負っていた由ゆ良らをそっと地面に置き、受け止めるための体勢をとった。

「それじゃあここでお別れ。最後に――いい声で哭なきなさいよ。メスブタぁッッ」

　そんな京きよう一いち郎ろうのことを無視し、クリスが鞭むちを振るう。

　鞭の先端が沙さ良らの体に達した瞬間――クリスは神速の速さで鞭を引き戻した。

　先端の速度が音速を超え、ソニックウェーブという名の衝撃波を生み出す。音速を超え、世界に悲鳴をあげさせるほどの衝撃波が、宙に浮いて無防備な沙良に襲い掛かった。

「きゃんッ」

　耳を塞ふさぎたくなる音と共に、沙良の着ていた制服が弾はじけ飛ぶ。

　運良く落下地点に入れた京一郎は、できる限り優しく沙良の体を抱きとめた。

「さ、沙良っ。大丈夫か？　大丈夫だったら返事を……」

　制服が弾け飛んだことで、沙良の上半身があらわになっていた。

　見てはいけない胸の部分を見てしまい、京一郎は一気に照れてしまった。

「あああああ、ご、ごめん。そ、そういうつもりじゃなくて……って、違う。沙良っ。大丈夫だったら何か言ってくれ」

　声をかけるが返事はない。最低でも失神。最悪ならば――

　そんな沙良の状態に合わせ、世界に突き刺さった剣も姿を消していった。

　必死になって、京一郎は沙良の名前を呼び続けた。だが、そんな行為を嘲あざ笑わらうように――破壊者の追撃は続く。

　気絶している沙良の脚に、鞭が絡からみつく。その次に何が起こるか。直感的に予想できた。



    

  
    
      



    

  
    
      「やめ――」

　悪夢のような速度で引き戻される鞭むちを、京きよう一いち郎ろうは素手で掴つかんだ。

「アッゥ―――――」

　何とか鞭を押さえ込み、最悪の事態は回避する。

　だが、その代償として――京一郎の手の平は見るも無残に、焼き抉えぐられてしまった。

「あはは。何してるのよ。せっかく、ブタが空を飛ぶところを見せてやろうと思ったのに」

　鞭を引き戻した際の摩擦熱で、手の平の感覚がまるでなくなった。

　京一郎は歯を喰くいしばり、焼けて抉れた手の平の激痛に耐えていた。

「クリス。何考えてるんだよ。もう、勝負はついただろ。こんな状態の沙さ良らを、さっきのベンチみたいに振り回したらどうなるかくらい……わかるだろ？」

「ぶっ壊れるわね――で、それがどうしたの？　私とそのブタは戦ってるのよ。まだお互いに壊れてないのに、どうしてやめる必要があるの？　ねえ、そうでしょ？　アイサキ」

「クリス……」

　完全に価値観が違っていた。

　言葉どおりだ。クリスにとって、闘争は問題を解決するための手段ではない。気が済むまで暴れるための、口実でしかない。

「ほら。わかったらそこをどきなさい。じゃないと、あなたごと躾しつけてやるわよ」

　今更だが、自分が無力だということを実感した。

　鞭を構かまえ、幼おさな馴な染じみを傷つけようとしている相手に対し、京一郎は睨にらみつけることしかできない。そんなもので攻撃を止めることはできないとわかっていても――京一郎には、それしかできなかった。

『力なき正義は、負まけ惜おしみでしかない』

　葵あおいに聞かされた、冷徹な現実が頭に響いた。

　愉たのしそうな顔のまま、クリスは鞭を構えていた。しかし、京一郎と向かい合い続けることで、彼女の心境に変化が訪れる。

　焼やけ爛ただれた手の平を晒さらしたまま、京一郎は沙良を庇かばい続ける。

　突然クリスは、そんな京一郎に背中を向けた。

「やめた。アイサキのせいで、興が殺そがれちゃったわ。もう、そんなブタには興味ないから……また別の、生きが良くて上等なブタを用意してちょうだい」

「どういうことだ？」

「そういうことよ。私はまだ暴れたりないから、もっと強い吸血鬼を用意してって言ってるの。別に、今すぐじゃなくてもいいわ。私はいつでも学園にいるから……その気になったらいつでも来てちょうだい」

「本気か？　本気でキミは、暴れるためだけに吸血鬼全部を敵てきに回す気か？」

「さあ、そこまでのことは考えてないわ。私はただ――暴れたいだけよ。だから、いつでもいいから学園まで来なさい。そのときは、この世界が壊れるまで、躾しつけてあげるから」

　そこまで言うと、クリスは正門に向かって歩き始めた。

　背中越しに、「じゃあね」という声が聞こえた。

「アリスティア。マリアベル。帰るわよ」

　美しい金髪と、豊満な体を見せつけるように、露出が多い服で颯さつ爽そうと歩くクリス。

　京きよう一いち郎ろうは何の言葉もかけられず、その後ろ姿を見つめているだけだった。





　あの出来事から、三十分程度の時間が経たっていた。

　京一郎は菊きくと協力し、気を失っている沙さ良らと由ゆ良らを選抜校区の保健室へと運んだ。

　校則で、普通校区の生徒が選抜校区に立ち入ることは許されていない。しかし、今日が休日だということもあり、菊は特別に立ち入ることを許され、保健室で二人の看病をしていた。

「鳴なる神かみさん。俺おれ、ちょっと出てくるから……二人のこと、任せてもいい？」

　手の平の治療を終え、京一郎が席を立つ。京一郎の言葉に対し、菊は首を縦に振った。

　立場上、生徒会長である葵あおいに事の経緯を説明しなくてはいけない。二人の看病を菊に任せると、京一郎は静かに戸を開け、保健室を出て行こうとした。

　廊下に出て、戸を閉めようとした間ま際ぎわ。

　由良が小さく声を発しながら、目を覚ました。

「あ、時とき村むら由良。目を覚ましたんですね。よかった」

　それは菊のものとは思えないくらい、安あん堵どに満ちた声だった。

「うん……あ、お菊ちゃん……あれ？　ここは？」

「ここは、あなたたちの校区にある保健室です。私を庇かばって気を失ったあなたを、私と京一郎さんが運んできたんです」

「そうなんだ……そっか。よかった。お菊ちゃんは怪け我がしなかったんだね」

「よくありませんっ。時村由良……何で、あなたは私を庇ったんですか？　何度も言ってるじゃないですか。私は、時村のことを信用していないと……私は、あなたのことを敵てきだと思って、信用してないんですよ。そんなあなたがどうして、私を庇うなんて……」

　あのとき、菊が呆ぼう然ぜんとしていた理由がわかった。

　憎み、敵視しているはずの由良が自分を庇った。その理由が、菊には理解できないのだ。

　……簡単なことなのにな。

　離れたところから、京一郎は二人のやり取りを見つめていた。その間に割り込むつもりは、これっぽっちもなかった。

「え？　そんなの、決まってるよ――お菊きくちゃんは、由ゆ良らのお友達だもん。危ないときや困ったときは、助けてあげるに決まってるよ」

「……何を言ってるんですか？　何度も言わせないでください。私は、私は……あなたを、友達だなんて――」

　そっと、由良は菊の手に触れた。

「いいんだよ。由良が、勝手にそう思ってるだけだから……それより、もう、喧けん嘩かするようなことはやめようよ。時とき村むらが、お菊ちゃんの家と仲が悪いのは知ってるけど、由良はそんなの嫌だよ。由良はお菊ちゃんのことが好きだから、喧嘩なんかしたくないよ。それに、そんなことしてて……どうなるっていうの？　傷つけあって、憎しみ合って、喧嘩して……それで、誰だれが幸せになるの？　由良もわかってるよ。戦わないと、いけないときがあるって。でも、由良はお菊ちゃんと、そんな関係になりたくないよ。お菊ちゃんは由良を助けてくれた人だもん。嫌いになんか、なれるわけないよ」

「そ、それは……私の意思なんかじゃないです。京きよう一いち郎ろうさんが、血を吸わせる代わりにそうしろって言ったから」

「理由なんて何でもいいよ。お菊ちゃんは由良を助けてくれた。それだけで、由良は充分だよ……………だから、ね。もうやめようよ。傷つけあった先には……何もないよ」

　由良に優しい言葉をかけられ、菊は我慢できずに泣き出してしまった。

「ぅぐっ……ぐす……そんなこと言われても……私は、私は……」

「好きだよ――お菊ちゃん」

　由良の言葉に嘘うそはない。それを、菊を庇かばって傷ついたという事実が証明している。

　菊にしてみれば、完全に由良に負けた気分なんだろう。

　憎み、傷つけ、戦うことでしか、菊は自分の中にある感情を吐き出すことができなかった。だから、憎み、傷つけようとしていたのに――

　憎んでいた相手は、自分よりも遥はるかに大きくて優しい気持ちを持っていた。

　それに触れたことで、菊はどうしようもなく――自分が情けなく思えたのだろう。

　あの二人は、もう大丈夫だ。

　そう思った京一郎は、静かに保健室の扉を閉めた。

　結局、由良の純粋さが勝ったってことか。小悪魔みたいな性格してるくせして、根っこの部分だけはちゃんと純粋で……本当、困った奴やつだよな。あいつは。

　廊下を歩きながら、京一郎はそんなことを思った。

　そのまま生徒会室に向かうつもりだったが、窓の外に『ある人物』を見つけ足を止める。

　立ち去ったはずの教会の少女たち。そのうちの一人、能天気な顔をして笑っているマリアベルが、傘を携たずさえ、窓の外に立っていた。

　京一郎と目が合うと、マリアベルはラッキーという感じで笑った。

　用があると察した京きよう一いち郎ろうは、その足をマリアベルの下もとへと向ける。

　事情を察し、校外に出てくれた京一郎を、マリアベルは能天気な笑顔で出迎えた。

「おほほほほ。よかったですわ。一番話がしやすそうな人が出てきてくれまして」

「何か用ですか？　伝言とかだったら、俺おれが全部聞きますけど」

「伝言だなんて、そんなめんどくせえことはいたしませんわ。わたくしはお話に来ただけでございますわ。もちろん、クリスさんのことについて」

「クリスの？」

「ええそうでございますわ。クリスさんの突然の変身について、あなた様も気になっておりますよね？」

「そりゃもちろん、気になってますけど……ちょっと、その前に一ついいですか？」

「何でごぜえますか？」

「その話し方って、何か意味があるんですか？　敬語にしたら、あまりにも使い方が間違ってると思うんですけど」

「おほほほほ。それについては気にしないでほしいでございますわ。頭のいいクリスさんやアリスティアさんと違って、わたくしはこちらの国の言葉を、完かん璧ぺきにマスターしておりませんでございますわ。だから、ちょっと変な表現になっておりますが、気にしないでほしいでございますわ」

「そうですか。だったら、それでいいですけど」

　それにしては、周りのやり取りとかを完璧に理解してるみたいだけど……この人って、どうにも怪しいな。

「でしたら、お話を続けさせてもらいますが、よろしいでござんすか？」

「はい。大丈夫ですよ」

「だったらお話させてもらいますわ……………って、何の話でございましたっけ？」

「クリスの変身についてですけど」

「おほほほほ。そうでございましたわ。嫌でございますね、歳としを取るって。物忘れが酷ひどくなっていっておりますわ」

　どこまで本気なんだか。

　本音が見えないマリアベルを警戒しつつ、京一郎は彼女の話に耳を傾けた。

「単刀直入に言いますと、クリスさんは教会が造りだした、最高傑作と呼べる人間でございますわ」

「教会が造った？」

「はい。教会は吸血鬼などの異能力者と戦うために、身寄りのない幼い子供たちを集め、教育するということをしているのでございますわ。ただし、誰だれでもいいというわけではございませんわ。それ相応の才能――吸血鬼が使う『血の共鳴ブラッドシンパシー』という力に対し、ある程度の耐性がある人間が、選ばれているのでございますわ」

「……っていうことは、幻による攻撃でダメージを受けにくい人間を集めてるってことですか？」

「おっ。理解が早くて助かりますわ。仰おつしやるとおり、ある程度血に耐性がありましたら、吸血鬼が創つくりだした武器によるダメージを軽減することができるのでございますわ。教会はそういった人間を集め、戦うことを教えているのでございますわ」

「将来的に、『親衛騎士団インペリアルガード』にするための教育っていうことですね」

「あら。その名前もご存知でございますか？　はい、その通りでございますよ。将来『親衛騎士団』の騎士団員にするため、教会は幼い頃ころから才能のある子供たちに、色んな教育をしているのでございますわ」

　持っている情報を使い動揺を誘うが、マリアベルは大して反応を示さない。察するに、彼女は駆け引きなどはせず、純粋に話だけをしようと思っているようだ。

「その中で特別強力な耐性を持っていたのが、他ほかならぬクリスさんでございますわ。あの人の力はわたくし共とは別格で、ダメージを軽減するどころか、無効化できるほどの強力なものだったのでございますわ」

「なるほど。だから、沙さ良らの剣はクリスの体を通り抜けたんですね」

「そういうことでございますわ。まあ、知ったところで、そちら様ではどうすることもできないでございますわ。どんなに創意工夫をしても、効果がないんだから意味がないのでございますよ」

　効果がないか……確かに、戦うとなると相当厄やつ介かいな特性だな。

「まあとにかく、クリスさんはそんな風に才能溢あふれる子だったのでございますよ。だから教会も、クリスさんを最高の騎士団員にしようと、徹底した英才教育を施ほどこしたのでございますよ。でも、その途中で……ちょっと予期せぬ展開が訪れたのでございます」

「何があったんですか？」

「何があったというか……正確に言えば、歪ゆがんでいることに気づいたのでございますわ」

「歪む？　何が？」

「クリスさんの内面でございますわ。元々、クリスさんは人と違う血を持っているのでございますわ。そこに、身体強化のためのお薬やらなんやらを加えたから、さあ大変。人のいうことなんて全く聞かない、おっそろしい女王様みたいな人間が出来上がってしまったのでございますわ」

「……歪んでるっていうのは、『性格が』っていうことですか？」

「ザッツライトでございます。元々の体質に手を加え、とびっきりの戦闘体質にしてしまったせいで、クリスさんは常に精神が高揚している状態になってしまったのでございますわ。わたくし共で言えば、常に怒り狂くるってるような状態といったところでございますね」

　変身した後の、鮮やかな金髪になったクリスを思い浮かべる。

　今の説明を聞いて、あの、異常なまでにサディスティックな性格にも納得がいった。

「で、教会はそんな状態になってしまったクリスに、何をしてあげたんですか？」

　ほんの少し間まを空けて、マリアベルは答えた。

　その間が、あまりいい答えでないことを想像させる。

「腕の立つ人を招いて、クリスさんを退治しようとしたのでございますわ」

　思ったとおり、ろくでもない答えだった。

「教会が造りだしてしまった恥ち部ぶ。その頃ころのクリスさんは、月の光を浴びて狂くるった獅し子し、『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』と揶や揄ゆされるくらい、教会にとって面倒な存在になっていたのでございますわ。でも、教会が自ら手を下してしまったら、失敗作であることを認めたことになりますわ。それを防ぐために教会は、特別講師という名目で腕の立つ人を呼び寄せ、クリスさんにぶつけようとしたのでございますわ。その人がクリスさんを再起不能にする。それが、教会が最も望むシナリオでございましたわ。だけど、そうなることはございませんでした。その人は――『月狂いの獅子』と呼ばれるほど危険な存在だったクリスさんと、仲良くなってしまったのでございますわ」

「仲良くなったって……どうやって？」

「力でボッコボコにした後、普通にお話しただけでございますわ。まあ、あのように過激な性格をしているクリスさんですから、そうしないと普通にお話することはできないと思いますけど。で、そうやってその人と仲良くなったクリスさんに、ある変化が起こったのでございますわ。それが――」

「眼鏡をかけているときの、大人おとなしいクリスっていうことですか」

「そうでございますわ。聞いた話によりますと、その人と別れた頃から、クリスさんはその人に貰もらった眼鏡を掛け始めたらしいのでございますわ。それに合わせて性格もどんどん丸くなっていって……最終的に、あの小さなクリスさんが出来上がったのでございますわ」

「でも、眼鏡を外すと本来の姿に戻った。それはなぜなんですか？」

　その認識は少し間違っておりますわ。

　そんなセリフを口にしそうな顔で、マリアベルは笑った。

「眼鏡を外したらではございませんわ。正確には、眼鏡を傷つけられたらでございますわ」

「傷つけられる？」

「はい。あのツインテールっ子さんは、眼鏡ごとクリスさんの顔を叩たたきましたよね。それがきっかけで、クリスさんは変身したのでございますわ」

　そのときの光景を思い出す。確かに、沙さ良らはクリスの眼鏡を叩き飛ばしていた。

「何があったのか知りませんが、それだけ、クリスさんはその眼鏡を大切にしているようでございますわ。それだけ大切な物を傷つけられたことで、クリスさんが怒る。その際に発生する体内物質に体が反応し、戦闘用の体と心へと変化する。それが、そちら様が目撃した変身の理由でございますわ」

「眼鏡をかけてるときのクリスは、日常用のクリスっていうことですね。で、あの状態はいつまで続くんですか？」

「基本的に、眠りにつくまではあのままでございますわ。まあ、いつまでもエンジン全開だったら、すぐに体が壊れてしまいますから。永久にあのままということは、ないでございますわ」

　戦うために生まれ、戦うために育てられた少女か。

　そんな子に、戦う以外のことを教えた人って――

　一人の女性が思い浮かび、鼓動が昂たかぶってきた。

　遠い昔――自分の血が持つ価値を教えてくれた女性。

　クリスに感じた、不思議な運命の正体がやっと見えてきたような気がした。

「あの……その人――クリスと仲良くなった人って、どんな人だったんですか？　知ってる限りでいいから、教えてほしいんですけど」

「ええっと。わたくしは実際に見たことがないから、人に聞いた話でございますけど――」

　蒼あおい運命。

　それは、京きよう一いち郎ろうにとっても大切な思い出だった。

「蒼い、空のように蒼い十字架のネックレスをした女性と、聞いておりますわ」

「―――――」

　人との出会いにより、運命は限りなく交差する。

　体中の血が、しなくてはいけないことを教えてくれていた。

　たとえ命を賭かけてでも――『赤の極点クリムゾンブラツド』は、蒼い運命に応こたえてあげたい。

　自らの運命を理解した京一郎は、激痛を無視し、焼やけ爛ただれた手を握にぎり締めた。

「クリスは……知ってるんですか？　もう、その人はいないっていうことを」

「ああ、そのことでございますか。それだったら、クリスさんは当の昔にご存知でございますよ。教会でも有名な人でございましたからね。いなくなったという情報は、すぐにこちらの耳にも入ってきたでございますわ」

「……そうですか。それで、そのときのクリスの反応は？」

「『あっそ』。その一言だったと記憶しておりますわ」

　たった一言……か。生き方を変えたほどの人を失って、それで済むわけがないよな。

　クリスが何のために敵てきを求めているのか？

　その答えに、少しだけ触れたような気がした。

「わかりました。わざわざ戻ってきてまで、クリスのことを話してくれてありがとうございます。で、当然の質問をしたいんですけど……マリアベルさんは、どうしてそんな話を俺おれにしてくれたんですか？」

「いい質問でございますわ」。マリアベルの笑顔が、そう言っていた。

「簡潔に言いますでございますね。クリスさんと喧けん嘩かするのは、やめてほしいのでございますよ」

「どうしてですか？　吸血鬼相手にクリスが戦っても、教会としては何も困らないと思うんですけど」

「それがビックリするほど困るのでございますよ。そもそも教会は、吸血鬼を全滅させるつもりはこれっぽっちもないのでございますよ。ただ、『親衛騎士団インペリアルガード』という力を保持するための理由づけとして、吸血鬼を敵視しているだけなのでございますわ。だから猟師と獲物の関係のように、全滅したらこっちも困ってしまうのでございますよ」

「なるほど。確かに、説得力がある理由ですけど……だったらどうして、あんな風に戦いを仕掛けるような真ま似ねをしたんですか？　相手の本拠地に乗り込んで、絶対にのまないであろう要求を突きつける。宣戦布告と大して変わらないじゃないですか」

「ああ、そのことでございますか。それだったら、アリスティアさんの趣味だから困った話なのでございますよ」

「アリスティアの趣味？」

「はい。アリスティアという人、本当にもうどうしようもないくらい、アホなんですよ」

　この人にだけは言われたくないなぁ。

　能天気な顔をしているマリアベルを見ていると、そう思わずにはいられない。

「あの人はアホですので、教会の言うことを全すべて丸まる呑のみして納得しているのでございますよ。だから吸血鬼のことを完全に見み下くだしてますし、全滅させても問題ないと思っているのでございますよ。それに加え、もう一つ目的がありまして……アリスティアさんは、クリスさんのことが好きなのでございますわ」

「え？　好きって……」

「許されない恋的な好きでございますわ。アリスティアさんはクリスさんのことが好きだから、戦わせて、本来のクリスさんに戻ることを楽しみにしているのでございますわ。おほほほほ。わたくしとしてはいい迷惑でございますわ。クリスさんが月つき狂ぐるい状態になっても面倒なだけなのに……本当にいい迷惑でございますわ。これだから、アホは困りますわ」

　心の底から楽しそうに、マリアベルは、この場にいないアリスティアをバカにしていた。

　この子……笑顔のわりには、性しよう根ねが腐ってるな。

　思い当たる場面は多々あった。それが、ここに至ってやっと確信に変わった。

「本来だったら、わたくしたちはこちらの学園ではなく、大教会がある本国の学園に通うはずだったのですが……それも、あのアホのせいでパーになったのでございますわ。吸血鬼のための学校、神じん愛あい学がく園えん。喧嘩相手を求めてるアリスティアさんにしたら、絶好の標的でございますわ。だから、わざわざ遠く離れた、こちらの学園に通うことになったのでございますわ」

「それは面倒なことで。同情しますよ」

「同情してくれて嬉うれしいでごぜえますわ。でも、クリスさんもクリスさんで、最近ちょっと変なのでございますわ」

「どんな風にですか？」

「いつものクリスさんだったら、あのアホの言うことなんて無視して、相手にしないのでございますが……今回に限っては、素直についてきたのでございますわ。まあ、あの人が変わり者だというのは、皆様が知っていることなのでございますが。そういえば知っておりますか？　あの方、ああ見えてもゲームが好きなのでございますよ。なのに腕のほうはからっきしで……わたくしが対戦ゲームでボッコボコにしたら、文句こそは言いませんでしたが、唇くちびるをアヒルみたいにして拗すねてしまいまして……おほほほほ。今思い出しても笑いが出そうなほど可愛かわいらしい姿でございましたわ」

　ゲーム？　そういえば、初めてクリスを見たのはゲームショップの前だったけど。何か意味があるのかな？

「そちら様と初めて出会ったあの日も、ゲームを買いにいったクリスさんについていっただけなのでございますわ。それで、血けつ気き盛さかんなあのアホが、吸血鬼の特徴である白い制服を見つけてしまったから……大変なことになったのでございますわ」

「……こっちはいい迷惑でしたよ」

「まあまあ、それはわたくしも同じだから、許してほしいでございますわ。とにかく、あのアホは……じゃなくて、いい加減にしないと怒られますので、アリスティアさんは、暴れる理由を求めているクリスさんのために、無差別に喧けん嘩かを売っているというわけでございますわ。あ、そうそう、そのついでに聞いておきたいことがあったのでございますが――こちらに『漆黒の闇ダークカラー』と呼ばれている人はおりますですか？」

「ダークカラー……さあ、そんなあだ名の人は、聞いたことないですけど」

「そうでございますか。だったらいいのですが……まあ、大したことではございませんわ。何年か前に、わたくしどもの学園に一人で乗り込んできた人が、そういう名前で呼ばれていると聞いただけでございますわ。話によると凄すごく強い人で、たった一人で大暴れして、聖シルバーナのメンツと誇りを潰つぶしてしまったらしいですわ。といっても昔の話なので、どこまで本当か疑わしいでございますがね。それに、今更そんな人が乗り込んできても、『血の共鳴ブラッドシンパシー』が通用しないクリスさん相手だったら、何もできずに負けちゃうのがオチですから。まあ、そちらには申し訳ありませんが、クリスさんの気が済むまでは、しばらく戦争ごっこに付き合ってもらうことになるでございましょうね」

　心の中で、京きよう一いち郎ろうはすでに覚悟を決めていた。

　学園に通う吸血鬼。そしてクリス自身のために――

　京きよう一いち郎ろうは、教会の最高傑作と戦うつもりだった。

「というわけで、わたくしの話は終わりでございます。要点をまとめますと、クリスさんとは喧けん嘩かをしないでほしいのでございますわ。そちら様では、絶対に勝てないでございますからね。それで全滅でもされましたら、教会全体が、逆に迷惑でございます。アリスティアさんたちは、こちらで適当にコントロールしておきますので、そちらはそちらで過激な人を大人おとなしくさせるよう、お願いしたいでございますわ」

「言いたいことはわかりました。じゃあ、最後に俺おれも聞きたいんですけど……あなたって、本当にクリスの味方なんですか？」

「おほほほほ。それはビックリな質問でございますわ。わたくしも教会の人間なのですから、クリスさんの味方に決まっておりますわ。ただ、優先順位が多少違っているというだけでございます。クリスさんは暴れたいだけ。アリスティアさんは、暴れているクリスさんを見たいだけ。そしてわたくしは――そんなアホ二人を見て、面白がりたいだけ。そういうことでございますわ。だから、問題が大きくなったら困るのでございますよ。わたくしは、自分に火ひの粉こが飛んでこない距離で、火事を眺ながめるのが好きなのでございますから」

　へえ。なるほど。これは……思ってた以上に、根が腐ってる人みたいだな……

　根っからの悪人というわけではない。ただ、根が腐っているだけだ。

　マリアベルを見ていると、京一郎の女性不信がちょっとだけ強くなってしまった。

「それでも、クリスさんにも可愛かわいいところがあるから、放ほうっておけないのでございますよ。ただ、月つき狂ぐるい状態のときだけは……「超めんどくせえなこのアホは」って、感じになるので、いつも眼鏡をかけたままの状態でいてほしいのでございますが――」

「誰だれがめんどくさいアホですって」

「決まっておりますわ。眼鏡をかけてないときのクリスさんで……………ッッッ」

　声の主ぬしに気づき、マリアベルは凍こおりついた。

　京一郎の視界の先、マリアベルの後方に立っていたのは――ビリビリに破れた修道服に身を包んだ、クリスだった。

　手にはもちろん、鞭むちが握にぎられている。

「あわわわわわわわわ……く、クリスさん。どうしてここに？」

「眼鏡……あなたに預けたままだったでしょ。バカなマリアベルのことだから、何かの拍子で壊したりしてないかと思って、わざわざ捜しに来てあげたのよ」

「それはありがたき幸せでございますわ。クリスさんの眼鏡でしたら、わたくしが胸で温めておきましたので……はっ。どうぞ殿。こちらがその眼鏡でございますわ」

「そう。いい子ね……でも、帰るわよって言った私の命令には逆らったみたいだから――」

「そ、それは違いますわ。悪いのは政治であって、わたくしではありませんから……」

「躾しつけが足りないみたいね」

「ゆるぴてー」

　一目散に逃げ出すマリアベルの尻しりを、クリスの鞭むちが直撃する。哀れなほど切ない悲鳴を上げながら、マリアベルは退場していった。

「まったく。あのブタは……勝手な行動ばかりして」

　大切な眼鏡を取り戻したクリスは、マリアベルに続き、この場から立ち去ろうとした。

「クリス」

　それを呼び止めたのは京きよう一いち郎ろうだった。

「なに？」と、クリスは妙に魅力のある声で答えた。

「キミは、この先もまだ暴れ続けるつもりなのか？　そんなことしたって、何も変わらないのはわかってるだろ？」

　京一郎のセリフを、クリスは鼻で笑った。

「はっ。あのブタに何を聞いたのか知らないけど、そんなの、あなたには関係ないことでしょ。私は、何かを変えたくて暴れてるわけじゃないの。暴れたいから暴れてるの。それだけよ。ウダウダ言ってるんだったら、ぶっ潰つぶすわよ」

「嘘うそだ。キミは、暴れたいから暴れてるわけじゃない。暴れることでしか埋められない何かを埋めるために、敵てきを求めてるだけなんだ」

「何かって、何よ？　埋めるって、何を？　勝手なことばかり言わないでくれる。なに？　アイサキも躾しつけてほしいの。だったら、最初からそう言えばいいじゃない」

　狂気を発しながら、クリスは鞭を構かまえた。

　京一郎は一歩も引くことなく、クリスを見据えた。

「蒼あおい十字架をした人なら、俺おれも知ってる。あの人は、たとえどんなときでも、キミにそんなことを求めるような人じゃ――」

「――黙りなさいよッッッ」

　叫び声とともに、クリスは持っている鞭を振った。

　京一郎を威い嚇かくするように、炸さく裂れつ音おんと衝撃波が響き渡った。

「あのババアの話は関係ないじゃない。そんなの、私には関係ないんだから」

「大切な人なんだろ？　だから、貰もらった眼鏡を今でも大切にしてて……今だって、眼鏡のことを心配して戻ってきたじゃないか？」

「うるさいって言ってんのよッ。私は、勝ち逃げしたあのババアをぶっ潰すために、この国に来たの。眼鏡を持ってるのは、あのババアに叩たたき返してやるためよ……なのに、あの女は――」

　あの人はもういない。

　誰だれがどんなに願ったところで、失ったものは決して戻ってこない。

「よわっちいからいけないのよ、あのババアが。だから、私にやられる前に、吸血鬼なんかにやられちゃったのよ……それが気に入らないだけ。それ以外のことなんか、どうとも思ってないわ」

「クリス……」

「それだけだから、もう何も言わないでくれる。それ以上何か言いたいんだったら、あの女みたいに力ずくできなさいよ。寝転がって、空を見上げるようなことがあれば……話くらいは聞いてあげるわ」

　クリスは背中を向けた。もう、どんな言葉も彼女には届かないだろう。

　だけど最後に一つだけ、京きよう一いち郎ろうはクリスを呼び止め質問をした。

　クリスは顔だけを、こちらに向けた。

「クリス。一つだけ聞きたいんだ。眼鏡をかけているときとはいえ、何でキミは俺おれに名前を聞いたんだ？　それこそ、キミにしたら何の関係もないことだろ」

「そ、それは……」

　答えにくそうにした後、つまらなそうにクリスは言った。

「あなたが……あの女に少しだけ似てたからよ」

　それ以上は何も言わず、クリスは帰るべき方向を見つめた。

「クリス。また、後でキミに会いに行くよ。あの人の代わりに――キミに伝えたいことがあるんだ」

　一いち瞥べつもすることなく、クリスは言葉を返した。

「そう……楽しみにしてるわ。そのときは、その手の平みたいに、醜く焼やけ爛ただれるだけじゃ済まないかもしれないから……覚悟しておいてね」

　クリスの背中が遠ざかっていく。

　その姿が完全に見えなくなると、京一郎は空を見上げた。

『いつかきっと、君のことを必要とする人と出会うと思うから』

　最後の瞬間。蒼あおい十字架をした女性は、京一郎にそう言った。

　あれは、誰だれか特定の人のことを言っていると思ったけど、本当は違った。

　対象は誰でもよかった。

　ただ、自分の力と心で、救える人がいるのなら救えばいい。

　そのために――俺の血はあるのだから。

　京一郎はクリスが消えていった方向を見つめた。

『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』

　ときおり、寂さみしげな顔を見せる彼女に――伝えてあげなければいけないことがあった。



　生徒会室に行く前に、京一郎には、話をしておかなければいけない相手がいた。

　力を振りかざし、言葉を受け付けないクリスと話をするために――あの子の力が絶対に必要だった。

　目的の場所――保健室の前に来ると、廊下で誰だれかを捜している菊きくの姿を発見した。

「あ、京きよう一いち郎ろうさん」

　京一郎と目が合い、駆け寄ってくる。

　どうやら京一郎が菊を捜していたように、菊も、京一郎のことを捜していたようだ。

「どうしたの？　由ゆ良らと沙さ良らは、もう大丈夫なの？」

「時とき村むら由良だったら、もう大丈夫みたいです。なので、あの目つきが悪い人のことは、時村由良に任せることにしました。それより、京一郎さんにお願いがあります」

「なに？」

「あなたの血を……吸わせてください」

　吸血鬼である菊の、突然の要求。その理由はすぐにわかった。

「俺おれの血を吸って、どうするつもり？」

「あの人たちと……教会の人たちと、決着をつけるんです」

　その目と顔が、本気であることを物語っている。

「復ふく讐しゆうのつもり？　そんなことだったら、俺の血を吸わせるわけにはいかないよ。それに、由良もそんなことは望んでないと思うし」

「違います。確かに、私は悔くやしさから、あの人たちに戦いを挑みました。だけど負けちゃって、もっと惨みじめな思いをして……でも、今はそんなことはどうでもいいんです。そんなことよりも、私は――私のために傷を負ってくれた、時村由良のために何かをしてあげたいんです。今のままだったら、教会の人たちは何度でも私たちに戦いを仕掛けてきます。そうならないためにも、一度、強い力であの人たちを黙らせないといけないと思うんです。そうしないと、また……誰かが傷つくことになって、その度に、時村由良は悲しむと思いますから……………私は時村由良に借りがあるんですッ。それを返してあげないと、フェアじゃないです。だから、私は京一郎さんの血が――」

　言い終わる前に、京一郎は菊の肩に手を乗せた。

　小さく華きや奢しやな体は、とてもじゃないが、戦う少女の体には見えなかった。

「鳴なる神かみさん。俺も、キミと同じようにそう思ってる。だから――一緒に戦おう。俺たちは、二人で一つなんだから」

　柄がらにもない京一郎のセリフで、菊は思いっきり照れた顔を見せた。だが、すぐに何かの間違いだといった風に、首を激しく振る。

「きょ、京一郎さんのくせして、格かつ好こつけないでくださいっ。そ、そんな風に……私をドキドキさせるのは、いじわるです……」

　照れ隠しとして、菊は京一郎に抱きついてきた。そのせいで、今度は京一郎が照れてしまった。

「ええっと……ちょ、ちょっとごめん、鳴なる神かみさん。聖シルバーナには後で行くとして、準備したいことがあるから、ちょっと時間を貰もらってもいいかな」

「そ、それだったら、別に構かまいませんけど……」

　そう言っても、菊きくは京きよう一いち郎ろうを放してくれなかった。

　開放されたのは、約一分後。離はなれ際ぎわ、菊が力いっぱい京一郎の体を抱きしめる。

　胸が強く押しつけられて、どうしようもなく気恥ずかしくなった。





「駄だ目めです。今の状況で聖シルバーナ学園に乗り込むなんて、私は許可できません」

　生徒会室。会長専用の席に座ったまま、葵あおいは京一郎を一喝した。

「事情はわかりましたが、それとこれとは話が別です。やりたいことと、できることを混同してはいけません。自身の心情に任せたまま相あい崎さきくんが乗り込んでいったところで、何ができるというんですか？」

　意外なほど真面目まじめな表情で、葵は京一郎にお説教をしていた。ただ、頭に猫耳が乗ったままなので、迫力のほうは全くといっていいほどない。机の上では、デブ猫がのん気に大きなアクビをしていた。

「でも、会長。俺おれは行かないといけないんです。危険なのはわかってますけど、それよりも大事なことがありますから」

「あ、相崎くん……そんな、優秀な男の子みたいな格かつ好こいいことを言って……私の大好きな、一人じゃ何もできない駄目男な相崎くんはどこに行ったんですか？」

「今はちょっとハワイに旅行に行ってるんですよ。それより、会長が止めても俺は行きますから。これは相談じゃないです、報告です。だから、会長には悪いんですけど、何を言っても俺は――ッ」

　誰だれが見ても嘘うそ泣きだとわかる顔で、葵は京一郎を見ていた。途方もなく威厳がない生徒会長の姿に、京一郎は驚くしかない。

「相崎くん……そんな。いつまでも、『私がそばにいないと何もできないんだから』と、思わせていてほしかったのに……ぐすん。そんな格好つける相崎くんなんて嫌いです。いいですもん。猫耳生徒会長はグレて、猫耳番長になっちゃいますから」

「会長……そうやって、ふざけてる場合じゃないでしょ」

　京一郎が注意したことで、葵は真面目な顔を取り戻した。

「そうでしたね。わかりました。そこまで意志が固いのであれば、特別に許可してあげますよ。ただし、一人で行くのは危険ですから、保護者をつけさせてもらいます」

「いえ。それだったら、俺一人じゃなくて鳴神さんが……」

「例の赤毛の吸血鬼さんですか？　それでも一緒です。一年生二人じゃあ、目的を達成する前にやられちゃう可能性がありますからね。よしっ。ここは、一部の青少年から絶大な支持を受けている猫耳生徒会長である私が、相あい崎さきくんの保護者として――」

「それだったらあたしが行くわ。ちょうど、シルバーナに行かないといけない理由ができちゃったのよ」

　声がしたのは、扉の方だった。

　鮮やかな黒髪を見せつけるように、自信満々な態度で四し方ほう堂どう翼つばさが立っていた。

　京きよう一いち郎ろうも、翼とは面識がある。前に由ゆ良らが起こした事件をきっかけに、翼とは知り合いになったのだ。ちなみにそのとき、翼のとんでもない弱点を知ってしまった。

「翼さん……これはこれは、遅いご出勤で。私のお願いでは、もう少し早く来ていただくはずだったんですけど」

「ちょっと野や暮ぼ用ようがあってね。一回家に帰ってたのよ。遅れたことは素直に謝るわ。それよりニャン子。シルバーナに行く相崎くんのお供を探してるんでしょ？　だったら、私が付き合ってあげるわよ」

「翼さんがですか？　それでしたら、何の文句もありませんけど……どうしたんですか？　特別な理由でもない限り、そういうことには絶対に首を突っ込まないのに？」

「大したことじゃないわよ。困ってる後輩を助けてあげようと思っただけよ。ほら、私って、見た目に比例するように中身もいい女だから」

「そうですか。そう仰おつしやるのでしたら、深く理由を尋たずねたりはしませんが……」

　格かつ好こよく、翼は自慢の黒髪をかきあげた。

　自分で言うとおり、その姿は文句なしでいい女であった。

「あ、それより翼さん。私からのプレゼントには気づいてくれましたか？」

「は？　何よプレゼントって？　そんなの私は貰もらってないわよ」

「はい。私のお願いをきいて、休日にもかかわらず学校に来てくださる翼さんのために、普段の登校ルートに、怪しげなＣＤを置いておいたんですけど……気づいてもらえませんでしたか？　翼さんだったら、絶対に拾ってくれると思ったんですけど……気づいてもらえなかったのなら仕方ないですね。次にやるときは、別の方法でいくことにしましょう」

「……」

　格好よかった翼の表情が思いっきり崩れた。

　遠い目をして、恨うらめしそうに葵あおいのことを見ている。

「ぜ、全然気づかなかったけど……ちなみに、中身って何だったの？」

「はい。こちらで寝ているシュナイダーの、エロティックな写真集ですよ」

　机の上で寝ているデブ猫を見つめる翼。目が合ったデブ猫――シュナイダーは、翼に向かって大きくアクビをした。

　不気味なほど深い静せい寂じやく。何も言わず、翼つばさが葵あおいに近づく。すぐそばまで来ると、静寂を壊すように葵にラリアットをかました。

「むにゃッ……な、何をするんですか？　翼さん。私たち、親友のはずでは？」

「うるっさいコラぁッ。あたしがラリアットしたかったからしたのよッ。なんじゃこらぁッ。文句でもあんのッ？」

「も、文句はありませんけど……ぐすん、ひどい。グレちゃいますもん」

　葵にラリアットを喰くらわせると、翼はプンスカ怒りながら扉のほうへと向かっていった。

「ほら、シルバーナに行くんでしょッ。付き合ってあげるんだから、早く準備してよ」

　そして一足先に、翼は生徒会室を出て行った。

　な、何なんだ？　いったい……

　混乱した京きよう一いち郎ろうは、葵に視線を送った。

　葵はすでに立ち直っており、京一郎にいつもの微笑ほほえみを向けてきた。

「まあ、そういうことですので、後は翼さんにお任せします」

「だ、大丈夫なんですか？　四し方ほう堂どうさん、何だか怒ってるみたいですけど？」

「さあ、普段はへっぽこな人ですから。何を考えてるのかなんて、わかるわけないじゃないですか」

　その笑顔を見ていると、性しよう根ねが腐っているマリアベルのことを思い出した。

　この人とあの人。程度は違えど、タイプは同じだ。

「わかりました。だったら、四方堂さんと一緒に行くことにしますけど……」

　本当に大丈夫かな？　俺おれだけが知ってる秘密だけど、あの人、『翼』って名前で呼ばれると、急に大人おとなしくて従順になる変な人なんだよ。まあ、ウブで男に対する免めん疫えきがないってだけで、間違いなく悪い人じゃないんだけど……

　不安がる京一郎に、葵が声をかける。

「相あい崎さきくん。今日話したことの中で、過去に聖シルバーナ学園の人と揉もめたという話は覚えていますか？」

「はい。確か、喧けん嘩かしてわかりあった……そんな話でしたよね？」

　過去を思い出すかのように、葵は意味深に笑った。

「その喧嘩をしたのが、翼さんです。それも、一人で聖シルバーナ学園に乗り込んでいって。大変だったんですよ。当時一年生だった翼さん一人で、教会のメンツを叩たたき潰つぶしちゃって……まあ、それがきっかけで、お互いにかかわらないっていう約束ができたから、善よし悪あしなんですけどね」

「えっ……………あの人が、一人で……」

『――こちらに『漆黒の闇ダークカラー』と呼ばれている人はおりますですか？』

　思い出すのはマリアベルの言葉。『漆黒の闇』というのは、教会側が勝手につけたあだ名だ。だから、こちらにいる人間は、そういうあだ名の人間がいることすら知らない。

　そして、そんなあだ名をつけられた無む茶ちや苦く茶ちやな人は――

　動揺する京きよう一いち郎ろうに、葵あおいは優しく語りかけた。

「相あい崎さきくん。あなたにだけは教えておきますが、私は翼つばささんのことを心の底から信頼しています。だから、あの人が一緒なら――私は安心して相崎くんを送り出すことができます」

「……」

「そして、そうやって私が翼さんを信頼するように、あなたの周りにいる女性は、あなたのことを信頼していると思います。だから相崎くんも、その信頼に応こたえられる男の子にならないと駄だ目めですよ」

「――はい」

「いい返事です。だったら大丈夫だと思いますけど、最後におせっかいとして、お姉さんがアドバイスをしてあげましょう」

　もったいぶるように、葵は軽く咳せき払ばらいをした。

「力なき正義は戯たわ言ごとでしかありません。ですが、正義を振りかざして力を使うのは暴力と何も変わらず、何の価値もありません。いいですか、相崎くん。大切なのは心です。力は、それを伝えるための手段でなければいけませんよ。なぜならあなたは――物語の結末を塗り替えられるほどに、濃くて紅あかい血を持っているんですから」

「はい。わかってます。わかってるから……俺おれは、あの子に会いに行こうと思うんです」

　真剣に答える京一郎を見て、葵は嬉うれしそうに笑った。

「そうですか。だったら、この件は相崎くんに一任します。頑張ってくださいね」

　そこでやり取りが終わる。微笑ほほえむ葵に見送られ、京一郎は生徒会室を出て行った。

　廊下には翼が立っていた。

　窓枠に背中を預け、腕を組んで偉えらそうにしている。

「話は終わった？　まったく、先輩後輩とはいえ、男と女が二人っきりで同じ部屋にいて、なにやら熱心に話をしてるなんて……ああもう。どうなってるのかしらね。この国の若い奴やつらは。あたしが若い頃ころは……って、今も充分若いけど。それより、男女が密室で二人っきりって……変な想像するなってほうが無理で……まったくもう。むにゃむにゃゴニョゴニョで……ハッ。ちょっと待って相崎くんっ。あんたもしかして、ニャン子が馬ば鹿かなのいいことに、変なお願いとかしたんじゃないでしょうね？」

「……………するわけないじゃないですか。そんなこと」

「あ、そう？　だったら、いいんだけど……」

　体てい裁さいを整えるため、翼は自分の髪をかきあげた。

　京一郎の彼女を見る目には、未いまだに疑惑の念がこもっていた。

　教会のメンツを一人で叩たたき潰つぶした？　この人が？　ウブで純情なくせして、煩ぼん悩のうと欲望だけは人一倍強いこの人に、そんな力があるとは思えないけど……

「四し方ほう堂どうさん。ある意味、当然の質問なんですけど……どうして聖シルバーナ学園についてきてくれるんですか？」

「えッ？」

「え？　じゃないですよ。申し出は嬉うれしいんですけど、四方堂さんにとったら何の得にもならない話ですよ。会長も言ってましたけど、四方堂さんはそういう面倒ごとに首を突っ込むタイプには見えないですし」

「そ、それはまあ……あたしにもあたしの理由があって……」

「よかったら聞かせてくださいよ。善意でついて来てくれて、それで怪け我がとかされたら俺おれも申し訳ないですし……後輩の面倒を見るってだけの理由だったら、四方堂さんが無理する必要なんてないですよ」

「そ、それはねえ……だから、あの……ちょっとまあ、こっちにも理由ってものがあって」

　何かを隠している。

　翼つばさの態度からそれを察した京きよう一いち郎ろうは、翼にのみ通用する魔法を使うことにした。

「翼――何か隠してるな？　何を隠してる？　何で、聖シルバーナ学園に行こうとしてるんだ。隠してないで言えッ。翼ッ」

　男である京一郎に名前を呼ばれたことで、翼の背せ筋すじがピシッと伸びた。

「は、はいっ。だんな様……実は、あの学校の奴やつらに喧けん嘩かを売られまして、それでちょっと不覚を取っちゃいましたから、それの仕返しに行こうと思って………………」

　魔法は数秒で解ける。

　屈くつ辱じよくで顔を赤くした翼が、ツカツカと京一郎に歩み寄ってくる。

「何させてんのよッ」

　いつもの偉えらそうな態度で、翼は京一郎の頭に手しゆ刀とうを振り下ろした。

「い、痛いですよ。四方堂さん。それより、仕返しのために聖シルバーナ学園に行くって……そういう理由だと、いつまで経たっても争いが終わらないから、困るんですけど」

　先ほどの失態を打ち消すために、翼は普段よりも大げさな態度で髪をかきあげた。

「いいのよっ。あたしが仕返ししたいからするの。教会とか吸血鬼とか、そんなの全部関係ないから。相あい崎さきくんは黙ってあたしについてくればいいのよ」

　そう言って、翼はもの凄すごく偉そうな顔で、思いっきり胸を張った。

　だ、大丈夫かな。この人を連れて行って……

　叩たたかれた頭を押さえながら、京一郎はそう思った。

　その後。菊きくと合流し、全すべての準備が整う。

　赤毛と黒髪の吸血鬼と共に。

『赤の極点クリムゾンブラツド』という特殊な血も持つ少年――相崎京一郎は出かけていった。



    

  
    
      
４　「獅し子しが見上げた蒼あおい空」



「あららのら。もうっ。来ないでくださいって言ったでございますよ」

「すみませんね。それよりも、大切な用事があるもんですから」

「はあ。どんな用事か知りませんけど、ボコボコにされて泣いて帰るよりはマシだと思うでございますよ」

　歩いて三十分程度の近場にあるため、聖シルバーナ学園にはすぐにたどり着くことができた。

　学園の正門には、天気がいいのに傘を携帯しているマリアベルが立っていた。

　京きよう一いち郎ろうの姿を発見すると、呆あきれた顔で小言を口にした。

「マリアベルさんは、何でこんな所に立ってるんですか？」

「クリスさんの命令でございますわ。アイサキって名前の男性が来るかもしれないから、ここで見張ってろって言われたのでございますわ。わたくしとしては、「あんなに暴れておいて、来るわけねーじゃん。バーカ」と思っていたのでございますが……クリスさんのほうが正しかったみたいでございますね――で、そちらのお二人は、クリスさんに捧ささげる生いけ贄にえでございますか？」

「仲間って言ってくださいよ」

「大して変わりませんでございますわ。結局、クリスさんの暇つぶしとして、ボコボコにされちゃうだけでございますから」

「そうはいきませんよ。俺おれはクリスと話をするために来たんですから」

「そうは仰おつしやいますが、先ほども申したとおり、吸血鬼では絶対にクリスさんには勝てないでございますよ。何しろ、『血の共鳴ブラッドシンパシー』が効かないのですから、そちらとしては何も――」

「――もういいじゃない。何話したって解決しないんだから。そんなことより、あたしたちは殴りこみに来たのよ。だからさっさと、そっちの一番強い奴やつを出しなさいよ」

　京一郎とマリアベルの話に割って入ってきたのは、もちろん翼つばさだ。

　敵地だというのに、翼は全く緊張することなく堂々としている。それと比較すると、菊きくは黙ったまま、ほんの少し緊張しているようだった。

「あら、そちらのお方は……植え込みに突き刺さったお尻しりは、大丈夫でございましたか？」

「おかげさまでね。とにかく、無駄な話し合いをする気はないから。早く案内してくれない？」

「……そうでございますか？　わたくしとしては、やめておいたほうがいいと思うのでございますが……仕方ありませんね。クリスさんは待っていたようでございますから、言われたとおりご案内いたしますわ」

　渋しぶ々しぶといった顔で、マリアベルは京きよう一いち郎ろうたちを連れ、校内へと歩き出した。

　初めて足を踏み入れる学校の風景は新鮮だった。あそこが自分たちの学校とは違うなどと、意識せずとも見比べてしまう。

　予想通り、教会が母体となっている感じの風景だった。だが、特にこれといって異質な物があるわけでもなく、とてもじゃないが『親衛騎士団インペリアルガード』などという存在を育成している施設には見えなかった。

　歩いた末、噴水の前までたどり着く。

　立ち止まったマリアベルは、奥のほうに見える聖堂のような建物を指差した。

「クリスさんはあちらにおりますでございますわ。ただ、あちらに向かわれる前に、一つ条件をクリアしてもらわないと困りますでございますわ」

「条件？」

「はい。それは――」

　どこからともなく、黒いブーツを履はいたアリスティアが現れた。

　その雰囲気から、待ち伏せしていたのは間違いないようだ。

「わたくしとアリスティアさん。二人を倒してからでないと、クリスさんには会えないでございますよ」

「ここを通りたければ俺おれを倒していけ――って、やつですか？」

「そういうことでございますわ。まあ、これくらいはできないと、クリスさんに会っても瞬殺されるだけでございますから」

　そう言って、マリアベルは能天気な顔をして笑った。

　……まいったな。ここでこの二人と戦うことは予定してなかった。断っても無理やりってことになるんだろうけど……クリスと戦う前に、鳴なる神かみさんを消しよう耗もうさせたくないからな。

　切り札は、一番大切な場所で使うからこそ意味がある。だからこそ、この場面で使うわけにはいかない。

　思案する京一郎の服を菊きくが引っ張る。彼女は無言で、「私なら大丈夫です」と訴えていた。

　鳴神さん……………よし。だったら、ここで鳴神さんに俺の血を――

　その思考を遮さえぎったのは、自信満々な翼つばさの声だった。

「いいわよ。あたしが相手してあげるから、相あい崎さきくんたちは先に行ってなさい。それに――あたしが用があるのは、この二人なんだから」

　堂々と胸を張る翼を、アリスティアは見み下くだしたように笑った。

「誰だれか来るようであれば、ここで迎え撃てとクリス様に言われたが……ふっ。来たのは、口だけの黒髪と威勢だけの赤毛か。何度やっても懲こりないところを見ると、吸血鬼というのは相当馬ば鹿かな生き物のようだな」

「あらら、言ってくれちゃって。知らないわよ。後で泣くことになっても」

　翼つばさはやる気満々のようだった。

　どうやら翼が言っていた仕返し相手というのは、この二人で間違いないようだ。

「あ、あの、四し方ほう堂どうさん」

「うん。どうしたの？　あたしに遠慮しないで、相あい崎さきくんたちは先に行きなさいよ」

「いえ、それは有難いんですけど……四方堂さん一人で大丈夫なんですか？　四方堂さんは知らないかもしれませんけど、あの二人はどっちもそれなりの実力者なんですよ。それぞれ、黒いブーツと傘を武器にして……コンビネーションも使ってきますし、一人じゃ厳しいと思うんですけど」

　京きよう一いち郎ろうにすれば、それは精一杯の助言であった。そんな助言を、翼はどこ吹く風で、さらりと受け流した。

「大丈夫よ。核兵器さえ持ってなければ何とかなるから。それに、ああいう人間にはちゃんと教えてやらないといけないのよ」

「何をですか？」

「いくつ集めて何をしようが――ガラス玉じゃダイアモンドには勝てないってことをね」

　当然のことのように、翼は胸を張って言い切った。

　呆ぼう然ぜんとする京一郎。もはや、心配するのが馬ば鹿からしくなった。

「……わかりました。じゃあ、ここは四方堂さんに任せます。鳴なる神かみさんっ」

「はい」

「あっちの聖堂まで走るから、ついてきて」

「わかりました」

　アリスティアとマリアベルの隙すきを突き、京一郎と菊きくが走り出す。後ろを振り返ることはない。そして誰だれにも邪魔されることなく、京一郎たちはこの場を脱出することに成功した。



　いいなぁ……あたしも、あんな風に男に連れられて走ってみたいな。

　走り去っていく京一郎と菊を見て、翼はそんな嫉しつ妬とをした。しかし、そんな場合ではないので、すぐに気持ちを切り替える。

「追いかけないの？　まあ、追いかけたところで、あたしが邪魔するんだけど」

「ふっ。あの程度の吸血鬼でも、クリス様の暇つぶしにはなるだろう。ここで私が全員倒したところで、クリス様が退屈なさるだけだからな」

　アリスティアのセリフを聞き、マリアベルが笑う。

「そんなこと言って、本音は暴れてるクリスさんを見たいだけでございますわ」

「まあ、その点も否定はしないがな……まあいい。クリス様のお姿を見に行くために、この前座はすぐに終わらせるぞ」

「はーい。やる気はないけど了解しましたでございますわ」

　アリスティアが前に出ることで、戦いが始まった。

　ステップを踏みつつ、慎重な様子でアリスティアが距離を詰めてくる。翼つばさは、それを余裕溢あふれる態度で眺ながめていた。

「はっ。何をするつもりか知らないけど、その程度のレベルじゃ話にならないわよ。そんな動き、強くて格かつ好こいいあたしには止まって―――――あら何も見えない」

　慎重に動くアリスティアを囮おとりにし、マリアベルが神速の動きで距離を詰め、翼の目の前で傘を開く。

　それにより翼の視界が、傘一色に染まってしまった。

「バカがッ。お前はここで寝ていろ」

　その隙すきを突き、今度はアリスティアが神速で動き、翼の頭めがけて蹴けりを放った。

　抜群にして最速のコンビネーション。誰だれが相手でも、この攻撃を避よけることはできない。

　ただ、四し方ほう堂どう翼を除いては――

「何度も言うのは好きじゃないから、一回聞いただけでちゃんと覚えなさいよ」

　顔に蹴りが当たる瞬間。翼はセリフを口にしながら、自分の体を一回転させた。蹴る方向に合わせたことで、アリスティアの攻撃は空を切る。翼はその勢いを殺すことなく、再び正面を向き蹴りを放った。

「な……に―――――」

　蹴り足は、アリスティアの顔に当たる直前で止まっていた。

　優雅にして洗練された蹴り技を得意とするアリスティアにとって、それは屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

　いつも能天気な顔をしているマリアベルも――その光景に言葉を失っていた。

　一瞬で二人を黙らせた翼は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくな顔で笑った。

「わかる？　いくつ集めて何をしようが、ガラス玉はダイアモンドには勝てないの。今からそれをあんたたちに教えてあげるから。ちゃんと覚えなさいよ」

　そしていつもと同じ。偉えらそうな顔と態度で、翼はそう言った。





　聖堂の扉にたどり着き、京きよう一いち郎ろうと菊きくは足を止めた。

　異質な雰囲気が扉越しに伝わってくる。目的の獅し子しは、間違いなくここにいるようだ。

「鳴なる神かみさん。あらためて聞くけど、覚悟はいい？」

　京一郎の言葉を受け、菊は真剣な顔で頷うなずいた。

「はい。覚悟はできてます。勝てないかもしれませんけど……二度と、あの人たちが吸血鬼を襲おうと思わなくなるくらいのことは、やってやるつもりです」

　その瞳ひとみには、偽りのない覚悟が宿っていた。

　何かを気づかせてくれた時とき村むら由ゆ良らのために、鳴なる神かみ菊きくは戦うつもりだ。

「そう。なら大丈夫だと思うけど……条件は、前のときと同じだ。俺おれはキミに血を与える。だからキミは、俺のいうことを一つだけ聞くんだ」

「わかりました。その条件で私は構かまいません」

「よし。だったら、俺の血を――」

　急に、菊の顔が赤くなってしまった。威勢の良さが失われ、モジモジした女の子の顔を見せる。

　京きよう一いち郎ろうを噛かむ前の菊は、いつもこんな調子だった。

「だ、大丈夫？　鳴神さん」

「は、はいっ。そ、そんなの、全然緊張してませんけど……………あ、あんまり、見ないでくださいよ。い、いじわるなことして、私に恥ずかしい思いをさせるのは、駄だ目めなんですからね……」

　若干うつむき、上目遣いで、菊は京一郎に釘くぎを刺してきた。と言われても、特に辱はずかしめる気持ちがない京一郎は、どうすることもできない。

「そんなことする気はないけど……まあいいや。それじゃあ、俺の血を吸ってくれ」

　京一郎は、ポケットに忍ばせておいた小さな刃物を取り出した。それを使い、自身の指先に傷をつける。

　傷ついた京一郎の指先から、溢あふれるように赤い血が落ちてきた。

「あっ……」

　それを見た瞬間。菊の顔が溶とけたように甘くなる。その表情と雰囲気は、発情している動物のようだった。

　吸い寄せられるように、菊は京一郎の手を取った。

　そして、赤く染まった顔のまま、愛いとしそうに口を広げ――甘く京一郎の指を噛んできた。

「あ……あ……あふ。ふぁ……あう……ぺちゃ……………」

　舐なめているのか、噛んでいるのか。それとも吸っているのか。

　受身になっている京一郎には、それがよくわからなかった。

「はぁ、はぁ……あむ。ちゅっ……」

　舌先で舐める感じが、指を通じて伝わってきた。

　鳴神さん……俺を噛んでるとき、凄すごい顔するんだよな。こんな、直視できないような女の子の顔して……………だ、駄目だ駄目だっ。考えるな。やましいことしてるわけじゃないんだから。

　そう思っても、意識せずにはいられなかった。

　上気した頬ほお。潤うるんだ瞳。

　荒れた呼吸。温かくて柔らかい唇くちびる。

　全すべてが――男を誘う雌めすの道具になっていた。

　そうやってしばらく時間が経たった後。やっとのことで、菊きくは咥くわえていた指を放した。

「ふぁ………あ、あ……」

　思ったとおり、噛かみついた後の菊は放心していた。素早く元に戻したかった京きよう一いち郎ろうは、緊急手段として、菊のほっぺを挟はさみ込むようにして叩たたいた。

「むにゅ」

　叩かれた菊の唇が尖とがる。衝撃を受けたことで、菊の調子が元に戻った。

「な、何するんですか？　仮とはいえ、私たちは恋人なんですよ。そんな恋人の顔を叩くなんて酷ひどいじゃないですか」

「こうしないと、鳴なる神かみさんは元に戻らないだろ。ほら、急いでるんだから早く準備して」

「ぶう……そんな言い方しないでも、少しくらいは余よ韻いんに浸らせてくれたって……」

「え？　何か言った？」

「いいえっ。何も言ってません。ふんッ。京一郎さんのいじわる。バカ……嫌い……………ですもん」

　怒っているようだが、今はそんなことを気にしてる状況ではなかった。

　まだ、最後の仕上げが残っている。



    

  
    
      



    

  
    
      　ふてくされた表情のまま、菊きくは吸血鬼としての力を使い、自身の武器である赤い羽は衣ごろもを創つくりだした。

　吸血鬼の血が、体が――紅あかい世界の姫君へと昇華するための準備を始めた。

「鳴なる神かみさん。ちょっと、俺おれの話を聞いてほしいんだけど」

「何ですか？　わ、私に恥ずかしい思いをさせるつもりですか……そ、そんなの、恋人同士だからって……………ちょっとだけ、早すぎるような気が……」

「そうじゃなくて――クリスと戦うための作戦を聞かせたいんだ。それさえできれば、たとえ『血の共鳴ブラッドシンパシー』が効かなくても、あの子に勝てるはずだから」

「さ、作戦？」

　意外そうな顔をする菊に、京きよう一いち郎ろうは作戦を告げた。





「ちょっとやりすぎちゃった？　ごめんね。クリスティーナが本気出してるみたいだから、あたしもついやる気になっちゃって」

　いつものように、あの女に挑み、負けて……私は空を見上げていた。

　どうしようもなく蒼あおい空が、たまらなくむかついた。

　いつものように、あの女は倒れている私に話しかけてきた。

　むかつくから、全部無視してやった。だけど気にすることなく、あの女は自分の気持ちを私に聞かせた。

「戦うためだけに生まれて、育てられてきたなんて……そんな悲しいこと言わないでよ。戦うためだけに生きてる人間なんていないわ。みんな、もっと大切なもののために生きてるんだから」

　そんなことない。

　私は戦うことしか知らない……そしてそれ以外のことなんて、誰だれも求めていない。

「クリスティーナは素直じゃないのよ。だから、もっと素直になったほうがいいわ」

　何言ってるのよ。私は、いつでも素直に生きてる……素直に生きてるから……誰も、私の相手なんてしてくれない。

「難しいことじゃないのよ。ほんの少し素直になって、ほんの少し優しくすればいいだけ。ただそれだけで、あなたが欲しがってるものは手に入ると思うわ」

　欲しいものなんてない……あるとしたら、この退屈と渇かわきを埋めてくれる敵てきだけ……私は、暴れることしか知らないんだから……だから、そのために必要なもの以外……

　欲しいと思ったことなんて……

「大丈夫よ、クリスティーナ。私は君の味方だから。だから――戦うことで、自分を満たすなんてことはやめなさい。求めていたものは、私が与えてあげるから」

　……わからないのよ。

　私が求めてるものなんて……私にだって、わからないんだから……

　戦っていれば……いつか、誰だれかが私にくれるって思ってたものが、何なのか……

　私にだって、わからないのよ……

「ねっ。だから大丈夫よ。クリスティーナ。だって、私とあなたは――――」



　そこで、クリスは目を開けた。

　校内にある聖堂。その中にある祭壇で、クリスは目を閉じて昔のことを思い出していた。

　後方には十字架があり、その更に後ろには、色鮮やかなステンドグラスが飾られている。正面には、百人から二百人程度の信者が座れる席があった。

　とても静か。

　クリスは、祭壇の上にある、自分の眼鏡を指で突ついた。

「……ふん。馬ば鹿かな女。偉えらそうなことだけ言って、勝手にいなくなって……………バーカ。いなくなったって、私は何も困らないのに……」

　呟つぶやく声の調子が低いことに、クリス自身、気づいていなかった。



　――――――何の予告もなく、世界が紅あかく染まった。



「ああ、敵てきが来てくれたんだ」と思い、クリスは正面にある扉を見つめた。

　開けて、中に入ってきたのは――

　焔ほのおのように赤い霧を纏まとった、緋あかい瞳ひとみの吸血鬼と、

　あの女に似た雰囲気を持っている、あの少年だった。





　聖堂の奥にある祭壇の向こうに、クリスは立っていた。

　姿は、「月狂いの獅子ルナテイツクレオ」と揶や揄ゆされる、恐ろしくもあり美しいあの姿だ。

　京きよう一いち郎ろうたちの姿を視認すると、愉ゆ悦えつ交じりの顔で笑った。

「よかった。ちゃんと来てくれたのね。ここに来たら、どんな風に躾しつけてやろうかって考えてたの。よかった。それが無駄にならないで」

　相変わらず――狂気を含んだ、強つわ者ものの立ち姿をしていた。

「それより……そっちのメスブタ。吸血姫レイブラツドなの？　話で、教会の連中に聞かされたことがあるけど……実物を見るのは初めて。どうやったの？　そこまで血を高めるには、数え切れないくらいの血を吸わないといけないはずなのに」

　隠すことなく、京一郎は答えた。

　目的は戦って勝つことではない。隠し事をしたら、逆に目的が達成できなくなる。

「俺おれの血を吸わせたんだよ。吸血鬼に力を与える真紅の血――『赤の極点クリムゾンブラツド』を」

「クリムゾンブラッド……何それ？　生まれてからずっと教会にいるけど、そんなの一度も聞いたことないわ」

「神じん愛あい学がく園えん選抜校区に通う生徒は、ほとんど全すべてが女子で、吸血鬼だ。だけど、ほんのわずかにしろ、俺みたいに男もいる。その理由を考えたことはないか？　吸血鬼だけがいればいい場所に、どうして吸血鬼とは関係ない男の俺がいるのか？　その理由が答えだよ」

「……ふーん。なるほど、そういうこと。男のほうは、吸血鬼に力を与える特殊な血を持ってるっていうことね」

「そういうことだ。そしてその血を吸って、この子は吸血姫レイブラツドと呼ばれる存在になった。どうだクリス。吸血姫相手じゃ、不足か？」

　静かに小さく、だけど底知れぬ怖さを含んだ、クリスの微笑だった。

「全然。嬉うれしいくらいだわ。こんな、滅めつ多たにお目にかかれない高級なメスブタを用意してくれて。最高に嬉しいわ。だから、今日は――最高の気分でいられそう」

「クリス……」

「わかってるわよね、アイサキ。今更、話があるなんてのはナシよ。言いたいことがあるなら、力で私をねじ伏せてから言いなさい。あの女が……そうしたように」

　歩み出たのは、瞳ひとみの色が緋あかく変わり、牙きばが伸びた菊きくだった。

　赤い羽は衣ごろもを身に纏まとい、動くたびに焔ほのおのような赤い霧が揺れる。

「京きよう一いち郎ろうさん。あなたとの約束は守ります。あの人を――私が力で叩たたき潰つぶしてあげます」

　受けて、月の光のように美しい金髪を持った少女は、武器である鞭むちを構かまえた。

　纏った雰囲気は、月の光を浴びて狂くるったかのような狂気だった。

「最高の気分……ねえメスブタ、お願いよ。私を、退屈させないで」

　二人の少女の想おもいが弾はじける。

『緋ひ焔えんの吸血姫』

『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』

　吸血鬼の究極と――

　教会の最高――

　二人の少女の、誇りを賭かけた戦いが始まった。





　圧倒的だった。

　あまりにも強すぎて、どうすれば差が埋まるかなど、考える気にもならなかった。

　それくらい、その戦いは一方的だった。

　正面から、アリスティアが蹴けりを放つ。

　絶対に当たると確信して放ったにもかかわらず、蹴り足が翼つばさの体に触れることはない。通り抜けたと錯さつ覚かくするくらいギリギリの距離で、翼はその蹴りをかわした。

「どうしたの？　そんな攻撃じゃ、虫一匹も殺せないわよ―――――って、あれ？　どこいった？」

　踊るように、アリスティアの攻撃をかわした翼。調子に乗って半回転したせいで、アリスティアたちに背中を向けることになってしまった。

「おほほほほ。いただきでございますわ」

　その隙すきをついて、マリアベルが傘の先っぽで翼のお尻しりを突つつく。当然、翼は悲鳴を上げて、その場で飛び上がった。

「何すんのよッ」

　振り返ると同時に、マリアベルの頭を思いっきり殴りつける。頭を殴られたマリアベルは、フラフラと後ろに下がった後、コテンとコケてしまい動かなくなった。

「チッ」

　舌打ちを交え、アリスティアが顔面蹴りを放つ。

　翼は隙だらけで、真面目まじめに戦っているような素振りは欠片かけらもない。

　今度こそ――

　この攻撃こそは――当たるはずだった。

　アリスティアの邪魔をするように、顔の前を何かが飛ぶ。

　それは、赤い蝶ちよう。

　翼が創つくりだした赤い蝶が、攻撃の邪魔をするために、アリスティアの眼前を飛んでいた。

「クッ。邪魔――ッ」

　視線を外したのは、ほんの一瞬だった。

　その一瞬を見逃さず距離を詰め、翼がアリスティアの腕を掴つかむ。そこから、初めて体験する不思議な投げを喰くらい、アリスティアの体が地面を転がった。

　投げられたが、ダメージ自体はほとんど受けていない。

　理由は簡単だった。

　翼が、手加減して投げてくれたからだ。

　それがわかるからこそ――屈くつ辱じよくが倍増し、恥ち辱じよくが心を侵し尽くす。

　最高の屈辱と恥辱を同時に味わいながら、アリスティアは膝ひざを屈していた。

　その正面で、数匹の赤い蝶が舞っている。

　その中に――四し方ほう堂どう翼は立っていた。

　教会に住む神でさえ、見み惚ほれてしまいそうな立ち姿で。

　何なんだ？　この女はいったい、何者なんだ……なぜ、本気でやっている私が、手も足も出ないでやられている？　なぜ吸血鬼ごときが、こうも圧倒的な力を持っている？　どういうことだ？　なぜ……………正義である私たちが、こうも無ぶ様ざまな姿に……

　翼つばさとの戦いは、この展開を延々と繰り返しているだけのものであった。

　何をしても軽くあしらわれ、それ以上の力を見せつけられる。こちらが出せる限りの能力、戦術を駆使しても――相手は、ふざけ半分でそれを跳ね返してしまう。

　体よりも先に、心が砕くだかれてしまう戦い。

　認めたくなかった。だが、どうしようもない事実として――

　赤き蝶ちようを使役する吸血鬼は、自分たちよりも圧倒的に格上だった。

　パートナーであるマリアベルは、倒れたまま一切動こうとしない。できる限り気配を殺し、地面と同化していた。

「おい、マリアベル。まだ動けるのか？」

「……返事がない。屍しかばねのようだ……………と、いう状態でございますので、話しかけても無駄でございますわ。死体は戦うことができないでございますから」

「それだけ話せれば、まだ動けるだろう？　立て。動けるのであれば、立って戦え。あんな吸血鬼風ふ情ぜいに……ここまで完かん璧ぺきにやられて終われるかッ」

「だったら、ザオラルかザオリクでもかけてほしいでございますわ。わたくし、今は死亡状態でございますから、戦ってほしいのであれば蘇そ生せい魔法の一つや二つでもかけてほしいでございますわ。まあ、アリスティアさんは覚えていないでございましょうけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「くっ。この役立たずが……ニフラムでもかけられてろッ」

「ぎゃあ～。死体に浄化魔法なんか使ったら、消滅してしまうでございますわぁ」

　ビクビクッと体を震わせると、マリアベルはそのままバタリと倒れ、動かなくなってしまった。

　もう、戦力として期待するのは無理だろう。

　くそ。こんな、クリス様に付き合って覚えたゲームの話で遊んでる場合か。そんなことよりも、今は……………

　アリスティアは顔をあげ、優雅に佇たたずんでいる翼つばさを見つめた。

　目が合った翼は、余裕溢あふれる顔で笑った。

「どうするの？　まだやるの？　ここまでだったら、あたしの教育ってことで済むけど、これ以上やるんだったらイジメになっちゃうわよ。あたし、自慢と同情とイジメは嫌いだから。そんなことさせないでよね」

　奥歯を噛かみしめながら、アリスティアは立ち上がった。

　いつも他人を見み下くだしてきたアリスティアである。当然、こんな風に見下されるなど、彼女のプライドが許すわけがない。

　しかも、相手は吸血鬼だ。

　忌いみ嫌きらい、見下し……教会の敵てきと教え込まれてきた、不浄な生き物。

　見下されて、何も感じないわけがない。

「ふざけるなッ。まだやるに決まっているだろう。私は、教会の人間で……誇り高き、『親衛騎士団インペリアルガード』になる者なんだぞ。それが、それが……お前らのような、吸血鬼ごときに負けられるわけがないだろうがッ」

　誇りと意い地じを胸に、アリスティアは自身を奮ふるい立たせ、立ち上がった。

　そんなアリスティアの姿を見て、翼は呆あきれたようにため息をついた。

「なんだ、その程度か」。そう言っているように見えた。

「はぁ。相変わらず、シルバーナの世間知らずたちは」

　真まっ直すぐ、こちらの瞳ひとみを見つめてくる。その視線に、後ろめたさなどは塵ちりほどもない。

「んじゃ聞くけど、あんた、吸血鬼の何を知ってるっていうの？」

「何だと……」

「吸血鬼が何を考えて、何を思って、何で苦しんでいるか……あんたは考えたことあるの？　そうやって苦しんでる吸血鬼を、あんたは実際にその目で見たことがあるの？」

「そ、それは……」

「ほら、ないでしょう？　そりゃそうよね。あんたたちは教会の操り人形で、教会にとって都合のいい教育しか受けてないんだから。そんな人間に、吸血鬼の真実なんてわかるわけないじゃない」

「……」

「さっきから、さも当たり前の顔して、自分たちは正義で吸血鬼は悪だって決めつけてるけど……それは誰だれが決めたの？　そっちが勝手に決めたんでしょ。それをあんたは何も考えずに信じて、何も考えずに実行してるだけでしょう？　そんな自分の意思もない奴やつが、あたしに勝てるわけないじゃない。あたしを誰だと思ってんのよ、まったく」

　……何なんだ、この女は……

　こんなにも自信溢あふれる女を、アリスティアは見たことがなかった。

　周りにいる人間は――自分と同じように――教会に教えられたことを実行するだけの連中だった。その中で、自分は優秀な成績を残し、人の上に立つことができた。

　それが正しいかどうかなど、一度も考えることなく――

　その中で出会った強烈な個性が、クリスティーナ・ブランシュだった。何にも縛しばられず、教会の人間でありながら、教会のルールなどまるで気にせず暴れ狂くるう姿に、自分は心を奪うばわれた。

　一生を捧ささげたとしても、手に入れることができない何かを、クリスは持っていた。

　だから敬い、愛し……あの人のために行動したいと思うようになった。

　今目の前にいる女は、それに匹敵するだけの光を放っていた。

　だが、認めることなどできない。

　教会の人間であるクリスならともかく、敵てきである、吸血鬼だけは――

「黙れ。自分の意思なら、私も持っている……私はクリス様のために戦ってるんだ。教会のいうことしか聞かない……他ほかの連中と一緒にするなッッ」

「ほら。今度はその、クリス様っていう人のせいにしてる。だからあんたは格かつ好こ悪いのよ。クリス様が望む望まないなんてどうでもいいじゃない。肝心なことは、あんたがどうしたいかっていうことなんだから。自分の行動でしょッ？　だったら、都合が悪くなっても人の名前なんか出さないで、「私がやりたいからやるの。邪魔するんだったらぶっ飛ばすわよ」っていう気持ちを見せなさいよ。あんたの人生でしょ？　最後の最後まで、自分の責任でやっていきなさいよッ」

「……………」

　……ちっぽけで脆もろい、心の中にある何かが、強い力で壊されたような気分だった。

　何の反論もできない。する気にもならない。

　どうすることもできない敗北感に包まれ、アリスティアは立っているのがやっとだった。

　いつも、何かに依存していたような気がする。

　いつも、導いてくれる誰かを求めていたような気がする。

　いつも……自分以外の何かを理由にして、生きてきたような気がする。

　そうやって積み上げてきたものの中身は、いつも空っぽだった。

　それを見透かされた。もう、戦う気になどならない。

　だけど、このまま素直に、負けを認めるわけにはいかなかった。

　アリスティアに残された最後の意い地じが、自分から負けを認めることを許さない。

「……お前、名は？」

「あなた様のお名前は何なのですか？　でしょ。そんな偉えらそうな聞き方じゃ、心の狭い人間は教えてくれないよ。でも、まあいいわ。あたしは心の大きないい女だから。そんな聞き方でも教えてあげる」

　翼つばさは胸に手を当て、誇り高く自らを名乗った。

「四し方ほう堂どう翼よ。あんたが出会った最高の女の名前だから――死ぬまで覚えてなさい」

　シホウドウ、ツバサ……

　心の中で復唱すると、アリスティアは残された力の全すべてを使い、翼に向かっていった。

　絶対に勝てないと、わかっていても――

　アリスティアが放った蹴けりを、翼は踊るように受け流した。

　今までの展開と全く一緒。隙すきだらけになったアリスティアの体を、翼が掴つかむ。そこから、お手本のようにきれいなフォームで、翼はアリスティアを投げ飛ばした。

　何度も味わった屈くつ辱じよく。

　だが、今回だけは全く悔くやしくなかった。

　地面に寝転んだまま、空を見上げる。すぐ近くで、噴水が吹き出ている音が聞こえた。

　翼が創つくりだした赤い蝶ちようが、アリスティアの体にとまる。

　体に触れると――それは赤い霧になって消えてしまった。

「それじゃあね。縁があったら、また会いましょう。それまで、顔くらいは覚えててあげるから」

　そんな言葉を残し、翼は立ち去っていた。

　不思議と、気分が良かった。

　翼の赤い蝶と一緒に、心の中にあったいらないものが、全て消えていった。

　それを自覚すると、笑いが出そうなくらい――体と心が軽くなった。



　お、終わったようでございますわ。あー、危なかった。トキムラという方以外に、あんな強い人がいるなんて、聞いてなかったでございますわ。あの黒髪から察するに、多分、あの人が『漆黒の闇ダークカラー』と呼ばれてる人でございますわ。アイサキさん、そんなあだ名の人は知らないって言っておりましたのに……本番になると、ちゃっかり助すけっ人ととして登場させるなんて、人が悪いでございますわ。まあ、賢いわたくしは、死んだふりでこの場を上う手まく切り抜けましたが……あのアホ、じゃなかった、アリスティアさんは大丈夫でございましょうか？　何だかお説教されておりましたが、あの人、わたくしと違って、あまり怒られたことがないはずでございますが……

　復活したマリアベル（正確にいえば、死んだふりをやめただけ）は、辺りを確認し安全を確認すると、腹はら這ばいのまま、アリスティアに近づいていった。

　マリアベルに気づいているはずだが、アリスティアは何も反応しない。何にもない空を見上げ、ぼうっとしている。

「アリスティアさん。大丈夫でございますか？　最後に華か麗れいに投げられていましたが、頭とかを強く打ったりはしておりませんか？　怪け我ががあるようでしたら、わたくしがザラキを唱えてあげますでございますけど……」

「……即死させてどうする。いや、大丈夫だ。ちょっと、考え事をしていただけだ」

「こんな所に寝転がってでございますか？　本当に、頭のほうは大丈夫でございますか？」

「大丈夫だと言っているだろう。こんなときにしか、考えられないことがあるんだ。それをただ……考えていただけだ」

「はあ、そうでございますか」

　アリスティアが体を起こす。翼つばさに何度も投げ飛ばされ、心も体もズタボロにされたはずなのに、見せる表情に悲ひ愴そう感かんはない。

　吹っ切ったように清すが々すがしい顔で、アリスティアは翼が歩いていった方向を見つめていた。

「シホウドウ、ツバサ……………はぁ。吸血鬼の中にもいるんだな、ああいう女が……」

　ため息混じりに呟つぶやく姿は、恋する乙女のものだった。

　あ～あ、駄だ目めだこりゃ。この人、あんなにもボコボコにされたのに、シホウドウって人に惚ほれちゃったみたいでございますわ。本当に、エリート育ちの人は単純で人生経験が足りなくて……同じ学校にいるクリスさん相手でも無理だっていうのに、他校の、しかも吸血鬼のことを好きになったりして。本当に、この人は―――――――――

　マリアベルはお腹なかを押さえ、深くうつむいた。

　その格かつ好こうのまま、小さく体を震わす。傍はたから見たら、泣いているようだった。

　あーッ。アホ過ぎて、笑いが止まらないでございますわぁ。

　しかし実際は、泣いているのではなく笑っているのだった。うつむいたのはアリスティアに気づかれないようにするためで、腹を押さえているのは、こみ上げそうな笑いを必死になって我慢するためだ。

　無理に決まってるでございますわ。教会の人間が、吸血鬼を好きになるなんて……小学生向けの少女漫画に出てくるような内容でございますわ。そんなの……ああ、ヤバイでございます。笑える、超笑える。腹抱えて大笑いしたいでございますわ。

　マリアベルの不審な行動に、アリスティアも気づく。

「おい、どうしたマリアベル？　大丈夫か？　どこか、怪我でもしたんだったら……」

「い、いえ。大丈夫で……ございますわ……ちょ、ちょっと休めば、ら、楽になると思いますでございますから」

「そうか。ならいいが……無理はするなよ」

「は、はい。お心遣い感謝いたしますわ」

　もしも心の声が洩もれていたら、マリアベルはアリスティアに蹴けり殺されていただろう。

　やっとのことで笑いを噛かみ殺ころしたマリアベルは、何食わぬ顔をアリスティアに向けた。

「アリスティアさん。これからも共に、切せつ磋さ琢たく磨まして頑張っていこうでございますわ。今日の敗北が何でございますか。わたくしたちは誇り高き『親衛騎士団インペリアルガード』。いつか必ずや、あのシホウドウさんという方に、一いつ矢し報むくいてやろうではございませんか」

「マリアベル……まさか、お前がそんなことを言うとは……そうだな。ここで腐っていたら何にもならない。いつか、成長した姿をあの女に見せなければな」

　おっほっほっほ。あの人は、別にそんなもの見たいとは思ってないと思うでございますわ。本当に、クリスさんとアリスティアさんって、わたくしを退屈させないから、好きでございますわ。

　自分が楽しければそれでいい。

　マリアベルという少女は、どこまでも性しよう根ねが腐っているのであった。



　一方その頃ころ。

　翼つばさは聖シルバーナ学園の正門を抜け、神じん愛あい学がく園えんに帰るところであった。

　もちろん、アリスティアに惚ほれられたことなど全く気づいていない。そんなことなどは一切考えず、翼は自分のことだけを考えていた。

　やばい、どうしよう……あたしってば、格かつ好こ良すぎる。

　少々、自分に対する愛情が強い翼は、先ほどの自分を思い出し悦に入っていた。

　ああやばい。やっぱり、昔からわかりきってたことだけど、あたしってば美しい上に格好良すぎる。こんないい女が、他ほかにこの世にいる？　いるわけないじゃない。ああどうしよう。格好良すぎる自分が怖い。

　気を抜くと、過剰な自意識に体を乗っ取られそうだ。

　だけどそうなっても構かまわないと思えるほど、今は気分が良かった。

　やっぱり、おかしいのあたしじゃなくて、この世界なのよ。こんなあたしに彼氏がいないなんて、どう考えても間違ってるのよ。今日だってこんなに格好いいんだから、男が見たら絶対に放ほうっておかないわよ。そうよ。あたしが劣等感を持つ必要なんてないのよ。あたしはいつだって最高の女なんだから、焦あせることなく、男が寄ってくるのを待ってればいいのよ。

　今や過去の場所となっている、聖シルバーナ学園の校舎を見上げる。

　翼つばさの気分は、天井知らずに良くなっていた。

　ああ、惜しいわね本当に。ここが女子高じゃなくて共学だったら、誰だれか男子があたしのことを目撃して、最高に格かつ好こいいあたしに惚ほれるのに……それで、他校の男子の間で伝説のアイドルみたいな存在になっていって……ああもうっ。男なんて選び放題じゃない。

　大切なことを忘れていることに、翼は気づいていなかった。

　選ぶんだったら、やっぱり年下よね。年上だったら、遊び慣れてるような気がして不安だし、同い年だったら、リードされちゃいそうで怖いし。その点、あたしの言うことを何でも素直に聞く年下だったら、怖くなったらやめちゃえばいいだけなんだし……彼氏にするんだったら、断然従順で素直な後輩のほうが……………………うん？　後輩の男子？

　やっと、大切なことを思い出した。

「だぁぁぁぁッ。しまったぁッッッ。相あい崎さきくんたちのことすっかり忘れてたぁッッッ」

　頭を抱え、翼は叫びだした。

　自分の格好良さに溺おぼれ、泥でい酔すい状態だった翼の頭が一気に冷める。

「どどどどどどうしよう……確かあの子たち、さっきの二人よりも強いのと戦ってるのよね。それで、もしも……もう手遅れなんてことになってたら……」

「えらいこっちゃ」と思い、来た道を全速力で戻ろうとする。しかし今度は、格好つけた過去の自分が邪魔をしてきた。

「ちょっと待ってよ。引き返すってことは、さっきの二人にまた会うっていうことよね。会ったら当然、何で戻ってきたのかって聞かれて……」

『面倒見ないといけない後輩のことを、きれいさっぱり忘れておりました』

　そんなこと、最高の女が言えるわけがない。

「だぁッもうッ。どうすりゃいいのよッッ」

　義理とメンツの板ばさみになり、翼は頭を抱えて大混乱していた。

　四し方ほう堂どう翼のもう一つの顔。

　人には見せられないへっぽこ状態で、翼はオロオロしながら、ウロウロしていた。





　世界が裂けたと錯さつ覚かくするほどの、衝撃波を生む鞭むちの一いつ閃せん。

　音速など楽に超えている。目に映すのも困難な超スピードの鞭の一閃が、菊きくの胸元で激しい叫び声を上げた。後ろに下がったことでダメージは回避できた。だが、衝撃波によって制服は無残に引き裂かれ、菊の胸があらわになってしまった。

　ああ、鳴なる神かみさん……あんな風に裸にされたら、集中して戦うことが……

　京きよう一いち郎ろうの心配は、すぐに消えてなくなる。

　菊は瞳ひとみを閉じ、集中した顔でもう一つ赤い羽は衣ごろもを創つくった。落ち着き払った顔で、それを胸に巻く。赤い羽は衣ごろもに隠され、菊きくのふくよかな胸が見えなくなる。だが、布切れ一枚で胸を隠し動き回っていることが、逆に妖よう艶えんに見えた。

　ち、チラチラ見えるほうが逆に気になるけど……駄だ目めだ。そんなこと考えてる場合じゃないぞ、京きよう一いち郎ろう。鳴なる神かみさんは、俺おれのいうことを聞いて必死に戦ってくれてるんだから。

　意識を集中し、京一郎は戦況を見つめた。もう、菊の胸のことは気にならなかった。

「ほら。どうしたのよメスブタ。チョロチョロしてるだけで、どうやって私を叩たたき潰つぶすっていうの？　ほらッ、無ぶ様ざまに足あ掻がいてみせなさいよ。ハハハハハハハ」

　真紅に染まった聖堂内。信者が座るための席は、クリスの鞭むちによってズタズタに破壊されている。知らない人が見たら、爆弾が爆発したようにしか見えないだろう。

　実際、クリスの鞭は何度も破裂していた。

　音速を超えるたびに、鞭の先端から小規模な爆発と衝撃が発生する。それはもはや、鞭というよりも一つの兵器に近かった。

　だが、そうやって音速を超える武器を相手に、吸血姫レイブラツドとなった菊は見事に善戦している。

　服こそは破壊されたが、体自体はほとんどダメージを受けていない。音速を超えて動き回る鞭を、菊はしっかりと見極め、回避していた。

　沙さ良らのときと一緒だ。『血の共鳴ブラッドシンパシー』を使ってるときの吸血鬼は、圧倒的に身体能力が上がってる。あんな無む茶ちや苦く茶ちやに動き回る鞭も、鳴神さんはしっかりと見て避よけている。

　教会が造りだした最高の狩人かりゆうど。

『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』を相手に、菊は立派に戦っている。

　だが、戦えているだけでは駄目だ。前に出て主導権を握にぎらない限り、この戦いに終わりはない。

　素早く動き、菊は信者が座るための席に乗った。それを、クリスの鞭が追いかける。ギリギリのところで回避した菊とは対照的に、足場となっていた席は爆発音とともに砕くだけ散ってしまった。

「ハハハハハハ。ほら。いつまでも逃げてんじゃないわよッ。このブタッッ」

　鞭を振るうクリスの顔には、愉ゆ悦えつの色が浮かんでいた。

　誰だれが見てもわかる。彼女は、この異常な状態を愉たのしんでいた。

　月の光を浴びて、狂くるった獅し子しか……

　見るも無残な聖堂内の光景は、嫌でもその言葉を意識させた。

　マリアベルさんが言ってたっけ。クリスは、教会にとっても厄やつ介かいな存在だって。

　荒れに荒れた聖堂。教会の人間でありながら、クリスは聖堂を壊すことを何とも思っていない。笑いながら鞭を振り回す姿は、誰の目にも異常にしか映らない。

　そんな人間を、教会が誇りにするわけがなかった。

　クリス……それじゃあ、駄目なんだよ。暴れれば暴れるほど、キミは、求めていたものを失うだけなんだから……

　狂気を纏まとったクリスを見ていると、どうしようもなく悲しくなった。

　頼む。鳴なる神かみさん。クリスを倒すところまでいかなくてもいい。ただ、人を寄せつけずに暴れ狂くるう、あの状態をどうにかしてくれ。

　京きよう一いち郎ろうが願うと同時に、二人の戦いは進展を見せた。

　ステップを踏み、菊きくは鞭むちをかわす。着地のせいで、菊の動きが一瞬止まってしまった。

　そこを襲うのは獅し子しの腕。

　本当に、瞬まばたきする程度しかなかった菊の隙すきにつけ込み、クリスは菊の首を掴つかんだ。

　持ち上げられた菊の足が、床から離れる。

「アハハハハ。ほら、捕まえてあげたんだから、いい声で哭なきなさいよッ」

　片腕だけで、クリスは菊の体を宙へと放ほうり投なげた。

　沙さ良らを戦闘不能に追い込んだときと同じ。

　空中で身動きが取れない菊の体めがけ、衝撃波を生み出す一いつ閃せんが奔はしった。

「鳴神さん―――――」

　悲鳴すらも上げず、菊の小さな体が吹き飛ばされた。

　聖堂の壁に当たり、菊の体が床に転がる。壁には、京一郎の距離から見てもわかるほどのヒビが入っていた。

「アハハハハハハハハハハハハハ。なに？　もう終わりなの？　まだ、私は全然満たされてないわよ。こんなことなら、トキムラってブタのほうが遥はるかに上等じゃない。私を退屈させないために来たんでしょッ。だったら――体中の血を吐き出すまで、私に付き合いなさいよ」

　最高に高揚している、クリスの怒声が響き渡る。

　京一郎はその異常さよりも、菊の状態を気にしていた。

　鳴神さん……………もう、駄だ目めなのか？　吸血姫レイブラツドになってもどうしようもないくらい……クリスは強かったってことなのか？　だとしたら、無む茶ちやだとわかっていても、俺おれがクリスに直接―――――

　気配が動く。黙って様子を窺うかがっていると、菊は何食わぬ顔で立ち上がった。

　まだ、顔と瞳ひとみには戦意の灯火ともしびが燈ともっている。

「……それでいいのよ。吸血姫でも吸血鬼でも、どっちでもいいわ。ただ、私の退屈を満たしてくれるなら……神や悪魔だって、躾しつけてみせるから」

　笑い、クリスは鞭を構かまえた。

　不思議と、菊は落ち着き払っていた。

「だんだん、わかってきました。初めてのことだから、コツが良くわからなかったんですけど……今ので、少しつかめたような気がします。要は、この紅あかい世界を、私の中に取り込むイメージで――」

「は？　何言って――」

　菊きくは瞳ひとみを閉じる。それを合図に、真っ赤だった聖堂内が本来の色を取り戻した。

　獅し子しに勝るとも劣らない姫の威圧感が、真紅と共に消えていく。

「……どういうこと？　やる気をなくしたの？　それとも、単純に諦あきらめただけ？　どっちだとしても……ふざけないで。私はまだ満足していない。このまま、暴れさせてよ」

「どちらでもありません。私は、あなたを叩たたき潰つぶすつもりです。嘘うそだと思うんだったら、試してみたらいいじゃないですか」

「……そう？　そうね……………確かに。それが一番、わかりやすいわ」

　立ち上がったばかりの菊を狙ねらい、クリスは鞭むちによる衝撃波を撃ち込んだ。

　響く炸さく裂れつ音おん。

　割れる空気。

　拡ひろがる衝撃。

　全すべて、赤毛の少女を引き裂くのに、充分すぎるほどの力だった。

「アハッ。ほら、ブタはこれで木こっ端ぱ微み塵じんに――――――――――――ッッ」

　音速よりも速く、赤い焔ほのおを纏まとった吸血姫レイブラツドが駆けた。

　世界に悲鳴を強要する鞭の一いつ閃せんを置き去りにし、菊が一気にクリスとの間合いを詰める。

　ゼロ距離。

　羽は衣ごろもを纏った菊の腕が、クリスの体を捉とらえた。

「なッ―――――」

　それはクリスが初めて見せた、驚きよう愕がくの顔だった。

　音よりも速く、獅子の一爪そうよりも重く――吸血姫の攻撃が、クリスの体を叩き飛ばす。

　今度壁に叩きつけられたのは、聖堂を本拠地としている教会の少女であった。

　その姿を見据え、菊が佇たたずむ。

　誇らしく美しい、赤を身に纏って――

　やっぱり。思ったとおりだ。思ったとおり……クリスの強さは完かん璧ぺきじゃない。『血の共鳴ブラッドシンパシー』が通用しなくても、彼女を倒すことはできる。

　逆転した二人の立ち位置を見て、京きよう一いち郎ろうは自分の考えが正しいことを確信した。



「幻を見せる力を、自分に使う？」

　菊に血を吸わせた直後。京一郎は菊に、クリスと戦うための作戦を与えていた。

　吸血鬼が最も得意とする力、『血の共鳴』。それが通用しない相手となると、まともに戦っていても勝ち目はない。

　勝ちに繋つながる奇策。それがなければ、『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』を制することはできない。

「そうだ。『血の共鳴ブラッドシンパシー』って力を使ってるときの吸血鬼は、みんな身体能力が上がってるんだ。沙さ良らや由ゆ良らはそうだったし、鳴なる神かみさん自身も、ほんの少しくらいは自覚があるだろう？」

「そ、それは、確かにありますけど……そんなの、吸血鬼に限ったことじゃないと思います。誰だれだって、戦うときは身体能力が上がるものですし……第一、そうじゃないと戦えないじゃないですか」

「そうだね。だけど、吸血鬼の場合は、人間よりもそれが顕著に出るんだ。それはなぜかっていえば――」

「自分は強いという幻を、自分に見せているから……」

　京きよう一いち郎ろうは静かに、首を縦に振った。

「そう。幻であるはずの武器で人を殺傷できるほど、吸血鬼の幻惑能力は強いんだ。それだけ強い幻惑能力を……戦闘中に自分に使わないわけがない。なぜなら、自分の命にかかわる問題なんだから、本能的に、そうしないわけがない」

「で、でも……京一郎さんが言ってる理屈はわかりますけど……実際、そんなことをしている吸血鬼の話なんて聞いたことありませんよ」

「それは、そうする必要がなかったからだよ。吸血鬼は幻惑能力を使って武器が創つくれるんだ。だったら、その武器に意識を集中させ、戦うほうが自然だろ？」

「な、なるほど」

　教会の少女たちと戦っていたときの沙良を思い出す。

　ほぼ、身体能力だけで、アリスティアとマリアベルを追い詰めていたことから、それは間違いない事実のはずだ。

「でも、京一郎さん。京一郎さんの言うとおり、その力を使って自分を強くしたところで、いったい何が変わるっていうんですか？　時とき村むら沙良と、あの、クリスって人の戦いを見てましたけど……あの人には、『血の共鳴』が通用しないんですよね。どんなに身体能力を上げたところで、攻撃が通用しないんだったら、何も……」

「意味だったらある。キミは、上げた身体能力を武器にして戦うんだ」

「身体能力を？」

「ああ。それこそ単純な理屈だよ。武器による攻撃が効かないから、普通に体を使って戦うんだ。そしてそれこそが――教会が造りだした最高の騎士、クリスティーナ・ブランシュを倒す唯一の方法なんだ」

「……」

「いいかい、鳴神さん。沙良とクリスが戦っていたときのことをよく思い出してほしい。沙良が剣を使って攻撃してきたときは、クリスは一切避よけようとしなかった。それはどうしてだと思う？」

「そんなの決まってます。剣による攻撃が通用しないことを知ってるから、避よける必要がなかったんです」

「その通りだよ。だけど、沙さ良らが普通に殴ってきたとき……クリスはガードしたんだ。自分の強さを信じ、あんなにも傲ごう慢まんに振舞っていたクリスが、普通に殴られたときは普通にガードしたんだ。それは何でだと思う？」

「それは、ダメージを受けたくなかったから……」

「そう。そしてそれが答えだよ。クリスは自覚してるんだ。普通の攻撃だったら、自分はダメージを受けてしまうって。だからこそクリスは、沙良が苦し紛れに放った普通の攻撃をガードしたんだ。『血の共鳴ブラッドシンパシー』が通用しない以上、俺おれたちがつけ入る隙すきはそこしかない。幻を見せる力を、身体能力を上げるために使う。それさえできれば、彼女に――『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』に、勝てるはずなんだ」

「……」

　菊きくはキョトンとしていた。まだ話を理解していないのかと思ったが、どうやら違う。

「京きよう一いち郎ろうさん……見てた、だけなんですよね？　なのになんで、そこまでのことが……」

「見ることしかできないから、必死になって見てただけだよ。俺だって、後こう悔かいしたくないからね」

　集めた情報をまとめ、何とか作りだした作戦。

　上目遣いで京一郎を見つめる菊は、その作戦をちゃんと理解したようだった。

「京一郎さんの作戦はわかりました。私としても、それで文句はないです。だけど……肝心の私が、その作戦を上う手まく実行できるかどうか……全すべての力を、身体能力を上げるために使うなんて……私、やったことありません」

　当然の不安だった。どれだけ立派な作戦も、忠実に実行できなければ何の意味もない。認めたくないとしても、自分がドジなことを知っている菊にしたら、なおさら不安だろう。

「大丈夫。そんなに難しく考える必要はないよ。吸血姫レイブラツドは、世界を紅あかく染めるほどの力を持ってるんだ。それを、自分のものにすると思えばいい。そして、キミがいつも創つくりだしている羽は衣ごろも。あれを腕に巻いているときは桁けた外はずれに強い力で攻撃できると、キミが信じればいいんだ。ただそれだけだよ。難しく考える必要なんてないさ」

「で、でも……」

　菊の両肩に手を置く。電気が走ったように、菊の体が小さく震えた。

「俺を信じろ。俺ができるって言ってるんだ。キミは、黙ってそれに従え」

　魔法をかける必要があった。

　俺を――相あい崎さき京一郎を信じていれば、絶対に勝てるんだという魔法を。

　何となくわかってきた。『血の共鳴』という力は、信じる気持ちを力に変えるものなんだ。だから、より強く、より真剣に信じることで、その力はどこまでも強くなっていく。

「黙って従え」なんて、偉えらそうな言い方をしているのはわかっていた。だけど、そういう態度で説得しないと駄だ目めなんだ。

　菊きくに疑いを持たせてはいけない。

　勝てないかもしれないという菊の気持ちに、京きよう一いち郎ろうは魔法をかけた。

　力を、菊が――

　心を、京一郎が――

　足りないものを互いに補うことで――二人は、吸血鬼の究極になるのだから。

　最初は戸惑っていた菊だが、時間が経たつと、京一郎の瞳ひとみに魅み入いられたようにぼうっとした顔になってしまった。

　肩に乗った京一郎の手に、自分の手の平を合わせる。

　赤く火ほ照てった顔は、京一郎を噛かもうとするときの顔と一緒だった。

「あ、京一郎さんの手……酷ひどい、火傷やけどが……」

　血を吸っていたときは気づかなかった、手の平の傷に菊が気づく。

　もちろん、沙さ良らを助けようと、クリスの鞭むちを押さえ込んだときにできた傷だ。

「大丈夫だよ、こんなもん。由ゆ良らも、沙良も……もちろん、鳴なる神かみさんも、みんな体を張ってるんだ。俺おれだけ無傷なんて、フェアじゃないだろ」

「きょ、京一郎さん……」

　うっとりとした顔で甘い声を出す。

　もはや菊の全すべてが、真紅の血を持つ少年の虜とりこになっていた。

　話が終わると、菊は自らの気配を変えた。

　少女から姫へ――

　体を、焔ほのおのような赤い霧が包んだ瞬間。

　辺りの世界が、真紅の世界へと塗り替えられた。



　作戦は上う手まくいった。

　羽は衣ごろもを巻いた菊の攻撃は、獅し子しを沈黙させる攻撃を放った。

　ここまでは、京一郎の洞察どおりだ。だが、この先は未いまだ形が見えない。

　ここから先はクリスの出方次第だ。俺にできることは、それに合わせて最善の行動を取るだけで――

　クリスはゆっくりと立ち上がった。顔には笑みが浮かび、これといって追い詰められた感じはしない。

「アハ……そう。それだったら安心だわ。どんな理由があって、どれだけ強いとかはどうでもいいの。私を退屈させないだけの力があるんだったら……どこまでも、いつまでも私は付き合ってあげる。どうせ、それくらいしかやることがないんだから」

「クリス……」

　ダメージがないわけじゃない。ただ、それを表に出さないだけだ。

「もっと、もっと……イッちゃうくらいまで付き合ってくれるんでしょ……メスブタ」

　そしてクリスは鞭むちを構かまえた。

　威圧感や恐怖感は鳴りを潜め――狂くるったような、笑みだけを浮かべながら。

「いいですよ。私は、どこまでも付き合ってあげます」

　対する菊きくの顔には、使命感と覚悟が浮かんでいた。

　両者の表情を見てるだけで、結末がわかるような気がした。

「いきますッ」

「来なさいッ。泣き叫ぶまで、徹底的に躾しつけてあげる」

　弾はじかれたように、菊の体が宙を跳ねる。音速を超える鞭を振るうが、あと一歩のところで追いつけない。炸さく裂れつ音おんが響くと同時に、吹き飛ばされたのはクリスの体だった。

「がぁッ―――――」

　クリスの体がぶち当たり、信者のための席が砕くだけ散る。爆発に匹敵する衝撃を受けてもクリスは怯ひるむことなく、一秒の時間もかけずに立ち上がった。

「どうしたのよメスブタッ。その程度なの？」

　叫ぶ声に合わせ、クリスは振るう鞭の速度を上げた。

　もはや鞭の動きすら見えない。空間の歪ゆがみに続き、世界が悲鳴を上げて爆はぜる。その現象が、クリスの体を包むように連続で発生する。

　鞭の先端にあるのは狂気と戦せん慄りつ。

　世界に強制するものは悲鳴と爆発。

　少女が発するものは愉ゆ悦えつと――叫び。

　それは『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』が創つくりだした、悪夢のような光景だった。

　衝撃波の結界か。あれじゃあ、並の相手だったら近づくこともできないけど……

　菊はまったく怯んでいなかった。

　覚悟を持った緋あかい瞳ひとみは、その全すべてを映し、捉とらえていた。

「どれだけ速かろうが、所しよ詮せんは一振りの鞭です。だったら――今の私には全部見えるッ」

　鳴なる神かみさんの……吸血姫レイブラツドの勝ちだ。

　言葉どおりだった。限りなくゼロに近い音速でも、それはゼロではない。

　だったら隙すきがある。そしてその隙を――真紅の世界を内側に封じ込めた吸血姫なら――捉えることができる。

　連続で発生する爆発。

　菊は全てを見切り、衝撃波の結界を通り抜ける。

　爆発の内側。選ばれた者のみが踏み込める破壊の空白地帯に、吸血姫が足を踏み入れた。



　そしてそのまま――菊きくは羽は衣ごろもを纏まとった腕で、クリスの体を薙なぎ払はらった。



　吹っ飛ばされたクリスの体が、京きよう一いち郎ろうの正面にある祭壇に叩たたきつけられる。吹き飛ばされた拍子に鞭むちの先端がステンドグラスに当たり、色とりどりのガラスの雨となった。

　ガラスの雨が、倒れて動かないクリスの体に降りそそぐ。

　向こう側に、どうしようもなく蒼あおい空が見えた。

「どうします？　もう終わりにしますか？」

　凛り々りしく通る声で、菊はクリスにそれを訊きいた。

　本当に、見み惚ほれてしまいそうなほど――吸血姫レイブラツド状態の菊は強く、美しかった。

　瞬間で立ち上がっていたクリスだが、今度ばかりは動きが遅い。床に腕を突き、寝起きのようにゆっくりと立ち上がった。

「ありがとう。そんなこと訊いてくれて……だったら答えは一つよ。私はまだ、むかつくほど渇かわいてるから……最後の最後まで、遊ばせてね」

　誰だれが見てもわかるほどボロボロなのに、クリスは笑みを絶やさなかった。

　強がりや意い地じじゃない。本当に愉たのしいから、彼女は笑っていた。

「……………まだ戦おうとするその姿は、素直に尊敬します。でも、あなたからはそれ以上のものを感じない。あなたは――理由もなく暴れているだけです」

「それが……どうしたっていうの？　最高じゃない。私は、そのためだけに生まれてきたんだから……」

　孤児だった彼女を、教会はそのためだけに引き取った。

　何の知識もなかった彼女に、教会はそのことだけを教え込んだ。

　求めているものの正体に気づかず。

　たった一人――少女は戦い続けた。

　それが――

　それだけが――

　少女の存在理由だったから。

　たとえ、月の光で狂くるった獅し子しと呼ばれようとも――

　それしか知らなかったから――

　少女は戦った。

　求めているものの正体に、暴れている理由に――気づかないまま。

「もう終わりにしましょう。そんなあなたを倒しても、私の気分が悪くなるだけです」

「吼ほえないでよ、ブタ……私の終わりは、私が決めるんだから」

　迫ってくる菊に対し、クリスは最も信頼している武器である鞭を振るった。

　衝撃波を生み出す音速は、もはや見る影もない。敵てきを寄せつけないために、クリスは持っている物を振り回しただけだった。

　一直線に、菊きくはクリスとの距離を詰めた。

　両手を使い、クリスの肩と頭を押さえ込む。

　そしてそのまま――

　―――――菊はクリスの首に、噛かみついた。

　決着の刻ときだった。

　吸血鬼と戦うための騎士が、吸血鬼に噛みつかれた。

　誰だれにも否定できない。

　明らかで屈くつ辱じよく的な――敗北の刻印だった。

「ッ―――――」

　最後の力を振り絞り、クリスは菊の体を突き飛ばした。

　どんなときも笑みを絶やさなかったクリスが、このときばかりは憤いきどおった顔をしていた。

「この、ブタ……………生なま意い気きなこと、してくれるじゃない」

　突き飛ばされた菊は、冷静な顔で唇くちびるを拭ぬぐった。

「安心してください。あなたの血は吸ってません。第一、頼まれたって、あなたの血なんか吸ってあげませんから。それより……もうわかりましたよね？　その首筋に残った私の牙きばの痕あとが、私の言いたいことの全すべてです。もう、終わったんですよ」

「ふざけないでよ……クソ吸血鬼が、ちょっと私を噛んだくらいで……その程度で終わりになるわけがないじゃないッ。私はまだ立ってるのッ。生きてるのッ。だったら……これくらいで終われるわけが――――――」

　クリスに近づいていったのは、京きよう一いち郎ろうだった。その姿を見て、今度は菊がクリスから離れていく。

　真紅の血による契約は遂行された。

　約束どおり、吸血姫レイブラツドは『月狂いの獅子ルナテイツクレオ』を黙らせた。

　あとは――彼女の心に言葉を届けるだけだった。

「アイサキ……」

　京一郎の名を呟つぶやくクリスは、明らかに疲ひ弊へいしきっていた。

「もういいだろ、クリス。キミが望んだとおりだ。俺おれたちはキミを力でねじ伏せた。そしてわかっただろ。こんなことを続けてたって、何の意味もないって」

「黙りなさい……私は、アイサキの話を聞くつもりなんて……」

　遅く弱く、クリスが鞭むちを振る。

　京一郎の腕に当たるが、痛みで顔を歪ゆがめることはなかった。

「答えは出たんだよ。キミのやり方じゃ、何も変わらないし、何も得られない。キミが求めていたものは、永遠に手に入らないんだ」

「それが、どうしたっていうのよ？　アイサキも、あの女と同じなの？　偉えらそうなのよ、みんな……どうして、私が何か欲しがってるって勝手に決めつけるの？　私は、何も求めてないし……ただ、暴れたいから、暴れてるだけで……」

　突如、京きよう一いち郎ろうは足を止め、そこに落ちている物を拾った。

　それはクリスが最も大切にしている――変身のきっかけになる、あの眼鏡だった。

「この眼鏡をキミにあげた人は、キミに何て言っていた？　このまま、破滅に向かって戦い続けることを……あの人は望んでいたか？」

「黙ってよ……………お願い……思い出したくないの。思い出したら、私は……」

　震えるクリスの腕を掴つかみ、京一郎は想おもいをぶつけた。

「傷つけあった先に何があるっていうんだよッ？　そんなことよりも、もっと大事なものがあるだろ？　だって、キミは――」

　あの人も、そう言うだろうと思って――

「――戦うためだけに、生まれてきたんじゃないんだから」

　壊れ果てた聖堂内。

　砕くだけ散ったステンドガラスの向こう側で、蒼あおく澄すんだ空が二人を見ていた。



「あ、あ、あ……………」

　キミは、戦うためだけに生まれてきたわけじゃない……

　遠い昔。

　ずっと前……誰だれかが、私に向かってそう言った。

　それは誰だった？　それを言われたとき、私はどう思った？

　何か、何かとても大切な気持ちになったはずだ……

　どうして、今はそれを覚えていないの？

　どうして、今はそれを忘れようとしているの？

　どうして？　それはとても、大切なものだったのに。

　だって、だって……それを思い出したら、どうしようもなく……嫌な気持ちになって、私が、私でいられなくなるような気がして……

　忘れないといけないの。

　思い出したら駄だ目めなの。

　失くしてしまった、大切な物を……もう求めたら駄目なの……

　だって、だって……それはもう、どこにもないんだから。

　忘れようとしている、大切なもの。

　思い出そうとしても、心が拒絶するもの。

　失くしてしまった何かを――もう少しで思い出せそうな気がする。

　私は……

　わたしは……

　呼ばれるように振り返った先には、空があった。

　あの日見た――むかつくくらいに蒼あおい空が。

『ねっ。だから大丈夫よ。クリスティーナ。だって、私とあなたは――――』

　あの女と一緒に見た。

『――友達じゃない』

　きれいで、蒼い空が。



「クリス……」

　突然背中を向けたと思ったら、クリスはそのまま、無言で空を見つめ始めた。

　気配が完全に変わり、狂気を含んだ空気はどこにもない。月つき狂ぐるい状態のまま、クリスの何かが確実に変わってしまっていた。

　大丈夫かと思い、京きよう一いち郎ろうはクリスの肩に手を乗せた。

「クリス。大丈――」

　振り返ったクリスの顔を見て、京一郎はギョッとした。

「ぁぐ……あは、あぁ…………なんで、やだよぅ……………」

　クリスは泣いていた。

　それも、赤あかん坊ぼうのように、大粒の涙を垂たれ流しながら。

「やだよ……そんな、やだよぅ……うそつき、うそつき……ともだちになってくれるって、いったのにぃ……」

　涙るい腺せんが壊れたように泣き出したクリスを前に、京一郎は混乱するしかなかった。

　え、え、え……な、何で？　何でこんな、思いっきり泣いてるの？　そりゃ、ああいうことを言えば、少しはクリスに変化があると思ったけど……ちょっと待ってくれよ。こんな風に、赤ん坊みたいに泣きじゃくるなんて予想してなかったぞ。

　女王様のように威圧的で、偉えらそうだったクリスはどこにもいない。

　大粒の涙と鼻水を垂らし、口を大きく開けて泣き叫ぶ姿は――親を求めて泣き叫ぶ、赤ん坊のようであった。

「あああああ、あ、あのなクリス。ちょ、ちょっと俺おれも強く言い過ぎたかもしれないけど、そんな、怒ってるわけじゃないんだよ。だから……なっ、お願い。泣なき止やんで」

　背中に菊きくの視線を感じる。

　女を泣かした男として、軽けい蔑べつされている視線がチクチクと体に突き刺さる。

「やだよぅ……あそびにきたら、かんげいしてくれるっていったのに……だから、だから……げーむとか、いっぱいおぼえてぇ……ぐすっ……いっしょに、いっしょにあそぼうっておもってたのにぃ……やだよぅ……ひとりぼっちはもうやだよ……………ともだちに、ともだちになってくれるっていったのにぃ……やだよ、やだよぅ……あぁーんッ……」

　泣き叫ぶテンションが更に上がっていった。

　とにかく、泣き叫ぶことをやめさせなければ。

「だだだだだ、大丈夫だから、クリス。なっ。友達だったらたくさんできるし、お、俺おれがクリスの友達になってやるから。だからもう泣くなよ。大丈夫。何も怖くないから。なっ」

「うぇーん……あーん、あぐ、あーん……」

「大丈夫だって。大丈夫。な、だからお願いクリス。とりあえず、落ち着いてくれ。頼むから……お願いだから、泣なき止やんでくれぇ」

　だんだんと、こっちが泣きたい気分になってきた。

　京きよう一いち郎ろうは泣き叫ぶクリスの体をそっと包み、優しく話しかけ続けた。



　それから数分程度、クリスは子供のように泣き続けた。

　泣き疲れたクリスは、泣き止むと同時に眠りに落ちてしまった。

　それとほぼ同じタイミングで、聖堂にアリスティアとマリアベルが現れる。二人にクリスを任せると、京一郎は菊きくを連れ、聖堂を後にした。



    

  
    
      



    

  
    
      　眼前に広がるのは、聖シルバーナ学園の中庭。

　そこでやっと、終わったということを実感した。

「どういうことだったんですか？　あの人、京きよう一いち郎ろうさんに話しかけられたら、急に泣き出しちゃって……私には、さっぱり意味がわかりません」

　少し後ろから、菊きくが話しかけてくる。すでに吸血姫レイブラツド状態は解除されており、身を包む羽は衣ごろもはなく、雰囲気も普段のものに戻っていた。

　京一郎は振り返らず、前を見たまま答えた。

「大したことじゃないよ。ただ、あの子は素直じゃなくて、寂さみしがり屋やだったっていうだけのことだよ」

「素直じゃない寂しがり屋？」

「うん。もっとわかりやすく言えば、子供だったっていうだけなんだ。ほら、親に相手して欲しかったから子供がグレたって話、鳴なる神かみさんも聞いたことあるだろ？　それと同じだよ。クリスは、教会に必要とされたかったから、教会が望むとおりに戦ったんだ。クリスにしたら、そうすればもっと自分を必要としてくれると思ってたんだよ。だからクリスは戦ったんだ。だけど、どんなに戦っても……教会は、クリスが欲しがっているものを与えてくれなかった」

「そんなの当然ですよ。あんな、無む茶ちや苦く茶ちやに暴れる人。教会じゃなくても持て余すに決まってます」

「そうだね。だけどクリスはそれを認めようとしなかったんだ。それどころか意い地じになって……『教会じゃなく、自分が望んでいるから』って自分に言い聞かせ、もっと暴れ狂くるうことにしたんだ」

「素直じゃないっていうのは、そういうことですね」

「うん。そんな彼女の前に、一人の女性が現れたんだ。その人は、クリスが望んでいるものを、クリスに与えたんだ。それをきっかけに、クリスは変わった。でも、今度はその人の存在が原因になって、クリスは暴れるようになったんだ」

「なぜです？　欲しいものが手に入ったのなら、もう暴れなくていいじゃないですか？」

「……その人がクリスの前からいなくなったからだよ。どんなに望んでももう会えない、永遠の別れって形で」

「……」

「その寂しさを埋めるために、クリスは戦うことを選んだんだ。それしか思いつかなくて、それ以外何もすることがなかったから。あの子は、気が済むまで暴れることにしたんだ」

「……そんな話、こっちにしたらいい迷惑です。つまりあの人は、大切な人を失った腹いせとして、吸血鬼相手に八つ当たりしてただけじゃないですか。そんなので傷つけられるなんて……納得できません」

「まあ、それは当然の感情なんだけど……とにかく、教会と吸血鬼の戦いは、これでひとまず落ち着くよ。鳴なる神かみさんが教会で一番強い子を倒したんだから。この先は、誰だれも手を出してこようとはしないさ。鳴神さんの、望みどおりだよ」

「え？　そ、そうなんですか？　だったら、私としてはそれで満足ですが……そうですか。私が、教会で一番強い人を倒したから……えへ。ちょっと、気分がいいかもしれません」

　普段ドジな菊きくは、褒ほめられることに慣れていない。

　ここぞとばかりに、菊は誇らしげに胸を張っているようだった。

　良かった。鳴神さんが――話せば誤ご魔ま化かされてくれる単純な子で。

　菊には聞かせられない本音を呟つぶやくと、京きよう一いち郎ろうはクリスのことを考えた。

　寂さみしいから暴れてたっていうのは、予想通りなんだけど……まさか、あんな風に泣き出すとは思わなかったな。それだけ、クリスにとって、あの人は大きな存在だったっていうことか。

　蒼あおい十字架をしていた女性のことを思い出す。

　京一郎にとっても、その存在は大きかった。

　あの人の言葉があったから、京一郎は今、ここにいるのだ。

　これで、良かったんですよね。

　空を見上げた。

　見上げた空には雲一つなく――あの人の十字架のように、蒼く澄すんだ空だった。

「相あい崎さきく～ん」

「え？　その声は……だあッ」

　声をかけてきたのは、翼つばさだった。

　お化けのように気配を殺した不気味な登場。なぜか両手には折った枝木が握にぎられている。

「ああ、ビックリした。誰かと思えば四し方ほう堂どうさんじゃないですか……どうしたんですか？　女子高生をやめて、森の妖よう精せいにでもなるつもりなんですか？」

「そうなのよ。まったく彼氏ができないから、人間やめて森の妖精にでもなろうかなって思って……………って、そんなわけないじゃない。こっちはこっちで、見つかったらいけない厄やつ介かいな事情があってこんな格かつ好こうしてるのよ。それよりどうなの？　相崎くんたちの用事はちゃんと終わったの？」

「それだったら、大丈夫ですけど……四方堂さんのほうの用事は？」

「あたしを誰だと思ってるの？　四方堂翼よ。用事なんてチャチャッと終わらせたに決まってるじゃない」

「森の精になるのが、四方堂さんの用事だったんですか？」

「くだらないこと言ってんじゃないわよ。とにかく、無事に用事が終わったんだったら、それでいいわ。あたしとしても、いつまでもこんな格好なんてしたくないから」

　そう言うと翼つばさは、「うりゃ」というかけ声を発し、持っていた枝木を植え込みのほうに投げた。

　詳しい事情は知らないが、とにかく、翼は変な人だった。

「よし。だったらニャン子たちが帰りを待ってるから、意い気き揚よう々ようと帰って土産みやげ話の一つでも聞かせてやることに―――――――」

　突然言葉を詰まらせる翼。普段の偉えらそうな顔が、梅干でも食べたかのような顔に変わる。

「あ、あのさ……あたしがいないところで、どんなことしてたのか知らないけど……ちょ、ちょっとは恥じらいを持ちなさいよ。あんたたち、まだ一年生なんだから……」

　恥ずかしげな顔で、翼は京きよう一いち郎ろうの後ろにいる菊きくを指差した。

「え？　急に恥じらいって言われても………………ぶうッ」

　京一郎の視線を追い、菊は視線を胸元にやった。

　吸血鬼としての力を使わなくなったことで、菊が創つくりだした赤い羽は衣ごろもは姿を消している。

　それはつまり――菊の胸を隠す物は、何もないということであった。

「あ、あ、あ……………やぁッッッ。何見てるんですかッ。京一郎さんの変態ッ」

　菊のアッパーが顎あごを貫つらぬき、京一郎の顔が跳ね上がる。

　京一郎の視界に映ったのは、大きくて蒼あおい空だけであった。



    

  
    
      
エピローグ



　本当は、私も知ってたのよ。

　暴れてたって、何も変わらないことくらい。

　でもね、仕方ないじゃない。

　それしか、私の中の渇かわきを満たす方法を知らなかったんだから……

　あなたとの日々は、それなりに価値があったと思うわ。まあ、ほとんどが一方的にやられてるだけの、胸クソの悪い記憶だけど……思い出すと、不思議と温かい気持ちになるの。

　本当よ。嘘うそじゃないわ。

　きっと、あの頃ころの私は、生まれて初めて――満たされてたんでしょうね。

　なのに、あなたは勝手にいなくなって――

　どうしたらいいのか、わからないじゃない。

　暴れることでしか……私は、自分の中の渇きを満たす方法を知らないんだから。

　だから暴れて、渇いて、また暴れて、また渇いて……

　結局、あなたに出会う前に戻っただけよ。

　狂くるったように暴れて、壊れて、消えていくだけ。

　永遠に消えない渇かわきを抱いた――月の光を浴びて狂くるった、獅し子しに――戻っただけ。

　だからこのまま、死ぬまで暴れ続けるんだろうと思っていたけど……………

　あのね、凄すごい吸血鬼に出会ったの。

　あんな風に、手も足も出なかったのは久しぶり。

　……あんな体験。あなたと出会ったとき以来だと思う。

　そんな凄い吸血鬼を連れた男はね、不思議と、あなたに似ていたわ。

　口にしたセリフも、同じだった。

　戦うためだけに生きてる人間なんていない……あなたが言ってくれたセリフ。

　やっと、そう言ったあなたの気持ちが、わかったような気がするの。

　バカよね……情けないわよね。

　渇いてる理由をあなたのせいにして……わかってるくせして、また同じ間違いを犯おかしちゃって……

　本当……救いようが、ないわね。

　もしもあなたがいたら――あの頃ころと同じように、偉えらそうにお説教されたことでしょうね。

　でも、もう大丈夫よ……もう、あなたに心配はかけないと思うわ。

　あなたとは別の、新しい『友達』もできたから。

　あんな風に狂ったように暴れて、渇きを満たすなんて馬ば鹿かなことはしないと思うわ。

　だから、心配しないで。

　――ねえ、クソババア。

　最後まで言えなかったことがあるの。

　別わかれ際ぎわ。私が言わないといけなかったことが……今なら、素直に言えると思うの。

　つまらない言葉だけど、聞いてくれる？

『優しくしてくれて、ありがとう。もう、私は大丈夫だから。

　バイバイ。親愛なる――私の友達』





　翌日。

　京きよう一いち郎ろうと菊きくは、選抜校区と普通校区を繋つなぐ並木通りにあるベンチに、並んで座っていた。

　校区が違うため、会おうと思ったら必ずどこかで待ち合わせをしないといけない。このベンチは、二人が待ち合わせをする場所として、最も使用頻ひん度どが高い場所であった。

　ただ、使用頻度に反して、素敵な思い出はまったくと言っていいほどない。

　今現在、放課後になりメールで呼び出され、菊と二人っきりで話をしているのだが……今日も、いい思い出ができそうになかった。

「……な、何見てるんですか？　へ、変なこととか思い出さないでくださいよ、変態……あ、あんな風に胸を見られたのは初めてで……今でも、恥ずかしいんですからね。京きよう一いち郎ろうさんのスケベ……ちゃんと責任とってくれないと、許してあげませんから」

　横に座っている菊きくはうつむき、チラチラこちらを眺ながめながら前日の文句を言っている。

　胸を見たことは素直に認めるが、不可抗力なので、こんな風にブツブツ文句を言われても困る。

「いいですか？　京一郎さんは私の恥ずかしいところを見たんだから、ちゃんと、それなりのことを―――――はぎゅッ」

　恥ずかしげにブツブツ言っていた菊が、当然、苦痛で顔を歪ゆがめる。

「大丈夫？　鳴なる神かみさん」

「だ、大丈……ふぎゃ……大丈夫です。こ、こんなの、ちっとも痛くないですから。そ、それよりも……京一郎さんが私にしたセクハラのことを……ふみゅぅッッ」

　全然大丈夫じゃないし。

　菊が苦しんでいる原因は、前日の戦闘で体を酷こく使ししすぎたからであった。

　吸血鬼としての力全すべてを身体強化に使った代償として、菊は朝から筋肉痛に苦しめられていた。

　ボロボロとはいえ放課後まで過ごせたってことは、ただの筋肉痛と大差ないってことだよな。その点は、俺おれとしても安心なんだけど……

「あぅ。うう……風が吹くだけでいたい……」

　しばらくは安静にしてないと駄だ目めそうだな。そっか。反動があるのがわかってるから、身体強化に費ついやす力は最小限のものになってるのか。なるほど。吸血鬼の力ってのは、簡単なようで奥が深いんだな。

「はぅッ。おぉ。はわぁッ……」

　油が切れたブリキのロボットのように、ぎこちなく動く菊。見ていて、哀かなしい気持ちになってきた。

　……鳴神さんには、悪いことしちゃったな。俺からは何もしてやれないから、頑張ってくれと願うしかないか。

　体中の筋肉が悲鳴をあげているのだろうが、菊は根性を見せ、普段と変わらない表情を京一郎に見せた。

「そ、それよりも京一郎さん」

「なに？」

「時とき村むら……由ゆ良らの調子は、どんな感じなんですか？」

　菊が口にした意外な名前に驚く。だが、すぐにその理由がわかり、京一郎は笑みをこぼしてしまった。

「どうしたの？　由良のことが心配？」

「な、何言ってるんですか。何で私が、時とき村むら由ゆ良らの心配なんかしないといけないんですか。そんなんじゃないです。ただ……いつも邪魔しに来るあの人が、今日は姿を見せないから……どうしたのかなって思っただけです。それだけですからっ。好奇心で聞いただけで、心配なんてまったくしてませんから。変な勘違いとかは絶対にしないでくださいよ」

　……やれやれ。本当に素直じゃないな。

「由良だったら大丈夫だよ。頭に衝撃を受けたから、今日は大事を取って休んでるだけで、明日になったらいつもの顔で邪魔しに来ると思うよ」

　京きよう一いち郎ろうが説明したとおり、由良は今回のことをまったく気にしておらず、いつもの笑顔で問題が解決したことを喜んでいた。

　ヒートアップしているのは、もう一人のほう――時村の過激派、沙さ良らのほうだ。

　今回は不覚を取ったが、いつか必ず力で報復してやると息巻いていた。由良がなだめていたから時間が経たてば落ち着くと思うが……沙良の気性を考えると、不安でしょうがない。

　その話を葵あおいにすると、「だったら私が説得にいきましょう」と、いつもののん気な顔で言っていた。

　あの様子から察するに、葵はこんな感じで決着することを予想していたようだ。今日も、後始末として何をするべきかを完かん璧ぺきに理解し、それに従い細かく行動していた。

　猫耳をつけて、のん気な顔でのんびりしてるだけだと思っていたけど……終わってみれば、全すべて会長の思惑通りってわけか。沙良のことも含めて――教会と吸血鬼の関係も、あの人が間に入って、上う手まくまとめちゃうんだろうな。本当……敵かなわないな。あの人には。

　いつまで経っても、生徒会長・古こ城じよう葵だけはわからないと思った。

「というわけで、由良のことなら大丈夫だから。鳴なる神かみさんは心配しなくてもいいよ」

　京一郎の報告を受け、菊きくは安心したような顔を見せた。

「そ、そうですか……だったら、安心ですけど……………あっ。ちょっとすみません」

　話を区切り、菊が制服のポケットから携帯を取り出す。

　どうやらメールが届いたようで、菊は真剣な顔で文章を確認していた。

「どうしたの？　そんな真剣な顔して。誰だれから？」

　京一郎のほうを見ることなく、菊は答えた。

「時村、由良です」

「えっ？　鳴神さん……あいつとアドレス交換したの？」

「だって、仕方ないじゃないですか。私のせいで怪け我がして寝込んでるときに、『アドレスを教えてくれないと頭が割れちゃう』とか言うんですよ。私じゃなくても……教えますよ」

　さすがは由良。

　人の弱みにつけ込むことが、抜群に上手い。

「そう……なんだ。それで、内容は？」

　不審者を見るような目が、京きよう一いち郎ろうを射抜いた。

「京一郎さんは女の子のことが大好きで、特に、お兄ちゃんって呼んであげると喜ぶ変態だから……由ゆ良らの代わりに、いっぱいサービスしてあげてねって書いてあります」

「あの野郎……」

「それと、最後に――マイフレンドお菊きくちゃん。大好きだよって……書いてありました」

　最後の一文を読み上げる菊の顔は、穏やかで優しいものだった。

　二人の関係がどうなったのか？　その顔だけで、充分過ぎるほど理解することができた。

　この二人は、もう大丈夫だろうな。

　由良のメールを見つめる菊を見て、京一郎はあらためてそう思った。

「ま、まあいいです。最後の一文はともかくとして、京一郎さんが変態なのは今に始まったことじゃないですから。仕方なくですが……あの、恋人として……少しくらいは許容してあげます」

「無実の罪を許容するのはやめてくれ。それより……由良とメールだなんて、仲良くなったんだな。二人とも」

　顔を赤くし、菊は必死になって抗議をする。

「な、仲良くなんてなってませんっ。ただ、メールアドレスを交換してあげただけです。それも……状況が状況だから、仕方なく教えてあげただけで……まあ確かに、アドレスを教え合ってから、それなりにやり取りもしましたが……わ、私は、時とき村むら由良の心配なんてしてませんし、友達になってあげた記憶もありません。だから、あの……………も、もういいですっ。いじわる。京一郎さんなんか知りませんもん。ふんっ」

　やり過ぎてしまったのか。菊は拗すねてそっぽを向いてしまった。

　だけど最後にそっぽを向いたまま――

「こ、今度、時村由良に会ったら言っておいてください。わ、私は時村のことが大嫌いですけど……あ、あなただけは、特別に相手をしてあげますって……ふん。あくまでも特別ですからね。そのへんは、ちゃんと強調して言っておいてくださいよ」

　言い終わると、菊は完全にそっぽを向いてしまった。

　そんなに嫌なら、無理して言わなきゃいいのに。

　意い地じっ張ぱりなところを見ていると、どうしても微笑ほほえましい気持ちになってしまう。

　素直に、「友達になってあげます」って、いつもの調子で言えばいいだけなのに……まあ、それが素直にできないのが、鳴なる神かみ菊なんだろうけど。

　少しずつ、だけど確実に――菊のことがわかってきた今日きようこの頃ごろだった。

「そ、それよりも京一郎さん……ふぎゃッ。い、痛くないです……………そんなことよりも、責任はどう取ってくれるんですか？」

「責任？　ああ、胸を見たことか。それだったら、わざとじゃないから、責任を取れっていわれても難しいんだけど」

「そ、そんなのフェアじゃないです。わざとじゃなかったら、殺人や強盗が許されるって言うんですか……はぎゅ。そ、そんなのおかしいじゃないですか。わ、悪いことをしたんだったら……ひみゅぅッ……せ、責任を取らないといけないじゃないですか……ひゃん」

　力説しているからだろう。所々、菊きくは痛くてしょうがないといった顔を見せた。

　ボロボロなんだから、無理しなきゃいいのに……

　今にも泣きそうな顔をしているのに、視線自体は恨うらめしげだ。そんな顔をされたら、こちらが折れるしかない。

「……わかったよ。鳴なる神かみさんが言う責任ってのを取ってあげるから……で、どうしたらいいの？」

「え？　そ、それはその……」

　急に、恥ずかしげな顔になった。

　失敗したとき、照れているときとはちょっと違う種類の赤い顔。

　菊がいう責任が、ちょっとだけわかったような気がした。

「か、噛かませてください……」

　やっぱり。

　そう思ったが、口には出さない。

「わ、私としても色々考えましたけど……や、やっぱり、私と京きよう一いち郎ろうさんの関係上、こうするのが一番だと思うんです。け、結局私は、京一郎さんの血が欲しくて……その気もないのに、恋人になってあげたんですから……こんな風に困ったときは、こうやって解決するのが一番だと思って――」

　あえて何も言わず、京一郎は恥ずかしげな菊の様子を窺うかがっていた。

「な、何ですかっ。文句があるんだったら言ったらいいじゃないですか？　わ、私は、胸を見られた分をそれでチャラにしてあげようって言ってるのに……いいですよ。だったら、違う責任の取り方を考えますから……あ、あとで後こう悔かいしたって遅いんですからね」

「いいよ」

「いいよって何ですかっ。私は、本当は噛みたいなんて全然思ってなくて……………え？」

「それでチャラになるんだったら噛んでいいから。ほら、人が通ったりしないうちに早く」

　菊は意い地じっ張ぱりだが、不条理なことはしない。出された条件をちゃんと満たせば、必ずそれに見合っただけの行動を取ってくれる。

　つまり、噛みたいという望みを叶かなえてあげれば、もうそれ以上、理不尽なことは言わなくなるということだ。

「え、いいんですか？」

「いいも何も、鳴神さんがそうしたいって言ったんだろ？　で、どうするの？　悩むんだったらやめる？」

「や、やめたりなんかしません……ぶう。言い方がいじわるです。そんな京きよう一いち郎ろうさん……嫌いですもん」

　文句を言いながらも、瞳ひとみは期待で濡ぬれている。

　京一郎が噛かむための指を差し出すと、菊きくは弱い電流が流れたように体を震わせた。そして、自分では消せない熱が燈ともった女の顔をする。

「きょ、今日は……首を……噛みたいです」

「え？　首？　でも、指ならともかく、首だと誰だれかに見られたときに言い訳が――」

　甘く濡れた瞳が、拒否することを強烈に拒んでいた。

　そんな瞳を直視してしまったせいで、京一郎の思考も止まってしまう。

「ち、血は吸ったら、駄だ目めだからな」

「そんなの……………わかってますもん」

　答えを聞くと、菊は京一郎の服を掴つかみ、首に顔を寄せてきた。

　吐息が首にかかる。耳元で、菊が生なま唾つばを飲む音が聞こえた。

　や、やっぱり……指ならともかく、首は駄目なような気が……

　後こう悔かいしてももう遅い。

　迫せり出だされた菊の胸が体に当たり、唇くちびるが首筋に触れた。



　――ピンポンパンポーン。



　張り詰めた緊張をぶち壊しにする、呼び出し音だった。

　正気に戻った菊が、慌てふためきながら京一郎から離れる。急に体を動かしたことで、筋肉痛によるダメージを受けていた。

「選抜校区一年。相あい崎さき京一郎くん。本校正門前でお客様がお待ちです。繰り返します。選抜校区一年。相崎京一郎くん――」

　呼び出されているのは、自分であった。

「お、俺おれ？　正門前にお客様って言われても、心当たりが……」

「きょ、京一郎さん……だ、誰かと約束でも……はぅっ。あ、あるんですか……」

「いや、心当たりはないけど」

　どうやら会心の一撃だったようだ。

　菊は、「痛い」を大きく超え、「超痛い」といった顔をしていた。

「呼ばれたからちょっと行くけど……大丈夫？」

「だ、大丈夫です……こ、こんなの、まったく痛くなんて……にゃぁーッ」

「まあ……無理しないでね」

　苦しんでいる菊きくに許可を貰もらい、京きよう一いち郎ろうは一人で正門前へと向かった。



「ク、クリス？」

　正門前で京一郎を待っていたのはクリスであった。

　眼鏡をかけて三みつ編あみ。黒交じりの金髪で、顔にはほとんど覇は気きがない。

　いわゆる眼鏡状態のクリスが、たった一人でぼうっと突っ立っていた。

「ど、どうしたんだクリス？　昨日の今日でこんな所に来て……し、仕返しとかだったら、俺おれが話を聞くから、ナシの方向で――」

　挨あい拶さつもなく、クリスは京一郎の腕を掴つかんだ。

「あそぼ」

　そして覇気がない顔のまま、クリスはそんなことを言った。

「あ、遊ぼうって……………え？　そんなことのために、わざわざ学校まで来たのか？」

　コクン。

　これっぽっちも邪気がない、ピュアな頷うなずきであった。

「あそぼ。この前買ったゲーム、一緒にやろ。ほら、アイサキと初めて会った日に買ったゲーム……まだやってないから、一緒にやろ」

「一緒にやろうって言われても……俺、まだ生徒会とかの用事があるから、そう簡単には学校を抜けられなくて……そもそも、何で俺なんだ？」

「だって、アイサキ言った。友達になってやるって。だから……あそぼ」

「と、友達になるって……」

　泣きじゃくるクリスをなだめるために、確かに友達になると言ったが。

　まさか、こんな展開を迎えようとは……

「あ、あのなクリス。確かに、友達になるとは言ったけど……俺にも俺の事情があって、いきなり遊ぼうって言われて、『うん。そうだね』ってわけにはいかなくて――」

　眼鏡状態のクリスは、覇気と共に邪気がない。

　親戚の子供のように、断りにくいピュアな瞳ひとみで相手を貫つらぬきつつ――クリスは得意のアヒル口で、京一郎の罪悪感を刺激していた。

「ま、まあ、ちょっとだけなら……………って、違う。駄だ目めだッ。危なくこの瞳と、アヒル口に騙だまされるところだった」

　子供のようにピュアな瞳と、拗すねた少女のアヒル口。

　おねだり専用の最強兵器を、クリスは二つも持っていた。

　……この状態のクリスって、不満げな顔が可愛かわいいんだよな。でも、この子の正体って、猫じゃなくて獅し子しであって……うーん、世の中には猫を被かぶるって言葉があるけど、まさに、クリスのためにあるような言葉で――

「きょ、京きよう一いち郎ろうさん」

「はっ」

「何でその人がここにいるんですか？」

　声をかけてきたのは菊きくであった。

　ボロボロの体を引きずりながら、どうやら京一郎のあとを追ってきたようだ。

「な、鳴なる神かみさん。そんなボロボロの状態なのに……何でそんな無駄なガッツを？」

「大きなお世話です。い、痛くても頑張ったんですから、恋人だったらまずは私を労いたわって――じゃなくて、何でその人がここにいるのかって聞いてるんです。その人は教会の人で、私たちにとったら敵てきなんですよ。一刻も早く追い返して――ぎゃぅッ」

「あーあ。だから、無理したら駄だ目めだって言ったのに」

「そ、そんなこと……今は関係ないですもん」

　ゾンビのようにスローな動きで、菊は京一郎とクリスの間に割って入った。

　胸を張り、京一郎は自分のものだと――菊が自分の縄なわ張ばりを主張する。

「何の用か知りませんけど、この人はこちらの学校の人ですから。わかったら今すぐ帰ってください」

　菊に縄張りを主張されても、クリスはまったく気にしない。

「アイサキ。あそぼ」

　一切遠慮することなく、肩が外れそうな勢いで腕を引っ張ってきた。

「だぁッ。ちょっと待てクリス。自覚してないかもしれないけど、キミは腕力が凄すごいんだ。だから、引っ張るときはもう少し優しく……」

「京一郎さんっ。そんなことどうでもいいじゃないですか。この人は邪魔者なんだから、さっさと帰れって言えばいいじゃないですか。それとも何ですか。あなたは……関係をもった女性全すべて、自分の物にしないと気が済まない最低の男性なんですか？」

「いや、ちょっと待って……他ほかにも人の目があるから、そういうことは大きな声で言わないで……」

　平日の放課後。場所は、選抜・普通関係なく、全ての生徒が利用する正門。

　京一郎たちのやり取りを見る、他の生徒の視線が痛かった。

「アイサキ。早くあそぼっ」

「京一郎さん。まだ、責任を果たしてませんよッ」

　右腕をクリスに。

　左腕を菊に。

　引き裂かれるくらい強く無慈悲に、両腕を引っ張られる。

「だから、お前ら―――――――わがままは、いい加減にしろッ」

　肉食系少女たちに両腕を掴つかまれ、京一郎は叫ぶ。

　もって生まれた自分の運命。

　それを、呪のろうしかない京きよう一いち郎ろうであった。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きなファストフードは焼きそばです。

　暗いニュースが流れる昨今、皆さんはいかがお過ごしでしょうか？　私のほうでも暗いニュースが一つありまして、部屋の電灯が切れてしまいました。

　おかげで部屋の中が暗いです。嫌ですね、早く明るいニュースが溢あふれる世の中になってほしいですね。



　それでは、毎度のことながら、登場人物の皆様についていくつか語らせていただこうと思います。

　まずはヒロインであるお菊きくちゃんから。

　最初は、気難しい感じの子で、手間がかかってしょうがないなと思っていましたが、距離が縮まってくるとどんどん可愛かわいく見えてくるから不思議です。頭を撫なでてあげようとすると、決まって爪つめで引ひっ掻かいてくる猫が、お腹なかを撫でてあげたらイチコロになるのと似てますね。「へっへっへ。そんなこと言っても、これが好きなんだろ」と、邪悪な気持ちになっちゃいますね。まあ、その結果として、体中噛かまれまくっちゃうことになるんですけど……甘噛みだから大丈夫ですね。

　個人的な願望としましては、お菊ちゃんのカミカミシーンだけで一冊書きたかったです。機会があれば、そんな本を出せればいいなって思ってますけど……絶対不可能でしょうね。

　続きまして、今作のニューフェイスであるクリスティーナさん。

　クリスちゃん、クリス様。どちらが印象に残ったかで、皆様の呼び方も変わると思いますが……何でこういう子になっちゃったんでしょね？　当初の予定としましては、眼鏡をかけて凛として、薔薇のように華か麗れいで美しく――まさに、教会を背負うに相応ふさわしく、騎士という呼び名に恥じない素敵な女性になるはずだったのですが……出来上がってみたら、あらビックリ。教会のイメージから一番遠い感じの女性になっちゃいました。

　おかしいな。レシピどおりに作ったはずなんですけど……

　ちなみに、「女王様体質だから、クリス様は鞭むちを武器にしている」、というわけではありません。悪魔城世代の僕としては、「やっぱり吸血鬼退治の武器は鞭だろ」と思い、彼女には鞭を持ってもらうことにしました。そうしましたところ、僕の予想を大きく超え、クリス様が鞭を気に入ってしまいました。こうなったらもう、武器の変更は不可能ですね。「躾しつけてあげる」と言われ、お尻しりを叩たたかれるのは嫌ですから。

　そんな面倒くさい……失礼、手のかかるクリス様を支える二人の少女。

　アリスティアさんは、単純だからこそややこしい女性ですね。頭が良くて融ゆう通づうがきかないように見えますが、それは見た目だけで、屁理屈をこねると案外簡単に黙り込んでしまいます。大昔のパソコンと一緒なんですよね。ややこしくて難しい問題を出されたら、簡単にフリーズしてしまいます。ついでに道連れとして、保存してあったデータも一緒に消滅させちゃって……典型的な、応用がきかないエリートといったところです。

　その一方で、使い方がわからない無駄な機能をフル装備しているマリアベルさん。

　この子はアリスティアさんとは違う意味で、ややこしい。使用者の知らないうちに謎なぞのサイトにアクセスして、謎のウィルスに感染して帰ってきて……使用者が一番困るタイミングで、「ウィルスが発動しちゃったでございますわ」と、笑顔で死の宣告をしてくるタイプです。

　この子は馬ば鹿かで失敗ばっかりしてるくせして、何でこんなに毎日楽しそうに生きてるんだろう？　マリアベルさんというのは、相手にそう思わせる少女です。

　続きまして、由ゆ良らと沙さ良らの時とき村むら姉し妹まい。

　ストーリーの関係上、どうしても二人の魅力を伝えきることができなかったのですが、この二人は本当にいい子なんです。もう少し二人のプライベートに突撃できれば、その魅力を余すことなくお伝えすることができたのですが……小悪魔と狼おおかみですからね。それなりの覚悟がなければ、プライベートに突撃しても玉砕するのがオチでしょうね。

　最後に翼つばさと葵あおいのへっぽこお姉さんズ。

　前回、作者の戯たわむれとして、葵に猫耳をプレゼントしたのですが、本人がこれを大変気に入ってしまいました。なので、葵ルートでの攻略を目指している人は、彼女に猫耳を送ってあげてください。きっと、好感度が急上昇することでしょう。

　翼さんのほうは……まあ、へっぽこなのは、いつも通りとしまして。

　この人は本当に、どんな場面にどんな役柄で放り込んだとしても、アッという間に自分色に染め上げていくから難しい。「脇わき役やくなので、もう少し個性を抑おさえていただけませんか」とお願いすると、「あたしを誰だれだと思ってんの？」と、偉えらそうに言い返されてしまいます。

　なので、作者権限を使った仕返しとして、翼さんはずっと彼氏ができないままにしてやろうと思います。「へっへっへ。作者に逆らった罰だよ～ん」ということですが、そのうち仕返しされそうで怖いです。



　それでは最後に、力を貸してくれた全すべての人にお礼の言葉を。

　毎度毎度のことですが、皆様のおかげでここまで来ることができました。振り返ってみたとき、力を貸して良かったと思っていただけますよう、これから先も頑張っていこうと思います。なのでこれからも、よろしければお力をお貸しください。

　最愛の読者様が、未来永劫幸せでありますようにと想おもいを込めて。



星ほし家いえなこ



    

  
    
      　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　ある年の一月六日に生まれたAB型。

　　執筆という名の、とんでもない悪女に惚れてしまったせいで、毎日が悪戦苦闘気味。だけどいつか相思相愛になり、読者の心が温まる優しい話が書けたらいいなと思っている。

　　最近の座右の銘は、「優しくしたことはすぐに忘れろ。優しくされたことは一生忘れるな」。



　イラスト

　やすゆき

　　埼玉県在住絵描き。

　　主にゲーム原画や挿絵などをやってます。



    

  
    
      ヒメカミ２
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